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第50回日本不妊学会総会・学術講演会

　　　　　　　（第4回予告）

　日本不妊学会および学術講演会を下記の要領にて開催致しますので，奮ってご参加いただき

ますよう，お願い申し上げます．

1。会期

皿．会場

11月16日（水）：幹事会，理事会，ICMARTセミナー

　　17日（木）：学術講演会，評議員会，総会，総懇親会

　　18日（金）：学術講演会，シンポジゥム

　　19日（土）：生殖医療指導医認定試験

　　　　　　　　（講習会，筆記試験，口頭試問）

ニュースカイホテル

〒860－8575　熊本市東阿弥陀寺町2

Phone：096－354－2111，　FAX：096－354－8973

http：／／wwv肌newskyhoteLcojp／

皿．ホームページ：http：／／funin50uminjp

一般演題： 締め切り．

約400題の演題を頂戴いたしました．有り難うございました．

約50題をoralとし，また優秀演題5題を選定して表彰します．

1V。プログラム：

　　50周年記念講演

　　　　＊伊藤晴夫　日本不妊学会名誉会員

　　　　　「宇宙からみえる生殖医療」

　　　　＊Roger　Kempers，　MJ）．

　　　　　Chairman　of　Scientific　Program　Committee，　International　Federation　of　FertHity

　　　　　Societies

　　　　　「Ethical　Issues　in　Biomedical　PubUcations」



＊Edward　E．　Wallach，　MJ）．

Past　President，　American　Society　for　Reproductive　Medicine

　OB／GYN，　Johns　Hopkins　University

　「The　Impact　of　Having　Cryopreserved　Embryos　on　Society　and　Family　Life」

教育講演

　　加藤茂明　東京大学分子細胞生物学研究所核内情報研究分野

　　「エストロゲン受容体の遺伝子発現制御の分子機構」

会長講演

　　岡村　均　日本不妊学会理事長・会長

　　　　　　　熊本大学大学院医学薬学研究部産科学分野

　　「Ovum　Fatal」

シンポジウム

　　1．「卵胞発育の基礎から臨床へ」

　　座長：　峯岸　敬（群馬大学大学院医学系研究科生殖再生分化学）

　　　　　　宮本　薫（福井大学医学部分子生体情報学）

　　Keynote　speaker：

　　　　　　Shunichi　Shimasaki，　PE　D．

　　　　　　Department　of　Reproductive　Medicine，　University　of　California，　San　Diego，

　　　　　　School　of　Medicine

　　　　　　「Oocyte　Regulation　of　Ovulation　Quota　in　Mammals」

　　Speakers：

　　　　　　光永佳奈枝（産業技術総合研究所糖鎖工学研究センター）

　　　　　　城田京子（福岡大学医学部産婦人科）

　　　　　　鈴森伸宏（名古屋市立大学医学部産婦人科）

　　　　　　河村和弘（秋田大学医学部産婦人科学）

　　　　　　高崎彰久（済生会下関総合病院産婦人科）
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2．「PCOSはいま？」

座長：　田中俊誠（秋田大学医学部産婦人科学分野）

　　　　苛原　稔（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部女性医学）

Keynote　speaker：

　　　　Jerome　F．　Strauss　IH，　M．D．　Ph．D．

　　　　Dean　and　Vice　President

　　　　Virginia　Commollwealth　University，　School　of　Medicine　and　Health　System

　　　　Department　of　Obstetrics　and　Gynecology

　　　　「Polycystic　Ovary　Syndrome（PCOS）：Genomic　and　Genetic　Insights　into

　　　　Pathophysiology」

Speakers：

　　　　倉林　工（新潟市民病院婦人科）

　　　　井上善仁（福岡大学医学部産婦人科）

　　　　本田律生（熊本大学大学院医学薬学研究部産科学）

　　　　河野康志（大分大学医学部産科婦人科）

　　　　松崎利也（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部女性医学）

　　　　木村秀崇（弘前大学医学部産婦人科）

3．「精子形成における分子生物学的解析と臨床からのアプローチ」

座長：　藤澤正人（神戸大学大学院医学系研究科腎泌尿器科学分野）

　　　　市川智彦（千葉大学大学院医学研究院遺伝子機能病態学）

Speakers：

　　　　前川眞見子（千葉大学大学院医学研究院形態形成学）

　　　　野口純子儂業生物資源研究所遺伝資源研究グループ）

　　　　小川　毅（横浜市立医学部大学泌尿器科）

　　　　岡田潤幸（新潟大学教育研究院（医歯学系）産婦人科学）

　　　　高　栄哲（金沢大学医学部泌尿器科）

　　　　宮川　康（大阪大学大学院医学系研究科泌尿器科）

　　　　合田上政（神戸大学大学院医学系研究科腎泌尿器学）



4．ノーベル・ファーマ　スポンサードシンポジウム

「子宮内膜症に伴う月経困難症に対する治療戦略」

座長：　武谷雄二（東京大学大学院医学系研究科・医学部産婦人科学）

　　　　星合　昊（近畿大学医学部産科婦人科学）

Keynote　speaker：

　　　　寺川直樹（鳥取大学医学部医学科生殖機能医学分野）

　　　　「子宮内膜症の痔痛対策一オーバービュー一」

Speakers：

　　　　深谷孝夫（高知大学医学部生殖加齢病態学）

　　　　富樫かおり　（京都大学大学院医学研究科・医学部放射線医学）

　　　　藤井美穂（札幌医科大学附属病院婦人科学）

　　　　原田　省（鳥取大学医学部附属病院女性診療科）

5．日本オルガノン　スポンサードシンポジウム

「ART成功の指標はどうあるべきか一クオリティとEBMの両面から一」

座長：　久保春海（東邦大学医学部附属大森病院産婦人科）

Speakers：

　　　　福田愛作（IVF大阪クリニック）

　　　　永吉　基（セントマザー産婦人科医院）

　　　　朝倉寛之（扇町レディースクリニック）

　　　　寺元章吉（加藤レディスクリニック）

6．ICMART＊シンポジゥム
“ Monitoring　IVF　Ef6cacy，　Safety　and　Quality”

Introduction　　　　　　　　　　　　　　　Karl　Nygre孔ICMART　chair

Current　international　monitoring　strategies　Effy　Vayena　W且0

1

Ef丘cacy

Safety

Quality

Latest　World　Report，　presentation

Fernando　Zegers

Paul　Lancaster

Elizabeth　Sullivan

Jacques　de　Mouzon



●

●

●

●

●

General　discussion：Monitoring　IVF　in　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ICMART

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中俊誠（秋田大学医学部産婦人科学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤英和（国立成育医療センター不妊診療科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石原　理（埼玉医科大学産婦人科学）

lCMARTセミナー

　　“IVF　Data　Collection　and　Utilization　for　CHnics，　National　Registers　and　International

　　Reporting”

Introduction　　　　　　　　　　　武谷雄二（東京大学大学院医学系研究科・医学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部産婦人科学）

ICMART　goals　and　strategies　　　Karl　Nygren

Data　presentation　and　dissemination　Effy　Vayena，　WHO

CZ仇icθ〃ωeZ　　　　　　　　　　　　　　　　Fernando　Zegers

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　Mouzon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇都宮隆史（セント・ルカ産婦人科）

N砒io朋I　Ie∂ε1　　　　　　　　　　　　　　　Elizabeth　Sulivan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　Mouzon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤英和（国立成育医療センター不妊診療科）

1ηfern酩foηαZγ印oγfiη8　　　　　　　　　　　Paul　Lancaster

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　Mouzon

General　discussion：　　　　　　　　　Karl　Nygren

　ICMART　experience　　　　　　大場　隆（熊本大学大学院医学薬学研究部産科学）

　National　and　international　cooperation　for　Japan　　　Panel　discussion

＊ICMART；The　Internatiollal　Committee　for　Monitoring　ART

平成17年度男性不妊症手術手技フォーラム



V．参加申込方法：学会当日会場にて受け付けます．

　　　　　　　　学会参加費：10，000円

　　　　　　　　懇親会費　：6，000円

VI．宿泊案内 ホームページ＜http：／／funin5αumirLjp＞をご参照ください．

　　　　平成17年7月

　第50回日本不妊学会

会長　岡　村　　　均

連絡先：〒860－8556　熊本市本荘1－1－1

　　　　熊本大学大学院医学薬学研究部　産科学分野内

　　　　第50回日本不妊学会事務局（担当：大場　隆／本田律生）

　　　　Phone：096－373－5269，　FAX：096－363－5164

　　　　e－mail：jsogkuma＠kaijumedic．kumamoto－uacjp
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平成17年度会費納入のお願い

会　員　各位

同封いたしました郵便払込用紙にて，平成17年度会費8000円を平成17年10月末日まで

に納入いただきたく，お願い申し上げます．

注1会費納入の手続き不要の会員

　　　　○名誉会員

　　　　○寄贈会員

　　　　O賛助会員（後日請求書送付）

　　　　○購読会員（後日請求書送付）

　　　　○既に平成17年度分を納入されている会員

　　　　○平成17年4月1日以降に入会された会員

注2　過年度会費を滞納されている会員

　　　　○未納分と合わせてお支払いください

　　　　02年以上滞納されますと除名となります

注3　お問合せは，下記学会事務局宛にE－maUまたはFAXにてお願い致します．

以上

　　　　（社）日本不妊学会
〒102－0083東京都千代田区麹町4－2－6

　　　　　　　　第2泉商事ビル5階

TEL　O3－3288－7266／FAX　O3－5275－1192

　　　　　　　E－maH：info＠jsf翫oLjp
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2（62） 日不妊会誌50巻3号

社団法人日本不妊学会

会員各位

日本不妊学会定款改定案に対するご意見聴取のお願い

　平成16年9月の総会（旭川市）にて日本不妊学会の名称変更およびそれに伴う定款の見直しが

決定されました．現在，定款改定に向け準備を進めており，平成17年6月17日の理事会にて改定

案が承認されました．

　今回の定款改定案は，1）日本生殖医学会への名称変更による文言の見直し，2）代議員制への移

行とその関係条文の変更（代議員数は会員40名につき1名程度），3）時代にそぐわなくなった定

款の整理，の観点から作成致しました．また，定款改定に伴い定款施行細則改定案，役員および代

議員選任規程案も作成しております．各改定案，規程案を掲載致しますので，皆様のご意見をお聞

かせ下さい．

　ご意見のある方はA4用紙に①名前，②所属，③連絡先，④意見をタイプし，平成17年9月15

日（木）までに日本不妊学会事務局宛てにファクス下さい．

ファックス番号：03－5275－1192
4

　なお，定款改定につきましては監督官庁である文部科学省との折衝およびその指導に従う必要

がありますので，ご意見の処理に関しましては理事長にご一任賜わりますようお願い申し上げま

す．

平成17年7月

　社団法人日本不妊学会

理事長　　　岡村　均

庶務担当理事苛原稔

‘
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社団法人　日本生殖医学会役員および代議員選任規程（案）

　趣旨

第1条この法人（以下本会という）の役員（理事お
　　　よび監事）および代議員の選任は、定款に基
　　　づき本規程に従うものとする．

　理事の選任

第2条理事は2年ごとに次に定める各支部ごとに、
　　　各支部所属代議員により候補者を選出し、総
　　　会において選任される．

北海道支部

東北支部
関東支

中部支部
北陸支部
関西支部

：北海道

：青森・秋田・岩手・福島・宮城・山形

：茨城・神奈川・群馬・埼玉・千葉・

東京・栃木・新潟・山梨

：愛知・岐阜・静岡・長野・三重

：石川・富山・福井

：大阪・京都・滋賀・奈良・兵庫・

和歌山
中国・四国支部：愛媛・岡山・香川・高知・島根・

　　　　　　　徳島・鳥取・広島・山口
九州・沖縄支部：大分・沖縄・鹿児島・熊本・佐賀・

　　　　　　　長崎・福岡・宮崎

　代議員の定数
第9条　　代議員の定数は、各支部ごとに改選年の3
　　　　月31日現在、その支部に所属する会員で会
　　　　費を完納した会員数に比例するものとする．
　　　　ただし代議員総数は会員40名に対し1名と
　　　　する．

　代議員の補充

第10条　代議員に欠員が生じた場合は直ちに所属支
　　　　部から補充することができる．

　選任規程の変更
第11条　この選任規程は理事会および総会の承認を
　　　　得なければ変更することができない．

●

●

●

　理事の定数

第3条理事の定数は、各支部ごとに改選年の3月31
　　　日現在、その支部に所属する会員で会費を完
　　　納した会員数に比例するものとする．ただ
　　　し理事総数は20名以内とする．

　理事の補充

第4条理事に欠員が生じた場合は、その理事の所属
　　　する支部から補充することができる．

●

　常任理事の選任ならびに補充

第5条常任理事は、理事の互選による業務担当主任
　　　および理事長の推薦によるものとし、理事会
　　　の承認を経て就任するものとする．　常任理
　　　事に欠員を生じた場合は、理事会の議決によ
　　　り補充することができる．

　監事の選任ならびに補充

第6条監事は理事会において会員中から候補者を推
　　　薦し、その候補者のうちから理事選任を行う
　　　総会において選任される．
　2．　監事に欠員を生じた場合は前項の手続に準じ
　　　て補充することができる．

●

　代議員の選任
第7条代議員は各支部ごとに定めた選任規程により、
　　　その会員中より選任される．

　2．　代議員は原則として改選年の3月31日に65
　　　歳未満であることが望ましい．

●

　代議員の選任の時期

第8条代議員の選任時期は、理事選任を行う年の7
　　　月1日から8月31日までとする．

●
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平成16年度第2回常任理事会議事録

日　時：平成17年3月18日（金）14：00～16：30

場所：東京国際フォーラム会議室「G401」

出席者：岡村均守殿貞夫久保春海武谷雄二苛原稔遠藤克奥山明彦
　　　　田中俊誠　寺川直樹　野田洋一　吉村泰典

　　　　監事：小林俊文　田中啓幹　中村幸雄

　　　　陪席：田原隆三（代表幹事）　柴原浩章（副代表幹事）

欠席者：なし

〈議事経過およびその結果〉

定款第22条にもとづき，岡村　均理事長が議長となり，「本日の出席理事数は，11名で定款第23

条に規定する定数を充足し，本理事会は成立した」旨発言し，開会．

議事録署名人に，苛原　稔，吉村泰典の2名を選出した後，次の議案を順次審議した．

〈議事〉

第1号議案

第2号議案

第3号議案

平成16年度決算見込案に関する件（定款第27条）

吉村理事より，平成16年度決算見込みについて説明があり，単年度で約＆39α000

円の黒字決算が見込まれることが報告された．第49回日本不妊学会総会・学術講演

会の収支決算書と併せ，全会一致で承認された．

平成17年度事業計画および予算案に関する件（定款第27条）

苛原理事より平成17年度事業計画について説明があり，全会一致で承認された．

続いて吉村理事より平成17年度収支予算案について説明があり，単年度で約700，000

円の黒字予算であることが報告された．全会一致で承認された．

定款改定に関する件

苛原理事より，定款改定のタイムスケジュールが説明がされた．次に定款改定案につ

いて，現行の定款との主な変更点は学会名の変更，評議員制の廃止と代議員制の導入

であることが説明され，全会一致で承認された．また，本改定案は文部科学省の指導

を基に修正を重ねたものとの説明があり，今後更に軽微な修正が提案・指導された

場合は理事長に一任することが承認された．次に定款施行細則について説明があり，

第1条の各支部の表記を50音順にすること，第14条に「Reproductive　Medicine　and

Biology」を加筆することが提案され，承認された．会費の値上げについては現在黒字

決算を組めているので，8，000円のまま据え置くことが承認された．次に役員および代

議員選任規程と代議員推薦内規案の説明があり，選任方法をどの程度まで支部に任

せるかが議論された．選挙は各支部の財政的負担が大きい，各分野の構成比率からみ

て投票だと公平な構成比が保たれない恐れがある，などの意見が出，選任方法は各支

部に一任することとなった．最後に，定款改定のためには総会にて4分の3以上の賛
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第4号議案

第5号議案

第6号議案

成を得る必要があるので，平成17年11月の総会に関しては特に委任状を必ず送っ

てもらうよう徹底することが呼びかけられた．

生殖医療従事者資格制度に関する件

田中理事より平成17年度生殖医療指導医試験に向けてのタイムスケジュールが説

明され承認された．次に会誌50巻1・2号に掲載する試験案内および申請用紙につ

き説明があり承認された．今年の受験者数は80名前後を予定し，80名を上回る応募

があった場合は会員歴の長い順とし，同じ会員歴であれば先着順とすることが承認

された．書類審査に合格しても優先順位の関係で2次試験を受けられない応募者に

ついては次年度優先的に試験を受けられることとする案が出され承認された．

次に苛原理事より生殖医療指導医の収支決算見込みおよび予算案について説明がさ

れた．平成16年度の決算は本会計からの借入金2，000，000円を算入し，257，296円の黒

字の見込みである．平成17年度の予算案は約5，400000円の黒字となるので，本会計

からの借入金を返済予定であることが報告された．以上の決算見込みおよび予算案

が承認された．

次に日本哺乳動物卵子学会との生殖補助医療胚培養士認定試験の共同運営につき，

本会としては試験合格者のうち認定時に不妊学会に所属している者に関してのみ認

定を追認することが承認された．認定後に不妊学会に入会しても過去に遡って承認

はしないこと，会員でなくなったら追認を無効とすることが確認された．本件につい

ては苛原理事より日本哺乳動物卵子学会理事長へ返信することとなった．

外科系学会社会保険委員会連合（外保連）加盟について

吉村理事より，日本医師会から届いた「診療報酬における医療技術の評価・再評価に

係る要望書提出のお願い」について説明があり，現在本会は内保連にも外保連にも加

盟していないので，今後このような要望書を出すにあたり，外保連に入ったほうがよ

いとの提案がされた．今までは日本産科婦人科学会に任せていた面があるが，本会独

自の要望を出す上では外保連に加盟した方が良いとの意見が出た．加盟申請するこ

と，および将来計画検討委員会が要望書作成を担当することが承認された．作成した

要望書は次回理事会に提出することとなった．また，要望書に関して，産婦人科では

体外受精を保険適用にするよう要望をしているか，との質問があり，吉村理事より，

それはかなり難しいと思われるので，むしろ患者の為には体外受精に使うための排

卵誘発を保険適用にした方が現実的でよいのでは，との意見が出された．また，久保

理事より，以前厚生労働省の依頼で体外受精にかかる予算を算出したところ，年間約

30億点となった為，保険適用は無理との結論に達して現在の助成金制度となったこ

とが言及された．

会告「Y染色体微小欠失を有する不妊患者に対する顕微授精について」について「微

小欠失」が「微少欠失」と間違って表記されている件に関し，次回会告のまとめなど

を出す機会に訂正することが承認された．

4

4
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＜報告事項＞

1．庶務部報告　苛原理事より，平成16年度における会員数の変動，物故会員，および平成17

　　　　　　　　年度に開催予定の諸会議について報告が行われた．平成17年度第1回理事会お

　　　　　　　　よび総会を平成17年6月17日（金）に開催することが決定した．次に平成16

　　　　　　　　年度2回通常理事会，第2回総会，臨時理事会の議事録案が承認された．

2．会計報告（第1号議案，第2号議案にて協議・報告）

3．編集報告　遠藤理事より，和文誌，英文誌の発刊状況が報告された．英文誌に関しては平成

　　　　　　　　17年度の文部科学省学術定期刊行物補助金の申請書を提出したことが報告され

　　　　　　　　た．またVoL　4より以下の見直しを予定している旨報告された；①見開きページ

　　　　　　　　に3学会の理事長名を記載する．②Editorial　Boardを見直す．日本受精着床学

　　　　　　　　会，日本アンドロロジー学会にも見直しをお願いしている．ヨーロッパからの参

　　　　　　　　加も検討中なので，推薦があれば紹介してほしいとの呼びかけがされた．④Med－

　　　　　　　　Lineに今年申請予定である．⑤今までオルガノン社のみの広告掲載だったのを，

　　　　　　　　広く募集することとなった．⑥Vol．3はブラックウェル社との契約ページ数であ

　　　　　　　　る240ページを超過したが，当初の雑誌が軌道に乗るまでは超過金を免除する

　　　　　　　　との約束の通り，無料となった．Vol．4－1も既に92ページとなっているので，

　　　　　　　　今後契約ページ数，金額について交渉する予定である．

　　　　　　　　続いて英文誌の決算見込みおよび予算案について説明がされた．平成16年度は

　　　　　　　　単年度で約3，250，000円の黒字決算を見込み，平成17年度は単年度で約

　　　　　　　　1200，000円の赤字予算であることが報告され，承認された．赤字予算の主な原因

　　　　　　　　は平成17年度より日本オルガノン（株）の助成金がなくなることである．申請

　　　　　　　　中の文部科学省学術定期刊行物助成金が承認されれば赤字を補填できるが，確

　　　　　　　　実な収入確保のためには広告料収入を増やすべく，各理事に協力が呼びかけら

　　　　　　　　れた．

4．渉外報告報告事項なし

5．組織報告報告事項なし

6．学術報告武谷理事より，平成17年度の学術奨励賞応募の説明がされた．

7．広報報告　久保理事より，現在ホームページのバナー広告掲載は3社であり，広告を増やす

　　　　　　　　協力が呼びかけられた．また，日本生殖医療心理カウンセリング研究会からのリ

　　　　　　　　ンク依頼が承認された．

8．将来計画検討委員会報告　（第5号議案にて協議・報告）

9．生殖医療従事者資格制度委員会報告　（第4号議案にて協議・報告）

10．倫理委員会報告

　　　　　　　　野田理事より，平成15年から16年に開かれた委員会のまとめが報告された．

　　　　　　　　「未婚男子の精子凍結」については会告案を理事会に答申し，承認後本学会の見

　　　　　　　　解として発表した．「事実婚における本人同士の生殖細胞を用いた体外受精実

　　　　　　　　施」に関しては難しい命題であり，結論は出ておらず，法的環境整備を含め実現

　　　　　　　　へ向けた行動が必要である，との意見にとどまっていることが報告された．岡村
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　　　　　　　　理事長よりこの結果を会員に周知する必要性が提案され，次回理事会までに報

　　　　　　　　告書を作成することとなった．

11．第50回日本不妊学会総会・学術講演会準備報告

　　　　　　　　岡村会長より，第50回日本不妊学会総会・学術講演会準備報告がされた．会期

　　　　　　　　中に会場であるニュースカイホテルの改装が重なっているため，多少ご迷惑を

　　　　　　　　お掛けするかもしれないがご理解下さい，との言及があった．

12．第51回（平成18年）総会・学術講演会準備報告

　　　　　　　　奥山次期会長より，FIGO（世界産婦人科会議）と会期が重なるが，今からの変

　　　　　　　　更は会場の確保が困難であること，既に昨年9月の理事会，総会で承認済みであ

　　　　　　　　ることから，予定通り平成18年11月8日から10日，大阪国際会議場および

　　　　　　　　リーガロイヤルホテルの一部にて開催をすることが諮られた．岡村理事長から

　　　　　　　　も，本日程については平成16年3月の常任理事会で承認されたのを始め，その

　　　　　　　　後の理事会，総会でも承認されていることが報告され，予定通りの開催が全会一

　　　　　　　　致で承認された。現時点では11月8日に生殖医療指導医認定試験をし，その後

　　　　　　　　理事会を開く予定だが，今年度の状況を見て検討を重ねることとした．

13．第52回（平成19年）総会・学術講演会準備報告

　　　　　　　　田中次次期会長より，会場・日時の決定に今しばらく時間がかかるとの報告が

　　　　　　　　された．理由として，平成19年10月上旬に秋田で国体が開催されるのに合わ

　　　　　　　　せ，現在ある古いホテルの改装計画があったが，市長の交代で改装計画が白紙に

　　　　　　　　戻った為である．秋田県以外での開催案も出たが，会長選出の根拠として支部の

　　　　　　　　持ち回りということがあるので，東北内ならまだしも，東北以外となると良くな

　　　　　　　　いのでは，との意見が出た．

14．理事長報告

　　　　　　　　岡村理事長より以下の報告があった．①日本癌治療学会が出した「悪性腫瘍治療

　　　　　　　　前患者の配偶子凍結保存に関する倫理委員会見解」は特に問題は無い．②日本学

　　　　　　　　術会議の会員候補者の推薦の際のご協力に感謝します．③低用量経口避妊薬の

　　　　　　　　医師向けパンフレットの改定について近く改訂版が出る予定．④本会が協賛し

　　　　　　　　ている日本産科婦人科学会「第2回生殖遺伝カウンセリングに関する講習会」が

　　　　　　　　1月30日に京都で開催され，約120名の参加があった．そのうち約50名が臨床

　　　　　　　　遺伝専門医であった．昨年2月現在，日本産科婦人科学会の専門医と臨床遺伝専

　　　　　　　　門医を両方持っているのは100名程度である．講習会では本会から慶応義塾大

　　　　　　　　学・末岡浩助教授が「着床前診断における遺伝カウンセリング」の題で講演し

　　　　　　　　た．泌尿器分野からは金沢大学・並木幹夫教授が「男性不妊における遺伝医学」

　　　　　　　　の題で講演した．

以上の議決事項を証するため，この議事録を作成し，定款第30条にもとづき，議長ならびに出席

者代表たる2名の議事録署名人において署名押印する．

q
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平成17年度第1回通常理事会議事録

日　時：平成17年6月17日（金）13：30～16：30

場所：丸ビルコンファレンススクエア「Room2」

出席者：岡村　均　守殿貞夫　久保春海　武谷雄二　井上正樹　苛原　稔　遠藤　克

　　　　瓦林達比古　郡健二郎　田中俊誠　玉舎輝彦　寺川直樹　年森清隆　三浦一陽

　　　　吉田英機　吉村泰典

　　　　監事：小林俊文　田中啓幹　中村幸雄

　　　　陪席：田原隆三（代表幹事）　柴原浩章（副代表幹事）

欠席者：石川睦男　今井　裕　奥山明彦　野田洋一　星　和彦

〈議事経過およびその結果〉

定款第22条にもとづき，岡村　均理事長が議長となり，「本日の出席理事数は委任状を含め21名

で定款第23条に規定する定数を充足し，本理事会は成立した」旨発言し，開会．

議事録署名人に，苛原　稔，吉村泰典の2名を選出した後，次の議案を順次審議した．

〈議事〉

第1号議案：平成16年度事業報告および収支決算に関する件（定款第27条）

　　　　　　吉村理事より，平成16年度事業報告書，収支計算書，財産目録貸借対照表，正味

　　　　　　財産増減計算書について説明があった．次に小林監事より5月26日に公認会計士同

　　　　　　席で監査を行い，決算が正当であることを認めたとの報告がされた．本件に関し審議

　　　　　　の結果，全会一致で承認された．

第2号議案：平成17年度事業計画および予算に関する件（定款第27条）

　　　　　　苛原理事より平成17年度事業計画について説明があり，全会一致で承認された．

　　　　　　続いて吉村理事より平成17年度収支予算の説明があった．公認会計士の指摘により

　　　　　　計上科目「学術講演会補助金」は「学術講演会準備金」と変更した．学術講演会は本

　　　　　　会計の収支に入っているので，自学会に対し補助金を出すとう概念はおかしいとい

　　　　　　う理由からである．

　　　　　　久保理事より，平成16年度は倫理委員会が開かれていなく支出が0円，平成17年度

　　　　　　の予算もカットしているのは学会として適切でないのでは，との意見が出された．岡

　　　　　　村理事長より，善処する旨回答があった．

　　　　　　以上を踏まえ，本件は承認された．

第3号議案：定款改定に関する件

　　　　　　苛原理事より，定款改定のタイムスケジュールの説明がされた．

　　　　　　定款改定案は何度か折衝の上，3月下旬に文部科学省に提出しており，担当官からは

　　　　　　特に問題なしとの回答があった．現在担当部署の上官がチェックしているとのこと

　　　　　　である．ただ，本件の前に30件以上の内諾待ち案件があるので，最終的に内諾がで

「
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　　　　　　る時期はわからないとのことである．

　　　　　次に定款改定（案），施行細則（案），役員および代議員選任規程（案），代議員推薦

　　　　　　内規（案〉について4月に理事，監事，定款評議員に意見を伺った結果の一覧が示さ

　　　　　　れた．…番多かった定款第4条に出てくる「家畜」という言葉を削除しては，との意

　　　　　見であるが，設立趣意書を逸脱してはならないとの文部科学省の指導により原案の

　　　　　　ままとすることが説明された．その他，以下の意見につき検討した．

　　　　　定款改定（案〉…森崇英名誉会員より「支部評議員」を「支部代議員」としたらいか

　　　　　　がか，という意見が寄せられた件につき，評議員，代議員と名称を分けた方が混乱し

　　　　　　ないとの意見が出，原案通りとすることが承認された．

　　　　　　定款細則（案）…森崇英名誉会員より「学術会長」を「学会長」としてはいかがか，

　　　　　　との意見が寄せられた件につき，会員以外の人から見た場合「学会長」では理事長職

　　　　　　と誤解される可能性が指摘された．紛らわしさを回避するため「学術集会長」とする

　　　　　　ことが提案され，承認された．

　　　　　　また，藤本征一郎名誉会員より，第5条「…理事長の…」を「…理事会の…」と変更

　　　　　　しては，との意見が寄せられた件につき，決済を急ぐ案件が出た場合，理事会開催を

　　　　　　待つよりも理事長に一任した方が良いとの意見が出，原案通りとすることが承認さ

　　　　　　れた．

　　　　　　役員および代議員選任規程（案）…田辺清男定款評議員より第4条「…かつ…」を

　　　　　　「…あるいは…」としてはいかがか，との意見が寄せられた件につき，原案は定款評

　　　　　　議員選任規程と同じ選出条件にしているので，それより条件をゆるくしない方がよ

　　　　　　いとの意見が出，原案通りとすることが承認された．

　　　　　　それぞれ意見をいただいた会員に回答の手紙を送ることとなった．

　　　　　　また，今後文部科学省の指導などによる細かな修正については理事長に一任するこ

　　　　　　とが承認された．

第4号議案：生殖医療従事者資格制度に関する件

　　　　　　田中理事より平成17年度生殖医療指導医認定試験のタイムスケジュール，当日タイ

　　　　　　ムテーブル，講師依頼先，試験問題作成手順が説明され承認された．寺川理事より指

　　　　　　導医の認定基準，井上理事より最終的な認定者数について質問があった．田中理事よ

　　　　　　り最終的な認定数は会員の1割位を予定していること，基準については書類審査，筆

　　　　　　記試験，面接試験を通し適格と判断された人物，との回答があった．

　　　　　　次に苛原理事より生殖医療従事者制度委員会特別会計の平成16年度収支決算およ

　　　　　　び平成17年度収支予算について説明がされ，承認された．平成17年度に本会計から

　　　　　　の借入金を返済予定である．

　　　　　　最後に社団法人日本看護協会の不妊認定看護師について「生殖医療コーディネー

　　　　　　ター」として追認を依頼する手紙を発送したことが報告された．

第5号議案：2年以上会費未納者について

　　　　　　苛原理事より，2年以上会費未納者が平成17年6月11日現在，合計447名いること

　　　　　　が報告され，今後の取り扱いについての提案が出された．事務局から再請求書を発行
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第6号議案

第7号議案

するとともに各支部の未納者を支部長に確認してもらい，可能な限り納入を指導し

てもらうこと，また今年1年間は様子を見て，来年度以降，正式除名の処理をするか

再検討することが承認された．

経理規定（案）について

吉村理事より，以前文部科学省から経理規定を常備するよう指導があった際に作成

した経理規定（案）を，改めて公認会計士にチェックいただいた旨説明があった．全

会一致で承認された．

金融取引先に関する内規（案）について

吉村理事より，ペイオフ対策として，公認会計士より金融取引先に関する内規作成の

指導があったことが説明され，承認された．

＜報告事項＞

1．庶務部報告

2．会計報告

3．編集報告

苛原理事より，会員数の変動，物故会員，および平成17年度に開催予定の諸会

議について報告がされた．平成17年度第1回常任理事会を平成17年10月7

日（金）に開催することが決定した．次に平成16年度第2回常任理事会の議事

録（案）が承認された．

吉村理事より，5月26日に監事会（平成16年度会計監査会）を行った際に公認

会計士より指摘，提案のあった点が報告された．①第2号議案にもある通り，計

上科目「学術講演会補助金」を「学術講演会準備金」とすること．②第6号議案

の通り，経理規定を作成すること．③第7号議案の通り金融取引先に関する内規

を作成すること．④平成16年3月30日付けで本会計から生殖医療従事者資格

制度委員会特別会計に2，000，000円の貸付をしているが，書面での記録が無いの

で借用書を作成すること．①～③の詳細は議案にて説明があった．

遠藤理事より，和文誌，英文誌の発刊状況が報告された．

英文誌に関しては平成17年度文部科学省学術定期刊行物補助金に申請したが，

「国際性がもう少し高いとよい」との理由で不採択となった．3学会共同発行のた

め医学系特定欧文誌としての申請であったが本分野での採択は4件であった．

指摘された国際性を高めるためEditorial　Boardに外国人数名を加え，　ISIおよび

Medlineに6月中に登録申請予定であることが報告された．申請には，理事長の

協力を頂き，ISIは4名，　Medlineは3名の海外研究者からの推薦状を用意した．

ブラックウェル社より発行のAnnual　Reportが事務局に保管されているので，

閲覧希望者は問い合わせるよう呼びかけられた．

次にブラックウェル社との年間契約ページ数につき報告がされた．現在の契約

は年間240ページ，追加1ページにつき16，000円である．昨年発行のVoL　3では

約20ページ超過したため320，000円の追加金が発生したが，ブラックウェル社

と交渉の結果，追徴なしとしてもらった．Vol．4は12号で既に約170ページに達

している．再度ブラックウェル社と交渉し，今年に限り30ページ分は無料にし

てもらうこととなったが，最終的に1，000，000円程度の超過金が発生する見込み
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4．渉外報告

5．組織報告

6．学術報告

7．広報報告

である．ブラックウェル社より，年間契約ページ数を320ページに増やす場合，

約1300，000円の料金値上げが提示された．契約ページ数を増やすか，現在の投稿

論文採択率84．7％をもっと厳しくし，ページ数を現在のままとするかが諮られ

た．守殿副理事長より，雑誌発展のためには多少費用がかかってもページ数を増

やした方が良いとの意見が出た．ただ，契約を改定し料金増額となると3学会の

負担金の見直しも必須であるとの観点から，本会計担当の吉村理事より，1年間

様子を見た後再検討することが提案され，承認された．

また，遠藤理事より電子投稿導入に関して編集委員会で検討すること，初期投資

で約1300，000円かかるとの報告がされた．守殿副理事長より，電子投稿を導入す

ると投稿数が2，3倍は増えると思われるので，契約ページが現行のまま導入は難

しいだろうとの意見が出た．

田中理事より，Impact　factor取得の状況について質問があり，遠藤理事より，早

期取得のためにはImpact　factorを持っている雑誌に投稿する際にRMBの文献

引用をお願いしたいとの呼びかけがあった．

続いて英文誌特別会計の平成16年度収支決算および平成17年度収支予算につ

いて説明があり，承認された．平成17年度より日本オルガノン（株）の助成金

がなくなるので，収入確保のために広告を取る努力をしており，現在2社から申

込があったことが報告された．

和文誌に関しては第51巻よりA4版にし，巻号を踏襲することが確認された．

報告事項なし

報告事項なし

田原代表幹事より，平成17年度の学術奨励賞対象論文の説明がされた．RMB

掲載論文については非会員も対象者になっているが，本学会が与える賞なので，

選ばれた場合は入会し3年間は会員継続していただく，入会いただけない場合

は次点の者が授賞することが承認された．

久保理事より，現在ホームページのバナー広告掲載は3社であり，広告を増やす

べく，協力が呼びかけられた．

8．将来計画検討委員会報告

　　　　　　　吉村理事より，外保連に加盟申請する旨説明がされ，申請書類の担当，田原代表

　　　　　　　幹事より，必要書類の説明がされた．

　　　　　　　庶務部・苛原理事が社会保険委員会を作る担当となった．

　　　　　　　次に，吉村理事より医療技術評価希望書の説明がされ，提出が承認された．

　　　　　　　吉田理事より，一昨年厚生労働省の中医協（中央社会保険医療協議会）内に医療

　　　　　　　技術評価分科会が設立され，今回の評価書が作成されたこと，評価書を基に技術

　　　　　　　を点数化し，国民にとって必要な医療を中医協議会にあげることとなったので，

　　　　　　　以前に比べ要望が通りやすくなるだろうとのことである．なお，評価希望と同時

　　　　　　　に行っていない検査，不要な技術を出し，見直しをした方が通りやすいかもしれ

　　　　　　　ないとのことである．また，混合診療や「高度でもない先進医療」が政府で検討
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されている．生殖医療は検査・入院は保険，技術は自費の混合診療なら受け入れ

られやすいかもしれないので医療技術評価分科会でも検討中であるとのこと．7

月上旬にインターネットで公表予定なので，腹腔鏡施術などはそちらに申請す

るとよいとの言及があった．

9．生殖医療従事者資格制度委員会報告（第4号議案にて協議・報告）

10．倫理委員会報告

　　　　　　　　野田理事欠席のため報告無しだが，前回の理事会で報告を出すこととなってい

　　　　　　　　た．このような場合は代理として幹事などに陪席してもらうことが承認された．

11．第50回日本不妊学会総会・学術講演会準備報告

　　　　　　　　岡村会長より準備報告がされた．

　　　　　　　　シンポジウム4．「月経困難症の疹痛と抗痔痛作用の戦略」を「子宮内膜症に伴う

　　　　　　　　月経困難症に対する治療戦略」に変更することとなった．

12．第51回（平成18年）総会・学術講演会準備報告

　　　　　　　　奥山次期会長欠席のため，岡村理事長より準備報告がされた．

　　　　　　　　FIGO（世界産婦人科会議）と会期が重なるが，今からの変更は会場の確保が困

　　　　　　　　難であること，既に過去の常任理事会，理事会，総会でも承認済みであることか

　　　　　　　　ら，予定通り平成18年11月8日から10日，大阪国際会議場およびリーガロイ

　　　　　　　　ヤルホテルにて開催をすることが報告された．

13．第52回（平成19年）総会・学術講演会準備報告

　　　　　　　　田中次次期会長より準備報告がされた．

　　　　　　　　期間は平成19年10月24日（水）から27日（土）で，27日に指導医試験を予定

　　　　　　　　している．会場はキャッスルホテルと県民会館の予定である．

14．理事長報告　（財）神澤医学研究振興財団より平成17年度神澤医学賞受賞候補者推薦の案内

　　　　　　　　が届いており，推薦希望者がいれば日本不妊学会より推薦するので，希望者は事

　　　　　　　　務局に連絡するようにとの報告があった．

以上をもって，すべての議事を終了し，本理事会を閉会した．

以上の議決事項を証するため，この議事録を作成し，定款第30条にもとづき，議長ならびに出席

者代表たる2名の議事録署名人において署名押印する．

平成17年6月17日

社団法人　日本不妊学会　平成17年度第1回通常理事会

均

稔

典

　
　
泰

村

原

村

岡
苛
吉

長
獄舗

同

議
鱗



平成17年7月1日 31（91）

平成17年度第1回通常総会議事録

日　時：平成17年6月17日（金）16：30～17：00

場所：丸ビルコンファレンススクエア「Room2」

出席者：開会当時の会員数　4，342人

　　　　本日の出席会員数2，271人（含委任状）

〈議事経過およびその結果〉

定款第26条にもとづき，岡村　均理事長が議長となり，「出席会員数は，委任状を含め2271名であ

り，定款第28条に定める定足数を充足し，本総会は成立した．」旨発言し，開会．

議事録署名人に，三浦一陽，田原隆三の2名を選出した後，次の議案を順次審議した．

〈議事〉

第1号議案：平成16年度事業報告および収支決算に関する件（定款第27条）

　　　　　　吉村理事より，別紙の平成16年度事業報告書，収支決算書ならびに財産目録，貸借

　　　　　　対照表，正味財産増減計算書につき説明があり，以上は小林俊文，田中啓幹，中村幸

　　　　　　雄の3監事の厳正なる監査を経たものである旨報告があった後，審議，採決を行い，

　　　　　　本件は全会一致にて承認された．

第2号議案：平成17年度収支予算修正案に関する件（定款第27条）

　　　　　　吉村会計担当理事より，別紙の平成17年度事業計画書および収支予算案についての

　　　　　　説明があり，慎重審議の上採決を行った結果，本件は全会一致で承認された．

第3号議案：定款改定に関する件

　　　　　　苛原理事より，定款改定のタイムスケジュールの説明がされた．

　　　　　　次に定款改定（案），施行細則（案），役員および代議員選任規程（案），代議員推薦

　　　　　　内規（案）について4月に理事，監事，定款評議員に意見を伺った結果とそれぞれに

　　　　　　対する回答について説明がされ，承認された．また，今後文部科学省の指導などによ

　　　　　　る細かな修正については理事長に一任することが承認された．

以上をもって，すべての議事を終了し，議長は閉会を宣し散会した．

以上の議決事項を証するため，この議事録を作成し，定款第30条にもとづき，議長ならびに本日

の出席者代表たる2名の議事録署名人において署名押印する．

平成17年6月17日
社団法人　日本不妊学会　平成17年度第1回通常総会
　　　　　議　　　　長　岡　村　　　均
　　　　　議事録署名人　三　浦　一　陽
　　　　　　　　同　　　田　原　隆　三



32（92） 日不妊会誌　50巻3号

一般会計

平成16年04月01日から平成17年03月31日まで

（単位：円）

勘　　定　　科　　目 予　　算　額 決　算　額 差　　　異

1　収入の部
1．会費収入 （34，800，000） （371743，685） （△2，943，685）

正会員会費収入 33，800，000 36，743，685 △2，943，685

賛助会員会費収入 1，000，000 ㍉000，000 0

2．事業収入 （36，200ρ00） （37，666，217） （△1，466，217）

学術講演会開催収入 33，000，000 32，923，217 76，783

機関誌購読料収入 700，000 1，458，000 △758，000

ホームページ広告収入 500，000 405，000 95，000

機関誌広告料 2，000，000 2，880，000 △880，000

3．助成金収入 （2，7001000） （2，700，000） （0）

日本医学会 200，000 200，000 0

学術奨励費 L500，000 1．500ρ00 0

和文誌助成金 1，000，000 1，000，000 0

4．雑収入 ｛301000） 083．937） （△453，937）

受取利息 25ρ00 14，817 10，183

雑収入 5ρ00 469，120 △464，120

当期収入合計　囚 73．730刀00 78593β39 △4，863，839

前期繰越収支差額 12，476，737 12，476，737 0

収入合計　（B｝ 86，206，737 91β70，576 △4．863β39

ll支出の部
1．事業費 〔57，416，000） （54，32L824） （3口94，176）

庶務部 30，000 376220 △346，220

会計部 30，000 0 30ρ00

渉外部 1ρ00，000 1，000，000 0

学術部 70，000 83，651 △13，651

編集部 600，000 793」26 △193，126

組織部 30，000 0 30，000

広報部 100，000 0 100，000

倫理委員会 1，000，000 0 1ρ00，000

将来計画検討委員会 300，000 350，724 △50，724

日本医学会用語委員会 30，000 0 30，000

学術講演会開催費 33，000，000 32，923，217 76，783

学術講演会補助金 3，000，000 3，000，000 0

総会諸経費 800，000 476，742 323258

学術奨励賞副賞 L500，000 2，000，000 △500，000

lFFS会費 150，000 103，880 46，120

専門医認定制機構会費 200ρ00 200ρ00 0

支部運営費 1，276，000 1274，400 1，600

英文誌負担金 6β50，000 6，850，000 0

機関誌印刷費 6，000，000 4，010，354 L989，646

機関誌発送費 1β00，000 879，510 420，490

機関誌編集費 150，000 0 150，000

喝

■

●

●

●

唱

●

●



● 平成17年7月1日 33（93）

平成16年04月01日から平成17年03月31日まで

●

●

●

一般会計 （単位：円）

勘　　定　　科　　目 予　　算　額 決　算額 差　　　異

2．管理費 （15，962250） （14β44，513｝ ｛1，117，73η

委託費 5，474，250 5，475，000 △750

専従事務職員給与 2，100，000 2」00，000 0

臨時雇用賃金 300，000 30叩00 0

会議費 500，000 352，775 147，225

旅費交通費 1，50仰00 1，94了，287 △447，287

通信運搬費 1，000，000 560β22 439，178

器具備品費 200，000 2，070 197，930

消耗品費 250，000 9η08 152，292

印刷製本費 800，000 472，101 327β99

賃貸料 2．268ρ00 2，268，000 0

諸謝金 600，000 672，500 △72，500

慶弔費 50，000 37，390 12β10

租税公課 70，000 0 70，000

ホームページ管理費 600，000 431，550 168，450

雑費 250，000 127，310 122，690

3、予備費 （12，828，487） （505，70η （121322，780）

予備費 12，828，487 505，707 12，322，780

当期支出合計　（C） 86，206，737 69，672，044 16，534，693

当期収支差額　ω一｛C） △12，476，737 8β21，795 △21，398，532

次期繰越収支差額（B）一（C） 0 21，398，532 △21，398，532

●

平成16年度会費収入の内訳
（1）正会員会費　　　　￥36，7431685

￥25β71，685H16年度会費（会員4，312名、納入率75．0％）

￥4，504，000H15年度会費

￥61368，000H14年度以前会費

（2）賛助会員会費　　　　　　　￥11000COO（1ロ￥100，000　x　10社）
（日本シューリング、ツムラ、日本オルガノン、シオノギ、帝国臓器、

オリンパス、エーザイ、三共、アステラス、ベックマン・コールスター）

●

■

●



34（94） 日不妊会誌　50巻3号

一般会計

　平成17年03月31日現在
（単位：円）

勘　　定　　科　　目 金　　　　　　　　額

1資産の部
1．流動資産

1．現預金

現金 127，866

普通預金 15，344，363

郵便貯金 288，000

現預金合計 15，760，229

2．その他流動資産

未収金 3，501，061

貸付金 2，000，000

その他流動資産合計 5，501，061

流動資産合計 21261，290

2．固定資産

電話加入権 83β43

基本財産貸付信託預金 20，000，000

名簿作成積立金 4ρ00，000

林基金 696，105

国際学会開催準備金 20，000，000

学会誌発刊積立金 10，000，000

事務局移転準備金 8，000，000

総会事業費積立金 10．000COO

固定資産合計 72，779，748

資産合計 94，041，038

H負債の部
1．流動負債

預り金 644ρ00

流動負債合計 644，000

2．固定負債

固定負債合計 0

負債合計 644，000

皿正味財産の部

基本金 20．0001000

正味財産 73．397ρ38

（うち当期正味財産増加額） （8．921，795）

負債及び正味財産合計 94．041ρ38

●

●

●

●

●

●

●

●
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平成17年7月1日 35（95）

一般会計

平成17年03月31日現在
（単位：円）

勘　　定　　科　　目 金　　　　　　　　額

1資産の部
1．流動資産

1．現預金

現金 127β66

普通預金 15，344，363

UFJ銀行 15，344，363

郵便貯金 288，000

東京貯金局 288，000

現預金合計 15．760229

2．その他流動資産

未収金 3，501，061

貸付金 2，000ρ00

その他流動資産合計 5，501，061

流動資産合計 21，261，290

2．固定資産

電話加入権 83，643

基本財産貸付信託預金 20，000，000

名簿作成積立金 4，000，000

林基金 696」05

国際学会開催準備金 20，000，000

学会誌発刊積立金 10，000，000

事務局移転準備金 8，000，000

総会事業費積立金 10．000ρOO

固定資産合計 72，779，748

資産合計 94，041，038

H負債の部
1．流動負債

預り金 644ρ00

流動負債合計 644，000

2．固定負債

固定負債合計 0

負債合計 644，000

基本金 20，000，000

正味財産 73，397，038



36（96） 日不妊会誌　50巻3号

一般会計

平成16年04月01日から平成17年03月31日まで
（単位：円）

勘　　定　　科　　目 金　　　　　　　　額

1増加原因の部

1．会費収入

正会員会費収入 36，743，685

賛助会員会費収入 1．0001000 37，743，685

2．事業収入

学術講演会開催収入 32，923，217

機関紙購読料収入 L458，000

ホームページ広告収入 405，000

機関紙広告料 2β80，000 37，666，217

3，助成金等収入

日本医学会 200ρ00

学術奨励費 1，50叩00

和文誌助成金 1ρ00，000 2，700，000

4．雑収入

受取利息 14β17

雑収入 469，120 483，937

増加原因合計 78，593，839

ll減少原因の部

予備費 505，707

1．事業費

庶務部 376，220

渉外部 1ρ0叩00

学術部 83，651

編集部 793」26

将来計画検討委員会 350，724

学術講演会 32，923，217

学術講演会補助金 3，000，000

総会諸経費 476，742

学術奨励賞副賞 2，000，000

lFFS会費 103，880

専門医認定制機構会 200，000

支部運営費 1，274，400

英文誌負担金 6β50，000

機関紙印刷費 4，010，354

機関紙発送費 879，510 54，321，824

2．管理費

委託費 5．4751000

■

●

●

●

●

唱

●

●



● 平成17年7月1日 37（97）

正 産増偏≡｛圭
平成16年04月01日から平成17年03月31日まで

●

■

●

一般会計 （単位：円）

勘　　定　　科　　目 金　　　　　　　　額

専従事務職員給与 2，100，000

臨時雇用賃金 300β00

会議費 352，775

旅費交通費 1，947，287

通信運搬費 560，822

器具備品費 2β70

消耗品費 97，708

印刷製本費 472，101

賃貸料 2，268，000

諸謝金 672，500

慶弔費 37β90

ホームページ管理費 4311550

雑費 127β10 14，844，513

減少原因合計 69．672ρ44

当期正味財産増加額 8，92L795

前期繰越正味財産 64，475，243

期末正味財産合計額 73．397ρ38

●

●

●

●



38（98）

社団法人日本不妊学会不妊学会

理事長　岡村均殿

社団法人日本不妊学会

監事　　小林俊文

監事　　田中啓幹

監事　中村幸雄

日不妊会誌50巻3号

平成17年5月26日

　　　　　　　　　　　　　　監査報告書

平成16年度収支計算書および財産目録等について、関係書類とともにその内容

を監査した結果、法令および定款に照らして正当であることを認めます。

●

唱

唱

●

●

‘

‘



● 平成17年7月1日 39（99）

平成17年度事業計画書

●

［1］学術講演会および研究発表会などの開催

●

1．　第50回日本不妊学会総会・学術講演会
　　会　長　岡村　均（熊本大学医学部産婦人科教授）

　　会期平成17年ll月17日（木）－19日（土）
　　開催地　熊本市・ニュースカイホテル
　　参加予定数　約1，500名

　　内容（1）招請講演
　　　　　　（2）シンポジウム
　　　　　　（3）市民公開講座
　　　　　　（4）会長講演
　　　　　　（5）一般講演

2．　支部研究発表会

　　　　各支部においてそれぞれ1～数回開催の予定

● ［H］機関誌の発行

●

名　称 刊行予定 ページ数 発行部数

日本不妊学会雑誌 第50巻1・2号
　　（合併号）

第50巻　3号
第50巻　4号

約60

約　60

約300

4，600

4，600

4，750

合　計 4号 約420 13，950

名　称 刊行予定 ページ数 発行部数

Reproductive

Medicine　and
Biology

VoL4．　No．2

Vo　l．4．No．3

VoL4．No．4
Vo　L　5．No．1

約90
約90
約90
約90

5，000

5，000

5，000

5，000

合　計 4号 約360 20，000

［皿］学会設立50周年記念行事

［W］関連学会などとの連絡および協力

，

●

1．　海外との学術交流

　　　（D国際学会への研究発表者の推薦
　　　（2）第50回日本不妊学会への研究者の招聰
　　　（3）国際不妊学会理事会・プログラム委員会への役員派遣
　　　（4）その他

2．　国内関連学会との学術交流、情報交換



40（100） 日不妊会誌　50巻3号 ●

平成17年04月01日から平成18年03月31日まで

一般会計 （単位：円）

勘　　定　　科　　目 予　　算　額 前年度予算額 増　　減

1収入の部
1．会費収入 （36，740，000） （34、800，000） （1，940，000）

正会員会費収入 35β40，000 33β00ρ00 2，04叩00

賛助会員会費収入 900，000 1，000，000 △100，000

2．事業収入 （34．450．000） （36200，000） （△L750，000）

学術講演会開催収入 30，950，000 33ρ00，000 △2，050，000

機関誌購読料収入 700，000 700，000 o

ホームページ広告収入 500，000 500，000 0

機関誌広告料 2，000ρ00 2，000，000 0

ガイドライン出版印税 300，000 0 300，000

3．助成金収入 （2，200，000） （2．700，000） （△500，000）

日本医学会 200，000 200，000 0

学術奨励費 1．500ρ00 L500，000 0

和文誌助成金 500，000 1．000ρ00 △500，000

4．雑収入 （30COO） （30ρ00） （0）

受取利息 25，000 25ρ00 0

雑収入 5，000 5COO 0

当期収入合計　（A） 73，420，000 73，730，000 △310，000

前期繰越収支差額 2t398，532 12，476，737 8，921，795

収入合計　（B） 94，818，532 86，206，737 8，611，795

肛支出の部
1．事業費 （54，649，200） （57，416ρ00） （△2，766，800）

庶務部 690，000 30ρ∞ 660，000

会計部 30，000 30，000 0

渉外部 1COO，000 1，000，000 0

学術部 70COO 70，000 0

編集部 600，000 600，000 0

組織部 30，000 30，000 0

広報部 30，000 100，000 △70，000

倫理委員会 180，000 1，000，000 △820ρ00

将来計画検討委員会 300COO 300，000 0

日本医学会用語委員会 30，000 30，000 0

学術講演会開催費 30，950，000 33，000，000 △2，050，000

学術講演会準備金 3，000，000 3β00，000 0

総会諸経費 800，000 800，000 0

学術奨励賞副賞 1，500，000 1，500，000 0

lFFS会費 150，000 150，000 0

専門医認定制機構会費 200，000 200，000 0

支部運営費 1．289200 1，276，000 13，200

英文誌負担金 6，850，000 6β50，000 0

機関誌印刷費 5，500，000 6，000，000 △50田00

機関誌発送費 1，300，000 1．30⑪00 0

●

●

●

●

●

●

●
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平成17年04月01日から平成18年03月31日まで
●

●

●

一般会計 （単位：円）

勘　　定　　科　　目 予　　算　額 前年度予算額 増　　減

機関誌編集費 150ρ00 150ρ00 0

2．管理費 （15，992，250） （15．962250） （30．000）

委託費 5．474250 5．474250 0

専従事務職員給与 2，100，000 2，100，000 0

臨時雇用賃金 300，000 300，000 0

会議費 500，000 500COO 0

旅費交通費 t500ρ00 1，500，000 0

通信運搬費 1，000，000 1，000，000 0

器具備品費 200，000 200，000 0

消耗品費 250，000 250，000 0

印刷製本費 800，000 800，000 0

賃貸料 2268ρ00 2．2681000 0

諸謝金 630ρ00 600，000 30ρ00

慶弔費 50，000 50，000 0

租税公課 70，000 70，000 0

ホームページ管理費 600，000 600，000 0

雑費 250COO 250，000 0

3．予備費 （24，177，082） （12，828．487） （11，348．595）

予備費 24」77，082 12，828，487 11，348，595

当期支出合計　（C） 94β18、532 86，206，737 8．61W795

当期収支差額　（A）ヰC） △21，398，532 △12，476，737 △8，92t795

次期繰越収支差額（B）一（C） 0 0 0

●

平成17年度会費収入の内訳
（1）正会員会費　　　　　￥351840，000

￥27，840，000H17年度会費（会員41350名、納入率80％）

￥4β00，000H16年度会費未納分（￥8，000x600名）

￥3，200，000H15年度以前会費未納分（400名）

（2）賛助会員会費　　　　　　　　￥900，000（1口　　￥100，000　x　9ネ土）

（日本シューリング、ツムラ、日本オルガノン、シオノギ、帝国臓器、

エーザイ、三共、アステラス、ベックマン・コールスター）

■

●



42（102） 日不妊会誌50巻3号

第5回RMB（生殖医学・生物学）研究会シンポジウムのご案内

第5回RMB（生殖医学・生物学）研究会シンポジウムを下記の通り開催いたしま

すので，是非ご参加下さい．

日　時：平成18年1月14日（土）14時開始予定

場　所：持田製薬株式会社「ルークホール」

　　　　東京都新宿区四ツ谷1－7

会費：1，000円

＊詳細はホームページにてご案内致します．

代表世話人　　遠　藤　　　克

当番世話人　岩崎信爾

1
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地方部会講演抄録

第131回　日本不妊学会関東地方部会

日時　平成17年2月5日（土）

会場：「コクヨホール」（東京都）

1．ARTにおける胚盤胞移植の位置づけ

　　　　○鈴木達也，菊池久美子，島田和彦

　　　　　平野由紀，高見澤聡，柴原浩章

　　　　　鈴木光明，角田啓道＊

　　　　　　　　　　　　　（自治医科大産科婦人科，

　　　　　　　　　自治医科大附属病院臨床検査部＊）

　目的：形態良好胚移植反復不成功症例に対し凍結融

解胚盤胞移植（F㌧BT）を試み，その成績を検討した．

方法：Veeck分類Grade　I，　IIの良好胚を計4個以上

移植するも妊娠に至らない13症例，16周期にFBT

を試み，胚盤胞到達率，妊娠率などを検討した．成績：

凍結胚の融解後胚盤胞到達率は35．2％であり，凍結時

良好胚は39．1％，凍結時不良胚は125％の胚盤i胞到達

率であった．胚盤胞の着床率は21．1％，対周期妊娠率は

30工｝％であった．胚盤胞到達・未到達症例の比較では

患者背景に差を認めなかった．また，胚盤胞到達症例

における妊娠・非妊娠症例の比較においても患者背景

に差を認めなかった．結論：形態良好胚移植反復不成

功症例に対してF－BTは胚の質的診断として，また，症

例によっては胚の環境の改善に繋がり，有用であると

考えられた．

2．着床不全症例に対する2－step　ETの検討

　　　　○大石　元，和田　修，廣田　泰

　　　　　藤原敏博，矢野　哲，武谷雄二

　　　　　　　　　　　　（東京大医学部産科婦人科）

　子宮の胚受容能を高める方法の1つとして2－step

ET（2段階胚移植法）が開発され，有効性が報告され

ている．今回，当科にて良好胚を胚移植しているにも

かかわらず反復不成功に至った症例に対して，2－step

ETの有効性を検討した．対象は通常行なわれている

day　3での初期胚移植ならびにday　5での胚盤胞移植

で良好胚を移植したものの妊娠成立しなかった4症例

である．Long法で排卵誘発し採卵，　day　2に2個胚移

植し，一番良好な胚は継続培養しday　5にて胚盤胞移

植をした．4例中2例が臨床的妊娠に至り，1例は現在

妊娠35週で妊娠経過良好であり，1例は妊娠9週で稽

留流産に至った．以上より着床不全症例において

2step　ETを行なうことにより，妊娠率を向上させる

ことが期待できることが示唆された．但し，多胎妊娠

の危険性が高いので着床不全による反復不成功例に限

定して行なうべきものであると考える．

3．アシステッドハッチングに対するレーザー使

　用について

　　　　○出海真理子，石田佳江，福田　勝

　　　　　　　　　　　（福田ウイメンズクリニック）

　アシステッドハッチング（AH）は体外受精，顕微授

精反復不成功症例に試みられる方法の1つであるが，

操作が煩雑などの理由でその施行が一部施設に限られ

普及にいたっていない．今回，われわれはAHに対し

てレーザーを使用する機会を得た．レーザー法の胚へ

の影響を調べるために，妊娠出産症例の凍結余剰胚で，

レーザー法の胚への影響を検討した．6個の融解胚に

対して1／4菲薄化を行い，うち5個が胚盤胞になり，

一部にハッチングを確認した．21個の融解胚に対して

全周非薄化を行い，10個が胚盤胞になり，一部にハッ

チングを確認した．両群とも胚への影響はなかった．

次に体外受精，顕微授精不成功9症例に対してレー

ザーAH（部分菲薄化と全周非薄化）を施行して，2

症例の妊娠成立を確認したが，流産となった．レーザー

使用経験と成績より，AHに対するレーザー法は胚の

取り扱い時間が短く，技術的熟練が不要で，安全な方

法であった．

4．IVF／ICSIにおけるDay　3チェックの有用性

　　　　○岩田未菜D，後藤かおりD，佐野香代子1）

　　　　　花岡嘉奈子U，菅　睦雄D，田宮　親）

　　　　　安部裕司2），渋井幸裕2），祖母井英2）

　　　　　塩川素子2），北村　衛2），臼井　彰2｝

　　　　　陣内彦良2），佐々木由香2），久保春海2）

　　　　　永尾光一），三浦一陽3＞

　　　　　　　　　　　（1）キネマアートクリニック，

　　　　　　　　　　2）東邦大医学部第1産科婦人科，

　　　　　　　　　　　　　3）東邦大医学部泌尿器科）

　目的：患者別に採卵周期Day　3時血中E2・LH・

FSH値を測定し，採卵数・受精卵数・移植率・妊娠率
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との比較においてDay　3チェックの有用性を検討し

た．対象：当院におけるART症例で本研究に同意の

得られた270症例367周期．平均年齢37．9±4．4歳（35

歳未満群／35－39歳群／40歳以上の3群とした），患者背

景：刺激法はクロミフェン内服，hMG投与，シクロ

フェニル内服，その他．結果：Day　3時E2，　LHは年齢

別で差はみられず，FSH値で年齢別に有意差が認めら

れた．FSH値の上昇につれ，受精率・移植率が下がる

傾向にあった．FSH値高値のためカウフマン療法を2

周期以上行い，FSH値が下がる傾向にあったが，妊娠

率に改善は見られなかった．考察：Day　3時FSH値に

より，ARTの予後が推測出来る可能性があると思われ

た．FSH値が10以上症例では妊娠が見られない為，何

らかの術前治療が必要で有ると考えられた．Day　3時

E2値から卵巣予備能を予測することは難しく，　FSH

の有用性が高いと考えられた．カウフマン療法は，患

者背景により症例を追加して検討する余地があると思

われた．

7．サラゾスルファピリジンによって引き起こさ

　れたと考えられる造精機能障害の4症例

　　　　○河村寿宏，後藤妙恵子，森　理子

　　　　　有地あかね，菅かほり，唐澤康広

　　　　　田嶋裕子，生見早智子，石川聖華

　　　　　河村真紀子

　　　　　　　　　（田園都市レディースクリニック）

　今回我々は潰瘍性大腸炎の治療に対して投与された

サラゾスルファピリジン（サラゾピリン）によって引

き起こされたと考えられる造精機能障害の4症例を経

験したので報告する．4症例の精子濃度の平均値は，サ

ラゾスルファピリジン投与中が16x106／ml，中止3

ヵ月後には70x106／ml，精子運動率の平均値は，投与

中が15％，中止3カ月後には52％と改善した．1例は

サラゾスルファピリジン中止3カ月後に自然妊娠，2

例は中止後メサラジン（ペンタサ）へ変更し不妊治療

により妊娠が成立した．メサラジンはサラゾスルファ

ピリジンから潰瘍性大腸炎に対する有効成分である5一

アミノサリチル酸のみを製剤化した薬剤であり造精機

能への悪影響なく潰瘍性大腸炎の治療が可能となって

いる．サラゾスルファピリジンを投与されている男性

不妊患者では，内科医との相談の上で同薬剤の中止，

または造精機能への影響がないメサラジンへの変更を

考慮する必要があると考えられた．

日不妊会誌　50巻3号

8．男性不妊症における抗精子抗体と精路障害の

　検討

　　　　○片岡和義，三浦一陽吉田淳

　　　　　工藤貴正，永尾光一，石井延久

　　　　　　　　　　　　　（東邦大泌尿器科学講座）

　男性不妊を主訴に受診した患者の中に血液検査にて

抗精子抗体を認める症例が含まれる．今回，われわれ

は抗精子抗体が陽性を示した症例を調査し精路障害

（手術や炎症を含む）との関連性を検討した．【対象・方

法】2000年から2004年の過去5年間で男性不妊を主

訴に当リプロダクションセンターを受診し抗精子抗体

が陽性を示した39例に対し，精路障害の有無を検討し

た．【結果】2000年から2004年に男性不妊を主訴に当

リプロダションセンターを受診した中で抗精子抗体陽

性を示したのは1，578例中39例であった．（約2％）抗

精子抗体陽性39例の既往歴①鼠径ヘルニアの手術11

例②精巣上体炎など感染の既往11例③精巣生検の既

往2例④特に既往の無いもの15例であった．以上の結

果に対する考察，若干の文献的考察を加え報告する．

9．糖尿病IDDMに合併した逆行性射精にICSI

　　を行い妊娠に至った1例

　　　　〇三浦亜紀D，中言亜樹1），楠原浩二1）

　　　　　小川正至2）

　　　　　　　　　　（1楠原レディースクリニック，

　　　　　　　　　　2）小川皮膚科・泌尿器科診療所）

　【症例】31歳，男性【不妊歴】平成14年結婚後，ED

のため某病院泌尿器科を受診．その後，射出感はある

ものの射出がないとの訴えより検査を行ない，逆行性

射精と診断される．その後，平成15年12月当院を受

診．妻は30歳，0妊0産．産婦人科的異常はなし．【既

往歴】22歳時に著名な体重減少のため近医を受診，1

型糖尿病IDDMと診断を受け，以後，現在までイン

シュリンの投与を継続中．【治療経過】精子回収は

Hotchkiss法に基づき行なった．膀胱内培養液は遠心

分離により濃縮・洗浄し，ARTに備え凍結保存した．

過排卵刺激はロング法にて行い，11個採卵．可能で

あった5個にICSIを行い4個正常受精．　day　2にて全

胚凍結保存．2回目の凍結胚移植（5G2＋4G1）にて双

胎妊娠確認．現在妊娠継続中．【まとめ】無精子症の場

合，念のため，逆行性射精の可能性を念頭においてお

く必要がある．わずかでも精子が回収されれば，逆行

性射精は，本症例のように妊娠が充分に期待できる疾

●

●

●

●

●

●

●

●
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患である．

10．ART周期における抗生剤服用の有効性につ

　　いて一精液中バクテリア検出率一

　　　　○佐藤節子，横田美賀子，浅野目和広

　　　　　横田佳昌　　　　　　（横田産婦人科医院）

　【目的】ARTの成績を左右する培養環境で，精液中

の細菌の混入などエンドトキシンの影響が懸念され

る．精液中の細菌検出率と抗生剤服用の有効性を調べ，

ARTの成績に影響を与えるか否かを検討した．【対象

と方法】平成16年8月～12月にART施行前の精液検

査で，細菌培養・同定をした．菌が検出された患者に

は感受性結果により抗生剤を投与した．抗生剤の有効

性を見るため，採卵施行日に再度精液中細菌検査を

行った．ARTに使用する精液処理は，80％パーコール

処理後，培養液にて洗浄後swim　upして用いた．体外

受精症例の中から，媒精3日目の媒精液中細菌検査を

血液寒天培地で行った．また，細菌の有無によるART

の成績について比較した．【結果】精液中細菌検査は，

892％（83／93）に菌が検出され，その内の大部分はグ

ラム陽性球菌であり，4β％（4／84）にグラム陰性桿菌

が検出された．抗生剤服用後の精液検査では，76．7％

（33／43）に菌が検出され，その内の152％（5／33）にグ

ラム陰性桿菌が検出された．媒精液中の細菌検査は，

血液寒天培地検索（0／8）で発育は認められなかった．

精液中の細菌の有無とARTの成績では，抗生剤服用

後採卵した43周期のうち，細菌有りの症例33の平均

受精率66B％，妊娠率370％（10／27），凍結周期424％

（14／33），細菌無しの症例10の平均受精率71．1％，妊娠

率0（0／9），凍結周期400％（4／10）だった．【考察】精

液中の細菌陽性率は90％と高いが，エンドトキシンが

懸念されるグラム陰性桿菌はその5％にも満たなかっ

た．抗生剤投与後の菌の検出率は低下したが，かえっ

てグラム陰性桿菌の検出率が15％に増し，菌交代現象

が起こったかにみえた．媒精前の精液処理により細菌

は除去されたと考えられ，ARTの成績には影響しない

と思われた．一週間の抗生剤投与の有効性については，

精液処理方法を考慮することで抗生剤投与は必要ない

と思われた．

11．SpermSlow㎜により精子処理を行ったICSI

　　の検討

○新井　綾，武田信好，中山朋子

　阿部奈穂，小田原靖

45（105）

　　　　　　　　　　（小田原ウイメンズクリニック）

　（目的）ICSIにおける，精子操作液に合成物である

PVPが広く使用されているが，胚に与える影響が懸念

されている．そこで生理的物質であるピアルロン酸が

主成分のSpermSlowTM（SS：Medicult）を用いた

ICSIについて検討した．（対象および方法）2004年10

月より2005年1月までに採卵を行った35症例35周

期を対象とし，ひとりの患者より得られた成熟卵を無

作為に2群に分けた．精子をPVP中で不動化処理し

ICSIを行った群（PVP群）と，操作性改善のためPVP

中で不動化処理した後SSTMを操作液としてICSIを

行った群（SS群）で比較した．（結果）PVP群とSS

群の正常受精率760％：7＆9％，分割率100％：100％，

変性率8．7％：56％，胚盤胞到達率617％：544％に有

意差はなかった．（結論）ICSIにおいてPVPは広く使

用され良好な治療成績と多くの出生児が誕生してお

り，細胞毒性は低いと考えられるが，操作液が細胞質

内に注入されることを考慮すると，生理的でより安全

な方法を追求すべきである．

13．「特別養子縁組」を知っていますか？一環の

　　会を通じて育て親家庭に迎えられた152人

　　の子ども達についての報告一

　　　　○星野寛美　　　　（関東労災病院産婦人科）

　　　　　横田和子　　　　　（NPO法人　環の会）

　特別養子縁組制度は，昭和63年に制定されたが，そ

の縁組数は伸びておらず，この制度について，十分に

日本国内に流布されていない．一方，不妊治療の現場

にあっては，妊娠率の向上に熱心であり，またART

に対し公的補助を行うという政治的な動きもある．し

かし，残念ながら不妊治療による妊娠率は10割には程

遠く，多くの夫婦は生児を得ないまま，不妊治療を終

了しているのが現状である．特定非営利活動法人　環

の会では，妊娠・出産・育児に悩む方々を対象として，

各種相談に応じ，必要な場合には，特別養子縁組によ

る乳幼児の養子縁組の仲介も行っている．当会設立後

2003年末までの12年2カ月の間に，特別養子として

育て親の家庭に迎えられた子ども達は152人いた．育

て親になった夫婦の8割が不妊症であることから，不

妊治療の現場にあっても，子育ての一・選択肢として，

養子についての情報が不妊症の御夫婦に提示されるこ

とが必要かつ適切であると考えられる．
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14．男性不妊における心理支援　理論と経験から

　　　　○中島美佐子D，田村智英子U2），菅野伸俊D

　　　　　徳岡　晋P，吉田　淳D

　　　　　　　　　　　　　（D木場公園クリニック，

　　　　　　　　　　　　　2）お茶の水女子大大学院

　　　　人間文化研究科遺伝カウンセリングコース）

　「不妊」は，自分の分身である自己の一部を喪失する

という「自己の危機」を意味するものであり，スティ

グマとしてもわれわれに襲いかかる．男性は「不妊」に

よって，「性的能力の欠如」というスティグマを抱える

だけではなく，「生殖能力の欠如」によって男性として

の自己像を根本から覆されるような体験をする．不妊

治療においては，このような喪失感と向き合うことが

心理適応過程上必要とされる．しかしながら，実際の

医療では治療中心になってしまい，気持ちを振り返る

ということが十分に行えない．そのため，医師も患者

も不妊の「心理的意味」を知ることが必要であり，治

療と並行して心理カウンセリングなどを行うことが望

ましいだろう．また，「不妊」が意味するものとは何か

を探り理解することは，今後男性を心理的に支援して

いく上で，重要なことであると考えられる．

15．クラインフェルター症候群男性の不妊治療

　　における心理支援1心理カウンセラーと遺

　　伝カウンセラーの連携事例から

　　　　○田村智英子D2｝，中島美佐子D，菅野伸俊1）

　　　　　徳岡　晋”，吉田　淳’）

　　　　　　　　　　　　　（1休場公園クリニック，

　　　　　　　　　　　　　2）お茶の水女子大大学院

　　　　人間文化研究科遺伝カウンセリングコース）

　不妊や不育の原因には染色体や遺伝子が絡むことが

あり，また，高齢妊娠や遺伝性疾患の心配を有してい

る人も多いため，不妊治療領域における遺伝カウンセ

リングのニーズは高い．遺伝カウンセラーは，医学的

情報を提供するとともに，カップルが様々な選択肢を

自律的に選ぶプロセスの支援や，各種心理療法理論に

基づいた心理社会的支援も行う．木場公園クリニック

では，不妊クリニックとしては全国に先駆けて，米国

修士課程卒の遺伝カウンセラーをスタッフに迎えた．

不妊治療における心理過程の中で，ショックや喪失感

の心痛と向き合う段階を通らずに診断からすぐ治療に

向かってしまうと，心理適応上問題となることがある．

遺伝カウンセラーは，こうしたことも熟知した上で，

日不妊会誌　50巻3号

情報提供とともに心理支援を実施することができる

が，その際，心理カウンセラーとの連携が役立った事

例として，クラインフェルター症候群男性のケースを

紹介する．

16．不育症患者に対するNK活性を指標とした

　　OK　432療法の効果

　　　　○平野由紀，白石康子，菊池久美子

　　　　　柴山珠穂，鈴木達也，高見澤聡

　　　　　柴原浩章，鈴木光明

　　　　　　　　　　　　　（自治医科大産科婦人科）

　【目的】原因不明不育症に対するOK　432療法の効果

を検討．【方法】学内倫理委員会承認のもと，平成13

年から3年間に血中NK細胞活性を測定した不育症患

者37名．NK細胞活性42％以上を陽性（14名）とし，

うち自己抗体陰性の5名を対象とした．OK　432療法は

Katanoらの方法に準じ施行した．【結果】OK　432初回

投与（0．21（E）で5名中2名が陰性化，うち1名は妊娠

出産，他は不妊治療中．初回投与後NK細胞活性が陰

性化しなかった3名の経過は次の通り；①3回投与後

に陰性化し妊娠許可（不妊治療中）．②4回投与で陰性

化せず妊娠許可し妊娠出産．③2回投与で陰性化せず

妊娠許可し染色体異常による流産．再投与後に妊娠出

産．なお母体の副作用，出生児の異常とも認めず．【総

括】OK　432反復投与後もNK細胞活性が正常化しな

いまま妊娠許可し，妊娠継続した症例を経験した．血

中NK細胞活性を指標とする本療法の適応は再考の余

地がある．

18．PCOS患者のARTに適した過排卵刺激法
　　（COH）は何か？

　　　　○楠原浩二，中言亜樹，三浦亜紀

　　　　　　　　　　　（楠原レディースクリニック）

　PCOSを有するART患者の過排卵誘発（COH）は

OHSSが発生しやすく注意が必要である．そこで今回

ARTが必要なPCOS患者19例，40周期に各種の
COHを行ない，妊娠率をあげ，かつOHSS発症の少な

いPCOSに適したCOHが何か検討した．　conu，　IVF

ET　9例（473％），　ICSI　10例（52．6％）である．結果：

1．Clomid（CC）＋hMGの妊娠率（／ET），着床率，　OHSS

発生率は333％，28．6％，5α0％であった．2．CC＋

hMG＋Cetrotideは同様に4α0％，15．4％2α0％で

あった．3．Gn－RH　agonist＋hMG（long法）は500％，

222％，167％であった．Short法は50、0％，41．7％，
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50．0％であった．4．hMG＋Cetrotide法は，60．0％，

33．3％，200％であった．5．腹腔鏡下のOvarian　DraL

ing法（OD）を前処置した後のlong法は750％，

333％，0．0％，6．同Short法は500％，800％，0工｝％，

7．OD後のhMG．単独．　hMG＋Cetrotide，　CC＋hMG

（＋Cetrotide）は37．5％，312％，　OO％であった．以上

の結果より妊娠率が最も高く（750％），OHSSの発生

が皆無なことよりPCOSのARTに最も優れたCOH

はOD前処置後のlong法である．しかし全例にOD

は困難である．ODが不可な場合は通常のlong法が

16．7％のOHSSの発症があるものの妊娠率が500％

と高く，PCOに適したCOHと考えられた．

19．OHSS回避のための全胚凍結保存の意義と

　　その成績

　　　　○中言亜樹，三浦亜紀，楠原浩二

　　　　　　　　　　　（楠原レディースクリニック）

　［目的］採卵後，胚移植の時点でOHSS発生の可能性

が高い場合，全胚を凍結し，次周期以降に凍結胚移植

を行なった．この方法でOHSSの回避が可能か，また

移植後の妊娠がどの程度獲得できるか検討した．［方

法］対象は2000年1月から2004年10月に採卵を行

なった25例・42周期である．採卵後，体外受精を行な

い，分割胚をvitri五cation法にて，全胚を凍結保存し

た．OHSSが消失した次周期以降に主に自然周期にて，

凍結胚移植を施行した．［結果］融解時の胚生存率は

91石％と良好で，移植周期あたりの妊娠率の405％と

ほぼ満足できる結果であった．OHSS予後は約90％の

周期が経過観察のみ，または一時的な補液で事なきを

得た．103％は入院による管理が必要であった．［考察］

OHSS発生が予測される症例に全胚凍結保存をする方

法はOHSSの回避が期待でき，また採卵周期同等の妊

娠率を得られるため有効であると思われる．

20．分割胚，桑実胚，胚盤胞におけるVit㎡nca－

　　tio皿法の臨床成績

　　　　○阿部奈穂中山朋子，新井綾

　　　　　武田信好，小田原靖

　　　　　　　　　　（小田原ウイメンズクリニック）

　（目的）Vitri丘cation法を用いた臨床成績の報告は多

いが，各stage毎の報告は少ない．今回我々は移植日毎

における凍結一融解胚移植の成績について検討した．

（対象及び方法）2003年1月～2004年12月にCryotop

を用いてD3～D5にVitri丘cation法を施行した凍結融
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解胚移植177周期（A群39歳以下，平均年齢33．9歳，

全胚にAHを施行）と同時期に新鮮胚移植を行った

705周期（B群39歳以下，平均年齢352歳）との成績

を比較した．（結果）A群の生存率はD3：945％，　D4：

924％，D51930％であった．　AB群間の妊娠率は

D3：300％vs　200％，　D4：4＆1％vs　34．1％，　D5：

4α5％vs　342％であった．着床率はD3：19．1％vs

13．7％，D4：319％vs　21B％，　D5：31．1％vs　23．1％で

あった．いずれも有意差を認めなかった．（結論）Vit－

ri丘cation法を用いてD3，　D4，　D5の胚を凍結する場

合，どの分割時期に凍結しても生存率に影響を与えな

いし，D3，　D4，　D5のいずれに移植しても着床率に影

響がないものと考えられた．

21．子宮鏡GIFT用機材

　　　　○田宮　親，深井正恵，石田照子

　　　　　高橋　薫　　　　　　　（田宮クリニック）

　最近膣式採卵の普及から腹腔鏡を使わなければなら

ないGIFTはあまり行われなくなってきた．しかし生

理的である事と妊娠率のよい事は再考する意義がある

と考える，オリンパス光学より電子式子宮鏡VISERA

が発売され，ファイバースコープ式より視野明るさ共

優れ北里サプライと共に以前作成したHITチューブ

を改良し完壁なチューブが出来たため日帰りGIFTが

できるようになった．まず経膣的に採卵し媒精した卵

を約2時間後1ccの注射器をつけた田宮式チューブ

で吸引しVISERAに挿入し，ミリポアフィルターをつ

けたチューブで55．90％の混合ガスを流しながら子

宮腔を経由卵管に挿入，卵を移植する．子宮内操作の

ための子宮の蠕動運動を抑制するためブリカニールを

処置当日朝に投与し，移植操作も静かにすばやく行う，

シャーレから卵吸引後卵管に移植終了まで1分半以内

である．この方法はGIFTのみならず通常のETにも

応用できる，難治性不妊症の新しい治療法になると思

われる．

22．腹腔鏡下に治療し得た間質部妊娠の2症例

　　　　○大野暁子，庄司真弓，湯山公美子

　　　　　須藤慎介，細川知俊，中田浩一

　　　　　飯田俊彦　　（済生会宇都宮病院産婦人科）

　従来，間質部妊娠は腹腔鏡下に治療することは技術

的に困難であり，スタンダードな治療法としては開腹

による卵管角切除術が一般的と言われていた．今回

我々は吊り上げ式腹腔鏡および子宮動脈上行枝駆血法
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を組み合わせ，これにより間質部妊娠の安全で確実な

腹腔鏡下手術が可能であったので報告する．経膣超音

波検査およびに腹部CT検査にて間質部に不整な腫瘤

を認めた間質部妊娠の2症例を経験したが，腫瘤摘出

後，ともにhCGの再上昇を認めることなく基準値以下

に減少を認めた．本術式を用いることで，バソプレシ

ンの局注を用いることがなくとも出血量をコントロー

ルすることができた．またメソトレキセートによる治

療の適応外である症例も治療可能であった．この術式

は術後癒着予防や創治癒の点からも不妊症患者に適し

ていると考えられる．今後，本術式を子宮筋腫核出術

や子宮奇形手術などへ適応を広げていきたい．

23．子宮鏡下中隔切除術により妊娠しえた完全

　　中隔子宮の1例

　　　　○輿石太郎，島貫洋人，佐藤佐和子

　　　　　会田拓也，北出真理，武内裕之

　　　　　木下勝之　　　　　　（順天堂大産婦人科）

　不妊症，不育症の原因となる中隔子宮は，子宮奇形

の中で最も頻度が高く，最も生児獲得率が低い事が知

られている．従来，開腹術による子宮形成術によって

妊娠率，生児獲得率は改善がえられてきた．今回我々

は不妊を主訴とする中隔子宮に対し子宮鏡下中隔切除

術施行し，術後に妊娠した1例を経験したので報告す

る．症例は33歳主婦．主訴は4年間の原発性不妊．既

往歴，家族歴に特記事項なし．月経歴は初経12歳，月

経周期28日，整．BBT：2相性．現病歴は不妊精査目

的に近医で子宮卵管造影施行．子宮奇形の診断で当科

紹介受診となった．現症は，160cm，48　kg，卵胞期初

期採血，基礎体温，子宮頸部クラミジア抗原および精

液検査は全て正常で不妊因子は認めなかった．子宮卵

管造影で子宮内腔が2つに分離した像を認め，また骨

盤MRIで子宮内腔に申隔を認め，また子宮底部に陥凹

を認めず，中隔子宮の診断．GnRH－agonistを計4回投

与し2月7日に腹腔鏡観察下に子宮鏡下中隔切除術施

行．術後IUD挿入した．その後外来で経過観察し術後

3カ月に子宮鏡施行．子宮内腔に中隔，およびアッ

シャーマン症候群認めなかったため，妊娠許可とした．

2004年5月26日から（妊娠許可した月）を最終月経に

自然妊娠成立し，現在妊娠37週で継続中，経過順調で

ある．

日不妊会誌50巻3号

2くL不妊症患者に対する腹腔鏡下筋腫核出術の

　　有用性に関する検討

　　　　○浅川恭行，内出一郎，渡辺慎一郎

　　　　　前村俊満，森田峰人，久保春海

　　　　　　　　　　　　（東邦大第一産科婦人科学）

　近年子宮筋腫が不妊原因の一つと考えられる症例が

増加傾向にある．当院において不妊治療をしている筋

層内筋腫の症例で腹腔鏡下筋腫核出術術後の妊娠に関

して後方視的検討を行った．症例は当院外来にてMRI

検査で筋腫径5cm以上の30例を対象とした．腹腔鏡

下筋腫核出術後の妊娠は15例（50％），その内訳は，

他の不妊因子伴う13例中3例（23．1％），他の不妊因子

を伴わない17例中12例（7α6％）に自然妊娠が成立し

た．術後1年以内に15例中13例（86％）が妊娠し，

妊娠中の子宮破裂は1例もなかった．また，帝王切開

にて分娩した10例において筋腫核出部分の癒着は認

められなかった．以上の結果より，筋層内子宮筋腫を

伴う不妊症患者に対する腹腔鏡下手術は開腹手術にお

ける成績と同等あり，minimally　invasive　surgeryの観

点より腹腔鏡下筋腫核出術が有効である．

25．体外受精一胚移植治療において発育卵胞は

　　何個必要か

　　　　○北村　衛u，安部裕司1），塩川素子1）

　　　　　渋井幸裕D，菅　睦雄D，佐々木由香’）

　　　　　宗　晶子1｝，前村俊満D，竹下直樹1）

　　　　　久保春海’｝，永尾光一），三浦一陽3｝

　　　　　　　　（東邦大医学部第1産科婦人科学1），

　　　　東邦大大森病院リプロダクションセンター2｝，

　　　　　　　　　　　　　　　東邦大学泌尿器科3り

　く目的〉近年，体外受精一胚移植においては，様々

な卵巣刺激法が試みられている．今回我々は，妊娠率

および移植率を発育卵胞数別に検討することにより，

卵巣刺激における最低限必要な発育卵胞数を後方視的

に検討した．＜方法＞2001年6月より2004年8月ま

でで，同意を得られた960症例，1，984周期，37．1±生7

歳に対し，採卵決定時に最大径16mm以上の卵胞数

1－28個を対象とし，妊娠率と移植率を発育卵胞数別に

検討した．〈成績〉各周期において妊娠率，ET率とも

に1－2個群が有意に低下し，発育卵胞数別の妊娠率，

ET率は有意差を認めなかった．〈結論〉卵巣刺激法

にかかわらず，移植率と妊娠率を維持できる発育卵胞

数は3－5個以上であり，発育卵胞数別の移植率，妊娠
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率の有意差を認めなかった．今後，最低限必要な発育

卵胞数獲得のために，症例に応じた卵巣刺激法の選択

が必要であると思われた．

26．AIHにおける精子洗浄濃縮液の比較検討

　　　　○高田真智子，田中美穂，高橋暁子

　　　　　鈴木寛規，清田圭子，藤森智美

　　　　　大越桃子，山内美幸，林　千鶴

　　　　　川嶋香代子，徳岡　晋，吉田　淳

　　　　　　　　　　　　　　（木場公園クリニック）

　配偶者間人工授精（AIH）を成功させるためのポイン

トの一つとして，より多くの運動精子を子宮腔内に注

入することが挙げられる．今回は比較1として，精子

洗浄濃縮液がAIH成績に与える影響をPercoUとISo－

lateにて比較した．対象は，　Percol，　ISolateを使用し

た各6カ月間，全1，168周期である．AIHの妊娠率は，

両群間に有意差を認めなかった．処理後の総運動精子

数が1xlO6未満の場合，妊娠率が低かった．比較2

では，精子洗浄濃縮液3種類ISolate，　SUSelect，

SpermGradの3種類の精子洗浄濃縮液の比較をした．

処理後の平均精子濃度，平均運動率，平均総運動精子

数に3群間で有意差は認めなかった．精液処理後にお

いて，運動精子数の回収能力が高い精子洗浄濃縮液を

選択し利用することがAIH成功に重要であり，処理後

の総運動精子数は，AIHからIVF，　ICSIへ移行する際

の良い指標になり得ることが示唆された．

27．当院におけるAIHの成績

　　　　○武田信彦，北澤正文，野口崇夫

　　　　　三ッ矢和弘，稲葉憲之

　　　　　　　　　　　　（濁協医科大産科婦人科学）

　生殖補助医療技術（ART）の一つの手法である配偶

者間人口受精（AIH）ついて，妊娠率向上を目的に過去

5年間の成績をまとめ検討した．過去5年間にAIH

を施行された患者166名，269周期を対象とした．卵巣

刺激法は原則hMG＋hCG療法で，患者のニーズに合

わせ幾つかの卵胞刺激法を適応した．過去5年間での

AIHの成績は，患者あたり38．0％，周期あたり260％

であった．また，当科でのAIHの回数は，2回までの

患者が約8割を占めていた．年度別成績を比較してみ

ると2003年が患者あたり570％，周期あたり404％

と，他年度に比較して有意に高い成績であった．この

年の卵胞刺激法比較してみると，他年度に比べhMG＋

hCG療法の頻度が9＆8％と高く，卵胞刺激法を画一化
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したほうが妊娠率は安定する可能性が示唆された．

28．AIHにおける精液中白血球は妊娠率に影響

　　を及ぼすか？

　　　　○宮倉幸恵，大月純子，門馬良恵

　　　　　高橋景子，永井　泰　　（永井クリニック）

　【目的】精液中の白血球は不妊男性に多く見られ，

IVFにおいては精子数や運動率等に影響を与える他，

受精率・分割率が低下するとの報告がある．一一方，精

液中の白血球は精子機能・妊娠率に影響を及ぼさない

との報告もあり，白血球検出法，対象患者の違い等か

ら一貫した結果が得られていない．今回AIHにおいて

精液中白血球による精液機能及び妊娠率への影響を調

べた．【方法】2003年7月29日より2004年11月30

日までに当院にてAIHを施行した822症例を対象と

し，AIH当日採取した精液中に1x106／ml以上の白血

球がCASAにて観察された場合，検査センターへ細菌

培養・グラム染色を依頼し白血球の確認を行った．膿

精液症群，非膿精液症群の両群間における精子濃度，

運動率，直進性，妊娠率の比較検討を行なった．【結果】

膿精液症群において，精子運動率に有意な低下が見ら

れたが，両群間における精子濃度，直進性，妊娠率に

有意差は見出されなかった．【考察】AIHにおいて白血

球による妊娠率への影響がみられなかった理由の1つ

として抗酸化能などの自浄作用が考えられた．今後，

白血球を有する体外受精患者への対処方法を検討する

予定である．

29．WFにおけるET　tubeの培養とWFの成績

　　についての検討

　　　　○鈴木真梨子，笠井　剛，

　　　　　Enkhmaa　Davaasambuu，島崇
　　　　　島津由加里，和田麻美子，三宅麻喜

　　　　　星　和彦　　　　　　　（山梨大産婦人科）

　【目的】IVF－ETにおいて異常膣内細菌叢の存在が着

床に悪影響を与えるといわれている．今回当院で施行

しているIVF’ETにおいて使用したET　tubeの細菌

培養を行いその結果とIVFの成績を比較した．【方

法】2003年7月から2004年12月の間に当科で施行し

たIVF－ET　187周期のうち，良好胚を移植した周期で

かつET　tubeの細菌培養検査を施行した49周期につ

いて，月経開始時に頸管の細菌培養検査を施行し，症

例によりメトロニダゾール膣錠を投与した．採卵後経

ロセフェム系抗生剤を投与し，胚移植終了後ET　tube
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の細菌培養検査を施行した．細菌培養検査の結果より，

陰性群，LB群，陽性群の3群に分類し臨床成績を検討

した．【結果】妊娠率は陰性群207％（6／29），LB群

125％（1／8），陽性群83％（1／12）であった．頸管内

培養とET　tubeの培養結果は必ずしも一致しなかっ

た．【考察】有意差は認めなかったが，ET　tubeの細菌培

養が陰性の症例で妊娠率が高い傾向がみられた．細菌

培養異常例への治療について今後検討予定である．

31．ミネラルオイルの過酸化によるヒドロペル

　　オキシラジカルが胚に与える影響とアルブ

　　ミンの関与

　　　　○大月純子D2），永井　泰2），千葉和義’）

　　　　　　　　（1）お茶の水女子大人間文化研究科，

　　　　　　　　　　　　　　　2）永井クリニック）

　ミネラルオイル下培養には様々な利点がある反面，

オイル品質による卵，胚へのダメージが危倶されてい

る．納品時点にすでに過酸化物価（POV）が上昇（29

meq／kg）していた劣化オイルでは全卵が死滅した（紫

外線の影響によることを2004年日本受精着床学会に

て報告）．そこで本研究ではマウス卵を用いてPOV

上昇が胚発生に与える影響を明らかにした．さらに，

ミネラルオイルの過酸化により生じたラジカル（主に

ヒドロペルオキシラジカル）がアルブミンを介して胚

に作用することを，ラジカルによる赤血球溶血を利用

した実験系から示唆された．又，ミネラルオイル中に

溶かしたDil（1，1’－dioctadecyL3，3，3，3’－tetramethy－

lindocarbocyanine　perchlorate）の透明帯への取り込

みを共焦点レーザー顕微鏡にて観察した結果からDiI

とラジカルがアルブミンの親油性結合部位に競合的に

吸着することが推測され，ミネラルオイルの僅かな

POV上昇（002　meq／kg）においても胚に悪影響を及ぼ

すことが示唆された．製造1カ月以内の9社中3社の

ミネラルオイルにおいてPOV上昇（0002α02　meq／

kg）が起きており，　POV測定によるオイル品質管理の

重要性が再認識された．

32．体外培養環境の再考察一培養液中の温度，ガ

　　ス状態一

　○荒木泰行D訓，中澤照喜1｝，吉澤　緑D2）

　　荒木康久：’），木佐木博4），荒木宏昌‘｝

㍗東京農工大大学院連合農学研究科生物生産学，

　　　　2｝宇都宮大大学院農学部生物生産科学，

　　　　　　　　　高度生殖医療技術研究所，

日不妊会誌　50巻3号

　　　　　　1）扶桑薬品工業（株）研究開発センター）

　【目的】今回我々は体外受精操作に関わる環境につい

て再確認するために，培養液内温度とガスの測定を行

なった．【方法】①ヒータープレート上に置かれた培養

液ドロップ内の温度を経時的に測定した．②インキュ

ベーター内でガス平衡させた培養液内のガス分圧を測

定した．③インキュベーターから室内に取り出した状

態での培養液内pH変動を測定した．④マウスの体外

受精卵をオイル有りと無しの培養液に無作為に分け，

CO2濃度変動を加えた時の胚盤胞到達率を検討した．

【結果】①コントローラの設定が38℃では培養液ド

ロップ内温度は徐々に下降し，約20分後に34℃で一

定になった．設定を41℃で測定したところ下降するこ

となく36～37℃を維持した．②CO2濃度は，インキュ

ベーターの設定値よりも実際の測定値はやや低い値を

示した．一方，02濃度は，設定が5％の時93％，1％

のとき8．3％で大きくずれがあった．③オイル無しで

はインキュベーターから取り出した後，培養液pHは

急激に上昇した．対照的に，オイル有りでは15分程度

までpHは安定していた．④媒精120時間後の脱出開

始胚盤胞到達率に，統計的な有意差は認められなかっ

たが，媒精104時間後ではオイル無しが2．0％でオイ

ル有りの44C％比べて有意に低い値であった．オイル

有りとコントロールの値には有意な差が認められな

かった．【結論】機器の設定値や表示値と，実際の測定

値には違いがある可能性を考慮しておかなければなら

ないことや，CO2濃度の変動に対してミネラルオイル

の被覆は非常に有効であることが確認された．

33．37歳で発見したtesticular　feminizationの

　　1例

　　　　○菊池久美子，森松友佳子，平野由紀

　　　　　鈴木達也，柴原浩章，鈴木光明

　　　　　越智雅典＊，森田辰男＊

　　　　　　　　　　　　　（自治医科大産科婦人科，

　　　　　　　　　　　　　　自治医科大泌尿器科つ

　Testicular　feminizationはアンドロゲン不応症候群

の一型で，染色体型は46，XYであるが，外観は女性型

を示す稀な疾患である．一般に思春期に無月経のため

発見されることが多いが，今回我々は37歳で診断した

一例を経験したので報告する．患者は既婚で，下腹痛

および原発無月経を主訴に来院．内診，経膣超音波検

査上，膣は盲端で子宮は存在せず，血中テストステロ

ン値は276ng／dlと高値であった．患者には充分なイ
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ンフォームドコンセントのもと染色体検査を施行し，

46，XYであることを確認した．配偶者にも本人から告

知された．なお腫瘍マーカーはいずれも正常域であり，

MRI上も精巣腫瘍の存在は否定的であったが，精巣に

悪性化の可能性があるため，腹腔鏡下両側精巣切除術

を施行した．組織のアンドロゲンレセプターは陰性で

あった．高年齢で診断したtesticular　feminizationの一

例を報告する．

34不妊治療中に発見された穎粒膜細胞腫の1例

　　　　○中川潤子，宮内彰人，安藤一道

　　　　　　　（日本赤十字社医療センター産婦人科）

　　　　　小田原靖　（小田原ウイメンズクリニック）

　不妊治療の高齢化が進み，不妊症は卵巣癌のリスク

因子といわれている．今回，41歳から不妊治療を始め，

治療中断後に頼粒膜細胞腫と診断した症例を経験し

た．症例は45歳，41歳より不妊治療を開始．クロミ

フェン4回，IVFET（hMG）3回施行．1年前より無

月経となったため，婦人科受診し卵巣腫瘍を指摘され

た．右付属器に7cmの嚢胞性腫瘤を認め，右付属器切

除術，左卵巣試験切除術，子宮筋腫核出術を行った．

病理診断は穎粒膜細胞腫で，免疫染色にて（垣nhibin

が陽性。ホルモン値は術前，術後でLH：1＆8，73

mIU／ml　FSH：1．7，26．7　mIU／ml　E2：995，253　pg／

mlと変化し，術後月経は順調となった．術前，　inhibin

が頼粒膜にて産生され，FSHを抑制し無月経となって

いたと推測された．排卵誘発と穎粒膜細胞腫との関連

は明らかではないが，注意が必要である．

36，精液洗浄によるHIV－1　serodiscordant　cou－

　　ple治療の臨床

　　　　○水澤友利，久慈直昭，吉田宏之

　　　　　岩田壮吉，橋場剛士，浅田弘法

　　　　　末岡　浩，吉村泰典

　　　　　　　　　　　（慶懸義塾大医学部産婦人科）

　当院ではHIV感染男性と非感染女性の夫婦に対し

て連続密度勾配法とスイムアップ法を用いたウイルス

除去精液による体外受精と顕微授精で二次感染なく妊

娠，出産を経験しているが，最近の傾向として非血液

感染の男性が増加している．従来多かった血液製剤に

よる感染ではそのほとんどがサブタイプBであった

が，最近日本の異性間性行為での感染ではB以外の幾

つかのサブタイプも報告されており，またサブタイプ

間の遺伝子組み換えによるハイブリッド型ウイルス
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（Circulating　recombinant　forms：CRF）の存在も明ら

かになっている．このように異なるサブタイプの感染

者が増加してきたため，新たに各サブタイプに対する

プライマーを設定し，各々に検出精度の検証をする必

要がある．

37．活性酸素センシングシステムを用いた排卵

　　期の卵巣におけるスーパーオキサイドの検

　　出

　　　　○成相孝一1，石川満寿英2，江口勝哉2

　　　　　坪田昭人1，藤瀬清隆’，小柳津研一2

　　　　　湯浅　眞2

　　　　　　（1）東京慈恵会医科大・臨床医学研究所，

　　　　　　　　2）東京理科大理工学部・工業化学科）

　【目的】排卵には活性酸素種の一つであるスーパーオ

キサイド（0、一つが深く関わるとされている．しかし

ながらこれまでに排卵時の卵巣において0，㍉が遊離

していることを直接観察した報告はない．そこで我々

は，ポルフィリン修飾電極を応用した活性酸素センシ

ングシステムを用いて排卵時の卵巣における0，㍉の

リァルタイム検出を試みた．【方法】家兎にeCGおよび

hCGを用いた過排卵誘起を行った（排卵群；SOV）．

hCG投与から10時間後に開腹下で，18　G注射針にポ

ルフィリン電解重合膜を組み込んだ電極を卵巣実質に

留置し，電極から02－・の濃度依存的に発生する電流

をポテンショスタットによって解析した．なお，eCG

のみを投与した群（卵胞発育群；FD）およびホルモン

をまったく投与しない未処置群（NT）についても同様

に測定を行い，卵巣組織で検出される電流を比較した．

【結果】FD（254±56　nA）およびNT（2＆9±仕O　nA）

に比べSOVの卵巣では，有意（p＜005）に高い電流

（421±124nA）が検出され，排卵時の卵巣局所で

02㍉が発生していることが明らかとなった．

38．免疫不全マウス腎を利用したブタ発育途上

　　卵母細胞からの成熟卵子の作出

　　　　○香川則子1），桑山正成ハ），眞鍋　昇2）

　　　　　久米新一），加藤　修3）

　　　（1｝京都大大学院農学研究科生体機構学研究室，

　　　　　　　　2）東京大大学院農学生命科学研究科，

　　　　　　　　　　　　3｝加藤レディスクリニック）

　［目的］近年，医療利用を目的とした卵巣内卵母細胞

の発育培養法の検討が活発化している．我々は免疫不

全（SCID）マウス腎培養法を用い，性成熟したマウス
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の発育途上卵母細胞から正常産子が得られることを報

告した（香川ら，第49回不妊学会大会）．本研究では

ヒト臨床応用へ向けて，卵母細胞に関するさらなる知

見を得るため，性成熟ブタを用いて卵子作出を試みた．

［結果］SCIDマウス腎へのブタ卵巣組織異種移植後，

速やかな血管新生が移植片の生着および卵胞の発育を

支持し，173％（52／300）のフルサイズのGV卵を得た．

それらに体外成熟培養44時間を施し，低率（＆3％）な

がら成熟卵を得た．加えて，Rhodamin－Phalloidineによ

る蛍光免疫染色を施し，それらの成熟卵は細胞膜直下

に豊富なアクチンフィラメントを有し，良好な細胞骨

格像を呈した．［まとめ］本結果により，ブタにおいて

も，性成熟した個体の発育途上卵母細胞が正常な発生

能を有する可能性が示唆された．

39．子宮内へ移植したマウス初期胚の卵管への

　　自然移動

　　　　○中田久美子1，桑山正成1，長嶋比呂志2

　　　　　加藤　修’　　（加藤レディスクリニック1，

　　　　　　　　　　　　明治大農学部生命科学科2）

　【目的】卵管閉塞患者における初期胚子宮移植後の妊

娠率は胚盤胞移植により改善されること，初期胚子宮

移植後に4～5％の子宮外妊娠が発生することから，子

宮内に移植された初期胚は，本来あるべき卵管内へ移

動するという仮説が提唱された（加藤修，2004不妊学

会）．そこで，マウスを用いても同現象が発生するかど

うかを調べるため検証実験を行った．【方法】実験1で

は，偽妊娠誘起させたDay　1のICRマウス子宮にB6

D2F1マウス由来の前核期胚を移植した子宮内胚移植

区と，コントロールとして移植を行わず自然交配させ

た自然交配区をそれぞれ24時間目で子宮および卵管

を摘出し，各部位からの胚回収状況を調べた．実験2

では，子宮卵管接合部を結紮したDay　lのICRマウス

（結紮区），結紮しないICRマウス（非結紮区）に，　B

6D2F1マウス由来の2細胞期胚を移植し，移植後14

日目で妊娠および着床状況の判定を行った．【成績】実

験1より，自然交配区では，4匹のマウスの卵管膨大部

から2細胞期胚が57個回収（平均回収胚数143個）さ

れた．子宮内胚移植区では，6匹のマウスに72個の前

核期胚を移植し，そのうち2匹のマウスで卵管膨大部

から9個の前核期胚が回収（平均回収胚数45個）され

た．実験2より，結紮区では，4匹に25個の2細胞期

胚を移植したところ，妊娠および着床は確認できな

かった．しかし，非結紮区では，4匹に25個の2細胞
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期胚を移植したところ，3匹（75％）が妊娠し，5個

（20％）の着床痕が確認できた．【結論】子宮に移植した

胚が24時間後では卵管膨大部から回収され，子宮卵管

接合部非結紮区からは高率に妊娠が得られたことか

ら，子宮内に移植された初期胚は，胚が本来あるべき

卵管へ移動するという仮説を肯定する初歩的な知見が

得られた．

40．ヒト・マウス精子に発現する全タンパクの

　　プロファイリングの試み

　　　　○久慈直昭，水澤友利，吉田宏之

　　　　　岩田壮吉，橋場剛士，浅田弘法

　　　　　末岡　浩，吉村泰典，＊小松節子

　　　　　　　　　　（慶懸義塾大医学部産婦人科学，

　　　　　　　　＊独立行政法人農業生物資源研究所）

　精子発現タンパクの網羅的解析は不妊症臨床に新し

い知見をもたらす可能性がある．今回我々は，すでに

全遺伝子解析が完了し，また遺伝子機能についてもっ

ともよく調べられている哺乳動物であるマウス精子タ

ンパクの網羅的解析を行い，ヒト精子と比較した．ヒ

トでは560個，マウスでは318個の独立したスポット

を認め，各々118個，94個についてタンパク質の同定

が可能であった．マウスとヒトで重複して確認された

タンパクは，すでにプロテオーム解析によってその存

在が確認されているcalreticulin，　HSP90の他に，

nichotinic　acetylcholine　receptor，　G－protein　coupled

receptor，　ZFP　35，　cAMP　response　element　binding

proteinが認められた．

　　　　　日本不妊学会北海道地方部会総会・
第47回
　　　　　学術講演会

日時　平成17年2月19日（土）

場所　札幌医科大学記念ホール

　　　（基礎医学研究所棟西隣）

特別講演

男性不妊症　新しい展開を求めて

　　　　○藤澤正人　　（川崎医科大泌尿器科学講座）

　Translational　researchが推し進められる中，男性不

妊症をきたす精子形成障害に対しても基礎的な研究を

推進し根本的な原因の解明とそれに基づいた治療法の
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開発が望まれる．臨床的には，この精子形成障害は無

精子症，乏精子症，精子無力症などの病態を招く．無

精子症は，大きく閉塞性と非閉塞性に分けられるが，

非閉塞性無精子症の原因の大半である精子形成障害の

発症機序は明らかでない部分が多い．なかには内分泌

学的な原因が存在してホルモン補充により治療可能な

場合があるが，それ以外の場合治療に難渋してきた．

病理組織学的にSertoli　cell　onlyである場合，治療は，

ART（Art迅cial　Reproductive　Technology）の発達に

より大きく変わり，いかに精巣内で精子を採取できる

かに依存している．たとえば，以前では挙児不可能と

されていたKlinefelter　syndromeによるSertoli　cell

onlyの症例でさえ，精子が採取可能な場合があり挙児

を得ることが可能となってきた．無精子症の発症機序

としてはAZFなどの遺伝子異常について解析が進め

られてきたが，現在でも明らかではなくその解明は大

きな課題である．一方，精子まで精細胞の分化が至っ

ていないMaturation　arrestの場合もその根本的な原

因は明らかでないが，精子前段階の精子細胞を用いた

ICSI（Intracytoplasmic　sperm　injection）による挙児

や，マウスでは，Secondary　spermatocyteを用いた産

子の報告がある．また，幹細胞をIn　vitroで分化させた

のち用いようという試みがなされているが，In　vitro

の精子形成は現在のところヒトでは成功していない．

さらに，Stem　cellを他の精細管に移植し，分化誘導を

試みる研究もなされている．いずれにせよMaturation

arrestの場合は，いかに分化を誘導するかが大きな課

題である．我々は，以前から精巣内での細胞間調節機

構に取り組んできているが，精子形成障害の原因の中

に精細胞そのものの原因とそれを支持するSertoli　cell

などの支持細胞機能異常も大きな原因ではないかと考

えている．現在は，精巣局所で支持細胞をいろいろな

物質で刺激し，その機能を高めることにより精子形成

機能が改善するかどうかについての研究を行っている

が，将来的にはいかにしてその物質の精巣内での濃度

を高めるかが大きな課題であると考えている．乏精子

症については，それに特異的に結びつく原因は報告さ

れていないが，精索静脈瘤がみられた場合は，外科的

治療は必須である．精巣温度上昇をきたす本疾患は，

われわれの温度と精細胞のDNA合成酵素ならびに減

数分裂時の遺伝子組み換えの研究や諸家の報告から精

子形成を抑制することが明らかである．精索静脈瘤が

ない場合は，精子形成を促す根本的な治療法の開発を

待つとともに，現時点ではARTを選択せざるを得な
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い．精子無力症の場合は，特殊なImmotile　cilia　syn－

dromeの場合が問題である．　ARTの発達した現在で

もmotile　spermがなければ本疾患では挙児が得られ

ていない．このようにそれぞれの病態に応じて臨床的

なアプローチにより新しい治療がなされてきている

が，今後に残されている課題も多くそれらに対して基

礎的な研究方法も取り入れて多方面からのアプローチ

を行い，より有効な治療法を開発すべきである．

1．閉塞部位が明らかではないが閉塞性無精子症

　が疑われる症例の臨床的検討

　　　　○田中俊明，伊藤直樹，前田俊浩

　　　　　塚本泰司　　　　　（札幌医科大泌尿器科）

　【目的】明らかな精路閉塞の所見がないものの，FSH

正常，および軽度高値であり閉塞性無精子症が疑われ

た症例につき検討した．【方法】FSH正常（〈10　mIU／

ml）19例をA群，軽度上昇（10－15　mlU／ml）11例を

B群として，術中診断，組織所見，精子採取の可否につ

き検討した．【結果】A群のうち11例（579％）が術中

所見にて閉塞性無精子症（OA）と診断された．2例

（11．1％）では精管尿道側での閉塞が疑われた．8例

（42．1％）では術中所見にてOAが否定された．このう

ち2例では組織学的検査にて正常なspermatogenesis

を認めた．TESEによりA群で8＆9％，　B群では

367％で精子採取が可能であった．【結語】FSH値が10

mIU／ml未満の症例でもOAは60％程度であった．ま

たFSH　10　mIU／ml以上ではTESEによる精子回収率

が低下していた．

2．ウシ精子の凍結乾燥保存期間がICSI成績に

　及ぼす影響

　　　　○山崎　崇，堂地　修，小山久一

　　　　　　（酪農学園大酪農学部家畜繁殖学研究室）

　【目的】ウシ精子の凍結乾燥保存法は，液体窒素凍結

保存法に代わる経済的で簡便な精子保存法として期待

されている．本研究では，ウシ精子の凍結乾燥後にお

ける保存期間がICSI後の卵割率および胚盤胞発生率

に及ぽす影響について検討した．【方法】凍結乾燥溶液

にTris　HCI＋NaCl＋EGTA液を用いた．ウシ精子の保

存期間は，1日，7日，30日，3カ月，10カ月の5区と

し，保存後の精子によるICSIを実施し，胚発育に及ぼ

す影響について検討した．【結果】卵割率は保存1日区

で44．9％と，他の4区（175～250％）よりも高い値を

示した（P＜0工｝5）．また，胚盤胞発生率は保存期間の延
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長にともない低下傾向がみられたが，各区相互に有意

の差は認められなかった．以上のことから，凍結乾燥

ウシ精子の受精能は，少なくとも10カ月間維持できる

ものと考えられた．

3．室温保存したマウス凍結乾燥精子の染色体正

　常性

　　　　○日下部博一，上口勇次郎

　　　　　　　　　　　　　　　（旭川医科大生物学）

　マウスの凍結乾燥精子は，冷蔵で少なくとも1年間

はその機能を保持するが，室温下では数カ月の保存す

ら困難である．その原因を考えるために，本研究では

凍結乾燥精子を冷蔵または室温遮光下（22－24℃）で保

存し，ICSI後の第一卵割中期で染色体分析を行った．

凍結乾燥用溶液としてEGTA　Tris－HCI緩衝液

（ETBS）またはETBSにビタミンEアセテート
（VEA）を加えた溶液を使用した．染色体分析の結果，

VEA添加した凍結乾燥精子を11日目まで室温遮光保

存すると染色体正常率は67～96％となり，これは

VEA非添加で14週まで冷蔵および12日目まで室温

遮光保存したときの正常率（それぞれ60～90％と

62～94％）と同程度であった．しかし，VEAの有無に

かかわらず，室温遮光下でおよそ2週から12週間保存

すると正常率は50％以下となり，VEAの添加は凍結

乾燥精子の室温保存には無効果であった．

4種雄馬の繁殖季節における精子形態および精

　液pHの変化と性ステロイドホルモン動態と

　の関連

　　　　○内本智子，占家後雅典，中田　健

　　　　　澤向　豊　　　　　（酪農学園大獣医学部）

　繁殖季節において，人気のある種雄馬は300回以上

の交配に供用されることもあるが，受胎成績には悪い

影響がみられない．そこで今回，交配期間における血

中テストステロン（T）濃度およびエストラジオールー

17β（E、）濃度と精子形態および精液pHとの関連性を

検討した．【材料と方法】：2001～2004年の繁殖季節に

サラブレット種雄馬102頭からディスマウント精液を

採取し，pH，奇形精子（TS）出現率，細胞質小適（CD）

付着精子出現率，メデュサ細胞（MC）出現頭数割合な

どを測定した．また，同一供試馬から血液を採取し，

EIAによりTおよびE、濃度を測定した．【結果および

考察】：血中TおよびE、濃度は繁殖季節の開始から

上昇し，4月にピークを示した後，徐々に低下した．し
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かし，繁殖季節が終了する7月までは非繁殖季節と比

べ，高値で推移した．交配回数／週は4下旬～5月上旬

にもっとも多かった．TS出現率は繁殖季節の開始に

高かったが，3月以降は減少した．CD付着精子出現率

は各年で異なり，TおよびE2濃度との関連性は見出せ

なかった．MC出現頭数割合は，開始から増加を示した

が，3月に一旦減少した後，再び増加を認め，交配回数

の変化に類似した．精液pHは後半に高くなる傾向が

認められた．これらの所見から，繁殖季節の開始によ

りTおよびE2濃度が上昇し，造精機能が活性化され，

交配回数の増加にもかかわらず，良質な精子を産生す

ることが示唆された．

5．卵巣組織を温存することにより二次性徴をみ

　　た真性半陰陽

　　　　○東山　寛，守屋仁彦，佐野　洋

　　　　　田中　博，柿崎秀宏，野々村克也

　　　　　　　　　　　　　（北海道大腎泌尿器外科）

　症例は現在12歳．外陰異常にて2歳時受診．染色体

は46XX，　SRY　gene（一）であり，腹腔鏡所見より性

腺は右卵巣・左精巣と考えられた．女子としての養育

を希望されたため，3歳時に女性化外陰形成術，左性腺

摘除術を施行．摘除性腺の病理は卵精巣であった．8

歳時よりテストステロンの軽度上昇あり，11歳時の

hCG－hMG負荷試験にてテストステロン・エストロゲ

ンの上昇反応が見られ，残存性腺も卵精巣であると考

えられた．精巣部分の摘除を目的とした腹腔鏡所見で

は右性腺は白色部分と黄色部分に分かれ，黄色部分の

み切除し白色部分は生検した．病理所見では黄色部分

は精巣，白色部分は卵巣であり，卵巣組織が温存され

た．手術後10カ月で月経が見られた．真性半陰陽の多

くでは，卵巣組織は正常で子宮も有することから妊娠

例も報告されている．本例のように女性として育成す

る場合には可能な限り卵巣組織を温存することが推奨

される．

6．当院不妊症外来患者における7590GTTの

　検討

　　　　○西　信也2，工藤正尊12，和田真一郎2

　　　　　森脇征史2，櫻木範明’，水上尚典2

　（北海道大病院婦人科1，産科・周産母子センター2）

　多嚢胞性卵巣症候群（PCOS）の病因としてインスリ

ン抵抗性の関与が報告されている．欧米婦人のPCOS

では肥満が多く，本邦ではむしろ肥満は少ない傾向に
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ある．インスリン抵抗性の評価には簡便な方法として，

HOMA－R，空腹時血漿インスリン濃度などがよく用い

られている．これらは，肥満によって大きく影響され

ること，また空腹時の一回のみの採血によることなど

が問題点として挙げられる．また，インスリン抵抗性

を伴う非PCOS婦人の治療についても一定の見解が

ないのが現状である．今回，我々は，当院不妊症外来

患者（PCOSおよび非PCOS）について，インスリン抵

抗性，BMI，血中各種ホルモン検査，各種治療による

妊娠率などを検討したので報告する．

7．多嚢胞性卵巣症候群患者の血中adiponecti皿

　　とインスリン抵抗性について

　　　　○本間寛之1，遠藤俊明】，藤松正明1

　　　　　長澤邦彦1，藤本　尚1，北島義盛1

　　　　　林卓宏’，真名瀬賢吾1，藤井美穂1

　　　　　齋藤　豪1，金谷美加2

（札幌医科大産科・周産期科’，美加レディースクリ

ニック2）

　多嚢胞性卵巣症候群（PCOS）の病態とインスリン抵

抗性との関連が注目されている．インスリン抵抗性の

原因の一つはアディポサイトカインの一つであるadi・

ponectinが低下している事である．このadiponectin

はAMPキナーゼ，　PPARαを介してインスリン感受

性を高める．PCOSではadiponectinが低下している

という欧米の報告がある一方で，このadiponectinの

低下は単に肥満に付随したものでPCOSに特異的で

はないとの報告も見られる．そこで今回当科を受診し

た約50例のPCOSについて検討した結果は，肥満症

例でadiponectinの低下が認められたものの，非肥満

（BMI〈25）の症例でも約半数にadiponectinの低下が

認められ，そのほとんどにインスリン抵抗性（HOMA－

RI＞2）が認められた．これらの症例の詳細を報告す

る．

8．当院における人工授精

　　　　○幡　　洋，黒木勝円，阿部清孝

　　　　　清水真澄，本田美香　　　（札幌東豊病院）

　不妊治療は，今日ともすれば生殖補助医療（ART）が

メインであるような傾向が見られる．しかし，不妊治

療の基本は，ARTに移行する前の，系統的検査と治療

である．今回我々は，基本的治療と生殖補助医療の中

間に位置すると考えられる人工授精について，統計的

にもう一度見直してみた．不妊を主訴に当院を受診し，
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人工授精を行った症例について，retrospectiveに検討

した．妊娠率は症例あたり242％，周期あたり9．1％で

あった．1回目での妊娠率は144％，2回目では131％，

3回目では74％で以後回数を経るにしたがい漸減し

た，11回目以降での妊娠例はなかった．人工授精は

ARTに移行する前の有効な治療法であることが，確認

できた．従来から言われているように，7回目以降の妊

娠率は極度に低下するため，事情が許せばARTに移

行すべき事が示唆された．

9．経膣超音波下子宮内腔長計測による胚移植部

　位決定の有用性

　　　　○横浜祐子，佐藤　恒，宮本敏伸

　　　　　堀川道晴，千石一雄

　　　　　　　　　　　（旭川医科大医学部産婦人科）

　【目的】体外受精の胚移植において，子宮内腔長計測

による胚移植部位決定の有用性を検討した．【方法】体

外受精症例197周期を対象とした．経膣超音波下に子

宮内腔長を測定し15cm引いた長さをETカテーテ

ル挿入長とし，経腹超音波ガイド下に胚移植を行った

87周期をA群，子宮内腔長を測定せずに経腹超音波

下に胚移植を行った107周期をB群とした．二群間に

おける平均年齢，胚移植数，胚のグレードに差は認め

られない．【成績】A群におけるET時の出血率，スタ

イレットを使わないダイレクト成功率，着床率は各

20．5％，34．1％，250％であり，B群では各2ア5％，

11．0％，21．1％とA群においてダイレクト成功率が有

意に改善された．有意差はなかったもののA群におい

て出血率は減少し，着床率が増加した．【結論】経膣超

音波検査を併用することによりダイレクト成功率の改

善が認められ，出血率，着床率の改善傾向があった．

正確な胚移植部位の決定が着床率の改善に貢献してい

る可能性が考えられた．

10．吉草酸エストラジオール経ロ薬による凍結

　　胚移植

　　　　○岩城雅範，山川圭介　　　（岩城産婦人科）

　2004年6月より2004年12月までの凍結胚移植に

吉草酸エストラジオール経口薬（以下，プロギノーバ）

を使用し検討した．対象は19例，19周期．平均年齢

352歳．凍結の内容は余剰胚15例，子宮内膜の希薄1

例，OHHS防止3例．投与方法はエストラジオール貼

付薬と同様に使用しD1～D82mg／日　D9～D124

m／日　Dl3D146mg／日Dl5以後は4mg／日とした．
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6例の妊娠が成立．妊娠した症例と妊娠しなかった症

例の間にE2の値は関係は認めなかった．特に副作用

等は認めなかった．貼付薬の掻痒や発赤は無くはがれ

る心配も無く今後の治療にも経口薬を希望した．

11．Laser　Assisted　ICSIの検討

　　　　○森若　治，平山奈美，田中恵美

　　　　　神谷博文　　（神谷レディースクリニック）

　前回，我々はLaser　Assisted　Hatchingの有効性につ

いて発表した．今回はLaserを用いてICSIを行い，そ

の有効性を検討したので発表する．卵の透明帯の硬化

が見られるMII期卵において，　ICSIの操作により卵の

変形をもたらすことがある．このような卵に対し，ICSI

の際にレーザーを用いて透明帯の一部を2～5μm程

度の厚さにし，菲薄した部分を穿孔することにより，

卵の変形をおこすことなく容易にICSIを行える．今

回，我々はLaser　Assisted　lCSIを行い，症例数は少な

いが通常のICSI群との受精率，変形率の成績を比較

し，またこの方法の利点と欠点を検討したので報告す

る．

12．不妊治療中に発見された子宮頸部悪性腫瘍

　　の3症例

　　　　○森脇征史2，工藤正尊12，西　信也2

　　　　　和田真一郎2，水上尚典2，櫻木範明1

　　　　　大河内俊洋3

（北海道大病院婦人科1，産科・周産母子センター2，田

畑病院3）

　不妊治療中に発見された進行子宮頸癌3例を経験し

たので報告する．【症例1】子宮筋腫，子宮内膜症にて平

成14年8月に腹腔鏡下子宮筋腫核出術，LUNAなど

を施行．その後，IUIを6コース行ったが妊娠せず，

IVF－ETとなった．凍結胚移植1回目にてHCG上昇認

めるも流産に終わる．約1年前の子宮頸部細胞診は異

常なかったが，この時点での細胞診はHSIL．円錐切除

にて子宮扁平上皮癌Ib　1であった．強い妊孕能温存の

ため，平成16年2月腹腔鏡にて骨盤～傍大動脈リンパ

節郭清施行．転移は認めず，現在体外受精による不妊

治療を行っている．【症例2】34歳，前医でのIUIによ

る不妊治療4クール後妊娠せず受診．子宮頸部細胞診

は前医で陰性であった．平成15年1月腹腔鏡下子宮内

膜症病巣除去施行し，以降IUIを5コース行うも妊娠

せず．時々黄体期に子宮内腔貯留液を認めていたが，

卵管溜水腫の所見はなし．IVFETを施行し，凍結胞胚

日不妊会誌50巻3号

移植にてHCG上昇認めるも流産に終わる．再度の凍

結胚移植の準備中に子宮頸部細胞診を施行するも陰

性．adenoma　malignumも疑い生検施行し疑いあり，平

成16年6月円錐切除施行し，adenoma　malignumの診

断．8月，温存は困難と考え広汎子宮全摘術施行．【症例

3】30歳，原発性不妊症．集団検診での子宮頸部細胞は

陰性．子宮内膜症，両側卵巣チョコレート嚢胞あり紹

介受診．平成15年12月腹腔鏡下にアルコール固定術

を施行．GnRHaを6コース投与後，子宮内膜症病巣除

去，チョコレート嚢胞の核出を予定し平成16年7月に

再度腹腔鏡を施行．子宮頸部の腫大，腹腔内の播種病

巣からはsmall　cell　carcinomaが認められた．術後化学

療法を現在施行中．

13．超音波検査による正常子宮と子宮腺筋症の

　　特徴

　　　　○逸見博文，東口篤司，斉藤　学

　　　　　金澤朋扇

　（国家公務員共済組合連合会斗南病院生殖内分泌科）

　子宮腺筋症は不妊・不育症に合併することが多い．

診断にMRI，超音波などの画像診断機器が用いられる

が，子宮腺筋症合併群，非合併群の子宮体部の大きさ

の平均測定値についての報告は少ない．我々は2004

年8月～12月に当院を受診した子宮腺筋症合併41症

例，非合併127症例を対象として，経膣超音波を用い

て子宮体部長径，前後経，横経と子宮体部前壁，後壁

最大厚を測定して，子宮腺筋症合併群，非合併群の特

徴について検討した．子宮腺筋症の診断は経膣超音波

を用いて，Fedeleらの基準によって行った．閉経前の

子宮前後壁の最大厚は子宮腺筋症非合併群では前壁

13．7±3潟mm，後壁146±42　mmであった．合併群で

は前壁1＆9±104mm，後壁250±123　mmで後壁筋層

が有意に肥厚していた．今後，子宮腺筋症の有無によ

る妊娠率，着床率を検討することで，個々の病態に応

じた柔軟な対処法を検討していきたい．

14．当クリニックにおける不育症の検査及び治

　　療に関する検討～効率のよい検査法と難治

　　性不育症に対する治療～

　　　　○金谷美加，奥河朱希

　　　　　　　（いちご会美加レディースクリニック）

　不育症原因検索のためのスクリーニング検査は多数

の項目を含んでおり，すべてを行うと多額な費用が必

要であり患者負担は非常に大きなものとなる．当クリ
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ニックでは，なるべく最低限の検査で効率よく治療を

進めることをめざしている．簡便に行える不育症検査

方法と治療法，治療成績について検討した．また，過

去の流産回数が多い患者ほど治療成績は不良となる．

難治性の不育症に対する治療法についても検討した．

【方法】2000年5月より2004年5月までに当クリニッ

クを受診した初期流産2回以上（2～7回）の不育症患

者123名を対象とし，血液検査として，抗PE－lgG抗

体，Lupus　anticoagulant，凝固第XII因子，抗核抗体，

P4，　E2，　PRL（高温期5～7日目）を行った．症例によ

り，夫婦間リンパ球混合培養抑制率，NK活性を測定し

た．採血結果および基礎体温パターンによる黄体機能

不全のチェック，超音波検査で子宮内膜の厚さを

チェックし，過去の流産時期および流産経過の詳細な

情報から，各症例ごとに，ホルモン療法（OC，　HM（｝

HCG，黄体ホルモン補充療法）抗凝固療法（アスピリ

ン療法，ヘパリン療法），免疫療法など必要と思われる

治療法を選択した．臓績】治療を行った89名のうち

68名が妊娠し，49名（704％）が出産，9名（132％）

が現在妊娠継続中（中期以降），10名（1住4％）が流産

した．流産した10名のうち3名が再度治療後妊娠し，

1名が出産，2名が現在妊娠継続中である．【結論】1

回目の治療で835％が流産を免れた．不成功に終わっ

た難治性の不育症に対しては，重症黄体機能不全が原

因と思われる場合はOC・HM（｝HCGなどの排卵誘発を

積極的に行い，PCOが原因となっている場合はメトホ

ルミン療法を併用した．抗リン脂質抗体価が高い症例

や，第XII因子がアスピリン投与によっても正常レベ

ルまで増加しない症例には，妊娠後ヘパリン療法を併

用することにより良好な結果が得られた．

第62回　日本不妊学会九州支部会

日時　平成17年4月17日（日）

会場　アクロス福岡　7F大会議室

1．治療終結期の意思決定に対する患者の心理一

　妊娠に至らず治療終結を決意した元患者を囲

　んで一

　　　　○上野桂子，原井淳子，二宮　陸

　　　　　指山実千代，宇津宮隆史

　　　　　　　　　　　　　（セント・ルカ産婦人科）

　【目的】近年の生殖医療の進歩により，患者へ多大な

恩恵がもたらされている一方で，患者の「治療終結に

57（117）

対する意思決定」における困難さは増大していると思

われる．そこで治療終結に対する患者の思いを聞く機

会を設け，併せて質問紙調査を行ったので報告する．

【対象・方法】外来に掲示した「ご夫婦二人だけの人生

を選ばれた元患者さんのお話が聞けます！」というボ

スターを見て参加を希望した患者17名（内男性2名）．

参加後当院作成の質問紙を配布，その場で回収した．

回収は女性14名，男性2名，平均年齢は女性41B歳，

男性43．5歳であった．【結果・考察】治療終結者は決断

の理由として「経済的」「通院，治療の疲れ」「治療回数」

を挙げた．また，語りの内容を分析した結果「自己の

持つ子どもイメージ」「終結後の生活への見通し」「今，

子どもを持つことのマイナス面」「治療への達成感」な

どを多角的に再考することが決断に至る鍵であったと

思われる．治療終結者の話に対する参加者の感想は「参

考になった」14名（88％），「共感できた」6名（38％），

「不安や迷いが軽減できた」4名（25％）であり，14

名が今後も同様の会を希望していた．また，治療終結

に対しては女性患者14名中10名（71％）が「考えた

ことがある」が決断には至っておらず，治療終結に関

する患者心理の複雑さが伺われた．今後，この方面の

支援のあり方についての更なる検討が課題となろう．

2．不妊治療患者が日本の不妊治療に望むものとは

　　　　○粟田松一郎，田中威づみ，田中　温

　　　　　永吉　基，姫野憲雄

　　　　　　　　　　　（セントマザー産婦人科医院）

　日本国内の一般臨床診療においてARTがおこなわ

れるようになってすでに15年以上が経過し，平成16

年10月31日現在，日本産科婦人科学会に登録されて

いる国内のART施設の総数は636施設にまで増えて

いる．この現象は世界的に見ても特異的であり，今や

日本のART診療は質的に転換すべき時に来ていると

思われる．今回我々は，すでに当院で不妊治療を受け

ている患者や，前医での治療の後に当院に初診で来院

した患者を対象として，同意を得た総数262名にアン

ケートを依頼し，国内における不妊治療に対して望む

内容を調査してみた．結果は，『不妊治療への国などか

らの費用の援助や保険適応』が817％，『治療技術や妊

娠率の向上』が7田％であった．その他，『医師の不妊

治療への熱意や親身で誠実な対応』，『治療に対する安

全性の確保』，『検査や治療に対する説明の充実』，『カウ

ンセリングの充実』，『休日や夜間の時間外診療・電話

相談，緊急診療・入院・手術のできる体制』，『費用の詳
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細を明らかに』などを望む患者が多かった．まとめる

と，（1）国などからの患者の不妊治療費用に対する公的

な援助，（2）ART治療における技術および妊娠率の向

上，（3）第三者機関による各ART施設に対する評価や

情報開示，（4）カウンセリングなどによる患者へのメン

タルサポート，⑤時間外・緊急時などに対応できる

ART施設の体制，などが重要であると思われた．

3．不妊症患者におけるプレマタニティビクスの

　意識調査

　　　　○永井由美子，永山香理，釘宮まりこ

　　　　　利山由圭，池内文子，竹内一浩

　　　　　竹内美穂

　　　（竹内レディースクリニック附設不妊センター）

　【目的】我々は以前より治療と並行して女性生殖機能

を高め，ストレス解消を目的とした補助療法を取り入

れている．今回受講した患者の身体的・精神的な変化

についてどのような効果があったのかを調査した．【方

法1インストラクターの指導の下，受講患者の現住所

が確認出来た人を対象に郵送にてアンケート調査を実

施した．【結果】アンケート回収率は46％で，うちART

を受けている患者は24名であった．期間は6カ月が最

も多く，4回．身体的効果で多いのが冷え性の改善で

あった．精神的な変化に対し25名の方が『ある』と答

えリラックスできるようになったが多かった．受講し

て良かったの意見の内訳は『同じ悩みを抱えている同

志での安心感』『情報交換の場として参加できること』

『気分をリフレッシュさせてのストレス解消』『自宅で

も運動が出来た』であった．現在継続中の方は2名で，

妊娠成立が17名，休止中が2名，効果が感じられな

かったが1名であった．【結論】特にART経験者で回

を重ねてくると，心理的ストレスも大きく治療以外の

補助療法に参加される人も多い．冷え性の改善や，リ

ラックスできる状態になったことは，不安やストレス

などを解消した状態での妊娠しやすい体作りの一つの

手段になったのではないかと考察する．今回は意識調

査に止まり妊娠との関係を立証する所まで出来なかっ

たので，今後も継続して調査していきたいと思う．

4．児の発育とART治療に対する思い

　　　○久保島美佳，福田貴美子，中村　静

　　　　森優織江，吉岡尚美，蔵本武志

　　　　　　　　　　（蔵本ウイメンズクリニック）

【目的】ARTを行ったことで治療中から育児にどの
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ような心理変化があったのかを児の成長発達と共に調

査した．【方法】過去2年間のART治療により出産し

た150名に対するアンケート調査【結果及び考察】78

名（回収率52％）より回答を得た（IVF　33名，　ICSI　31

名，凍結胚移植12名，不明2名）．単胎63人（8α7％），

双胎14人（179％），品胎1人（1．2％）．平均出生体重

は2000g．発達段階で児に何らかの異常が認められた

のは3人（a8％）．治療中，87％の人が妊婦や子供を見

たくない，イライラ感がある等の不安定な状況にあっ

た．ARTに対し特別な意識を持っているかということ

については，52％が治療を受けようが自然であろうが

変わりないと答えていた．育児に関しては核家族化に

よりとまどいやストレスを抱えながら育児を行ってい

る人が94％であったが，大変でも児の成長が喜び，よ

うやく授かった子という意識から育児を大切にしてい

る様子が伺えた．治療を行ったことに対して約90％が

後悔していない等の回答が得られ，治療については，

義父母も含め家族や友人に治療のことを打ち明けてい

る人がほとんどだった．児へのARTに対する告知は，

わからないとの回答が多かった．

5．男性患者の不妊治療に対する意識調査一初診

　時一

　　　　○恵良郁絵，原井淳子，工藤由香

　　　　　指山実千代，上野桂子，宇津宮隆史

　　　　　　　　　　　　　（セント・ルカ産婦人科）

　【目的】近年，女性の不妊治療に対するサポートへの

認識は深まっている．一方，不妊原因の約半数は男性

にあると言われ，当院の検査でも約6割の男性に何ら

かの原因があることが明らかになっているが，男性へ

のサポート体制は十分な段階とは考えがたい．今回，

初診時男性患者の不妊治療に対する意識調査を行い，

男性患者サポートのあり方について検討した．【方法】

2004年6月から12月までに受診した男性99名に当

院で作成した質問紙を配布，精液検査結果を聞く前に

回収した．【結果】当院への受診理由は挙児希望が72％

であった．自分の精子が正常と考える者は17％であ

り，良くない結果の受け止めに対しては15％が「受け

入れられない」「プライドが傷つく」などの強い否定的

感情を示した．治療最終目標は体外受精12％，人工授

精17％，自然に近い方法20％であった．患者が希望す

る関わりは，「自分の精子や治療内容についての説明」

が多く，少数だが「今後の気持ちの持ち方」「夫婦の関

係について」なども見られた．【考察】男性患者も挙児
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希望が強く，自分の精子への不安が高いため，初診時

から人工授精や体外受精を視野に入れ治療に臨んでい

る．自分の精子についてや治療内容などの情報的サ

ポートを求める者が多い一方で，ストレスや不安を感

じる者も見られ，情緒的サポートの必要性も示唆され

た．今後は初診時から情報的・情緒的サポートを視野

に入れた支援が望まれる．

6．完全中隔子宮に対する子宮鏡下子宮腔形成術

　後の妊娠成績について

　　　　○平木宏一，藤下　晃，北島道夫

　　　　　カレク・ネワズ・カーン，増崎英明

　　　　　石丸忠之　　　　　　　（長崎大産婦人科）

　【目的】完全中隔子宮3例に対してTCRを施行し，

1例が妊娠し生児を得たので，その症例を呈示し報告

する．【対象および方法】平成8年10月から平成16年

12月まで，当科において中隔子宮に対する子宮鏡下手

術は23例で，不全中隔子宮が20例，完全中隔子宮が

3例であった．当科における子宮鏡下手術は全身麻酔

下に行い，全例に腹腔鏡を併用し，可能な限り腹腔内

超音波断層法を併用して，術中監視を行っている．

TCRは妊娠が成立した場合を想定し，早流産予防のた

めに子宮頸部の中隔は切除せず，子宮体部の中隔のみ

を切除した．【結果】TCRを施行した完全中隔子宮3

例中1例に妊娠が成立し生児を得た．この症例は現在

31歳で平成9年5月に結婚したが妊娠せず，挙児希望

のため平成12年10月前医を受診した．平成8年に自

然流産の既往がある．平成13年1月23日当科を初診

した．排卵障害および，完全中隔子宮の診断で平成13

年3月2日腹腔鏡を施行し，完全中隔子宮と診断され

た．この時にTCRは施行せず，排卵誘発で待機してい

たが妊娠しなかったため，平成14年9月10日TCR

を施行した．その後一度の自然流産の後，平成15年7

月14日を最終月経として妊娠が成立した．平成16年

3月19日（35週4日）破水し，同日2，506gの男児を

経膣分娩した．他の1例は未婚で，もう1例は術後間

もないため，妊娠には至っていない．【考察】完全中隔

子宮のTCR後に生児を得た症例を経験した．この症

例ではTCRは有用であったと考えられる．

7．TCRによる子宮筋腫核出術の工夫と限界

○中江光博，沖　利通，宇都博文

　新谷光央，儀保晶子，前畠良康

　河村俊彦，山崎英樹，堂地　勉
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　　　　　　　　　　　　　　　（鹿児島大産婦人科）

　【目的】近年，内視鏡下手術などの低侵襲性手術が

様々な分野で応用されてきている．当科でも98年から

子宮鏡下筋腫核出術（以下，TCR）を臨床応用してい

る．当科で行ってきたTCRの工夫について報告する．

【方法】対象は過去6年間に手術した68症例である．

当科では，TCRにおいて2つの工夫を行った．99年以

前は頸管拡張を行わなかったが，00年以降はラミナリ

ア5－7本で徹底的な頸管拡張を行った．03年には新

しい筋腫核出法を導入した．まず，筋腫を被覆する内

膜組織をなるべく正常筋層に付けた状態で，ループ電

極先端で割を入れ，内膜下にある正常筋層と筋腫核の

境界を明らかにする．筋腫剥離法には2つあり，1つ

は，子宮膣部鉗子で子宮を手前に牽引しつつ，スコー

プ先端やループ電極で筋腫核を子宮底部方向へ押し込

み，正常筋層から筋腫核頸管側面を遊離する．もう1

つは，筋腫核の下面をループ電極で挟み込むようにし

て，手前に牽引し，筋層と筋腫核子宮底側を剥離する

方法である．手術手技の工夫による手術成績を年度ご

とに検討した．【成績】TCRにおいて，十分な頸管拡張

により，手術時間663分（99年）から4α2分（00年）

に有意に短縮（p＜0．05）し，筋腫平均直径は27、5mm

（99年）から378cm（2003年）と大きくなった（p＜

005）．平均筋腫突出率は95．0％（99年）から721％

（02年）へ低下した（p＜0．05）．さらに，新たな筋腫核

出法により，手術可能な最低突出率が40％（02年）か

ら20％（03年）へ低下した．【結論】徹底的頸管拡張に

より01年には直径7cm突出率40％まで，03年には

新しい筋腫剥離術を考案し，突出率20％筋腫核出も可

能になった．子宮鏡下筋腫剥離術の工夫は，子宮鏡下

筋腫核出術の適応拡大に寄与した．

8．子宮腔癒着症に対し子宮鏡下手術を施行し，胚

　盤胞移植により生児を得た1例

　　　　○藤本剛史，中島　章，岩下弘子

　　　　　古賀文敏，堀　大蔵，嘉村敏治

　　　　　　　　　　　　　（久留米大産科婦人科学）

　子宮腔癒着症は人工妊娠中絶や流産手術などの子宮

内操作に続発するとされる．今回，子宮腔癒着症に対

し子宮鏡下癒着剥離術を行い，保存的治療で妊娠に至

らず胚盤胞移植にて生児を獲i得した症例を経験したの

で報告する．症例は33歳，1経妊0経産．妊娠20週で

流産し，その後，子宮筋腫，胎盤ポリープの診断で開

腹での子宮筋腫核出術，子宮内容除去術の既往がある．
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不妊症，過少月経にて近医を受診した．子宮卵管造影

検査で子宮腔癒着症を疑われ，当科に紹介となった．

広範囲の子宮腔癒着症と診断し，子宮鏡下癒着剥離術

を施行した．保存的に経過をみたが妊娠に至らず，体

外受精を施行し，胚盤胞移植で双胎妊娠が成立した．

妊娠35週4日に胎児適応にて緊急帝王切開術を施行

した．子宮後壁に胎盤の一部癒着を認めたが，出血が

ほとんどなく，本人，ご家族の子宮温存の希望により，

そのまま閉腹した．術後精査にて嵌入胎盤の可能性が

高いことが分かり，子宮動脈塞栓術を予定した．骨盤

内血管造影検査で胎盤の栄養血管は卵巣動脈であった

が，蛇行が高度であり，塞栓は困難と思われた．イン

フォームドコンセントを得た上で，腹式単純子宮全摘

術を施行した．子宮腔癒着症は不妊や流産の原因とな

り，子宮鏡下の癒着剥離術が有用であるが，広範囲の

癒着剥離後には自然妊娠が困難で生殖補助医療が必要

となる場合もある．また癒着胎盤や，嵌入胎盤の可能

性についても十分に説明する必要がある．

9．子宮外妊娠管理におけるMTX療法と腹腔鏡

　手術の比較

　　　　○沖　利通，中江光博，宇都博文

　　　　　新谷光央，儀保晶子，前畠良康

　　　　　河村俊彦，山崎英樹，堂地　勉

　　　　　　　　　　　　　　　（鹿児島大産婦人科）

　【目的】現在，子宮外妊娠治療の中心はMTX

（methotrexate）療法と腹腔鏡手術である．今回，

我々は，腹腔鏡手術とMTX療法の功罪について検討

した．【方法】対象は，過去6年間に当科で治療を行っ

た腹腔鏡下卵管線状切開45例（以下，腹腔鏡群）と

MTX療法10例（MTX群）である．両群とも治療適応

は血中hCG〈10，0001U／L，心拍なし，腫大卵管長径〈

5cm以下とした．治療後の妊孕性回復・術後QOLに

ついて後方視的に検討した．MTX投与法は原則とし

て50mg／m2で単回投与とした．【成績】腹腔鏡群／

MTX群それぞれで，治療時妊娠日数（日）593±252／

542±165（NS），治療前血中hCG濃度（IU／L）2，284．5±

3，029，7／1，6244±1，7398（NS），総入院期間（日＞78±

45／3甑8±36．3（p＜0001），月経再来までの日数：43．1±

22．1／6＆0±239（NS），血中hCG正常化までの日数

45．1±254／58．8±462（NS），卵管腫大消失までの日数

0±0／54．3±332，治療後卵管疎通回復率91．1％（41／

45）／9α0％（9／10）（NS）・後療法必要率＆9％（4／45）／

40．0％（4／10）（p＝0．0288）・治療後下腹部痛出現頻度
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44％（2／45）／4α0％（4／10）（p＝00076），妊娠率600％

（9／15）／333％（2／6）（NS），総医療費（￥）65＆250／

806420であった．【結論】線状切開法とMTX療法で

は，月経再来日数・卵管再疎通率・妊娠率に差は認め

られなかった．しかし，MTX療法では，治療後の下腹

部痛出現率が高い，総入院日数が長い，卵管腫大消失

に時間がかかる，総医療費が高い特徴があった．治療

費の患者侵襲を避ける意味でMTX療法は優れている

が，術後の患者QOLの点からは線状切開に劣る点が

あった．術後患者QOLを考慮したMTX適応を再検

討する必要性がある．

10．軟性鏡を用いた経腫的骨盤内灌水腹腔鏡

　　（T肌）について

　　　　○片岡明生，大迫亮子，野仲由香理

　　　　　小牧麻美　　　（片岡レディスクリニック）

　　　　　稲生英俊　　　　　　　　（稲生産婦人科）

　腹腔鏡下手術は，卵管機能の観察のみには必ずしも

低侵襲とはいえない．最近，開発された骨盤灌水腹腔

鏡（THL）は外来手術も可能であるが機材，手技とも

未だ確立されたものではない．今回，軟性鏡（ファイ

バースコープ）を用いたTHL（FTHL）を7例の不妊

症患者に行ったので，手技の紹介，検討を行った．29－

37歳の機能性，卵管性不妊の疑われる患者に十分な説

明と同意の上に行った．7人中1人に子宮外妊娠と1

人に附属器腫瘍摘出術の既往を有した．4人にクラミ

ジア抗体陽性であった．HSGと比較して，卵管通過性

ありと判断していた3人に，高度の卵管周囲癒着を認

め，IVFの適応と判断された．1人はダグラス窩の癒着

のため，スコープの挿入が不可能であった．術後の痔

痛はいずれも軽微で，翌朝退院可能で特に合併症を認

めなかった．これまで硬性鏡では適応外とされた子宮

後屈，骨盤内手術後例についても観察可能であり，卵

管采および卵巣周囲の状態は詳細な観察が可能なた

め，今後，不妊治療における方針決定，診断に関して

FTHLは有用な手技と考えられた．

1L当科における腹腔鏡下手術に伴う偶発合併

　　症の検討

　　　　○田村理子，井上善仁，園田桃代

　　　　　堀内新司，辻岡　寛，蜂須賀徹

　　　　　瓦林達比古　　　（福岡大医学部産婦人科）

　【目的】近年婦人科領域での内視鏡下手術はめざまし

い進歩をとげ，多くの施設で導入されている．2003
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年に日本産科婦人科内視鏡学会技術認定制度の発足に

伴い，技術の向上と安全かつ円滑な手術が問われてい

る．中でも起こりうる合併症については，その可能性

を把握しかつ迅速に対応しなくてはならない．そこで

我々の施設での腹腔鏡下手術に伴う合併症について検

討した．【方法】平成7年1月から平成16年12月まで

の過去10年間における腹腔鏡下手術症例の内訳，診

断術式ならびに合併症について検討した．【成績】腹

腔鏡下手術の総数は815例であった．主な診断は卵巣

腫瘍，子宮外妊娠，不妊症，子宮筋腫といった症例で，

術式としては腫瘍摘出，卵管切除癒着剥離，LAVH，

筋腫核出などであった．偶発合併症は32例（39％）で

あり，器具の破損6例，ウテリンマニピュレーターに

よる子宮穿孔3例，臓器損傷5例，トロッカー刺入部

血腫・膿瘍7例，イレウス2例，その他9例であった．

また開腹術移行例は21例（2．6％）であり，癒着による

操作困難な例が多かった．【結論】当科の腹腔鏡下手術

の合併症は他施設と比較しても少なくはない．従って

充分な注意を払っても起こりうる合併症については，

術前にインフォームドコンセントを確実に行うことが

重要である．

12．体外受精妊娠困難例における逆行性精巣上

　　体精子吸引法により採取された精巣上体精

　　子を用いた卵細胞質内精子注入法の新しい

　　試み

　　　　○城戸京子，平井香里，長木美幸

　　　　　根岸広明，宇津宮隆史

　　　　　　　　　　　　　　（セントルカ産婦人科）

　　　　　緒方俊一　　　　　（おがた泌尿器科医院）

　　　　　荒木康久　　　（高度生殖医療技術研究所）

　【目的】男性不妊症では妊娠困難例が多い．その原因

として精子が生産され射精されるまでの貯蔵されてい

る間に，何らかの要因により精子の質が低下している

可能性がある．以前におがた泌尿器科医院との共同研

究により逆行性精巣上体精子吸引法（RESA）を開発，

報告した．今回は体外受精妊娠困難例にRESAにて採

取された精子を用いてICSIを行い，その有用性を検討

した．【対象】体外受精妊娠困難例にRESAにて採取さ

れた精子を用いICSIを行った周期をRESA周期とし

た．コントロールは体外受精施行回数5回以上の射出

精子を用いたICSI周期を射出周期とした．両周期とも

に40歳未満の症例を対象とした．【結果・考察】移植周

期あたりの妊娠率で同等の成績が得られた．流産率で
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はRESA周期222％，射出周期429％とRESA周期
で低い傾向がみられ，症例あたりの妊娠率ではRESA

周期360％，射出周期255％とRESA周期で高い傾向

がみられた．有意差はないが良好な成績を示した

RESA周期の中で特に有効な症例を射出精液の所見か

ら検討した．strict　criteria値6％未満の症例，運動率

50％未満の症例ではRESA症例で妊娠率が高い傾向

にあった．また奇形率70％以上の症例ではRESA症

例で妊娠率が有意に高く，これらの射出精液所見を示

す症例ではRESAにて採取された精子を用いたICSI

が有効であると考えられた．

13．精祖細胞（Spermatogo皿ia）の細胞学的特徴

　　及び観察

　　　　○馬原千春，田中温，永吉基

　　　　　粟田松一郎，姫野憲雄，田中威づみ

　　　　　竹本洋一，鍬田恵里，赤星孝子

　　　　　　　　　　　（セントマザー産婦人科医院）

　　　　　楠比呂志　　　　（神戸大農学部附属農場）

　【目的】精祖細胞は，アメーバ運動により精細管の原

基（生殖巣堤）に到達した始原生殖細胞が分化したも

のである．今回我々は，この精祖細胞を他の造精細胞

から正確に鑑別することを試み，精子形成の進行の度

合でその数に差があるか否かを調べた．また，第一精

母細胞の分化に有効であった共培養条件下での培養も

試みたので報告する．【方法】（1）正常な1週齢と8週齢

のマウス及び，原発性無精子症のヒト精巣細胞を酵素

法で分散させて，ノマルスキー微分干渉顕微鏡下で観

察した．（2）鑑別した精祖細胞を4℃で1日培養，また，

Vero細胞フィーダー上に播種して培養し，細胞の変化

を経過観察した．【結果】《精祖細胞の特徴》（1）偽足を認

める（2）NC比が高い（3）核小体が明瞭（通常1個で

核膜に付着）（4）核膜が明瞭であった．《分散直後と翌

日の偽足の出現率》1週齢マウスでそれぞれ473％と

61B％，8週齢マウスでそれぞれ1．4％と22％であっ

た．また原発性無精子症のヒトでは，それぞれ51％と

仕8％であった．《共培養》培養後2～3日で細胞は偽足

を出さなくなったが，その他，形態の変化は特に見ら

れなかった．【結論】形態学的な所見から精祖細胞の鑑

別は可能であると考えられた．偽足の出現率は，単離

後の時間経過に伴って増加するが，偽足を出す精祖細

胞数は，精子形成の進行が進むに連れて減少した．

Vero細胞との共培養では，精祖細胞の分化は困難iで

あった．
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14．クラインフェルター症候群に対するmicro－

　　dissection　TESEの成績

　　　　○辻　祐治，成吉昌一一

　　　　　　　　　　　　　　（天神つじクリニック）

　　　　　本庄　考，詠田由美

　　　　　　　　　　　　　　（IVF詠田クリニック）

　　　　　松本ゆみ，野見山真理，小島加代子

　　　　　　　　　　　　　　　（高木病院産婦人科）

　　　　　丸木陽子

　　　　　　　　　（丸木陽子ウイメンズクリニック）

　【目的】クラインフェルター症候群症例に対するmL

crodissection　TESEの成績について検討した．【症例

と手技】2003年7月から2005年1月までに天神つじ

クリニックにおいてmicrodissection　TESEを行った

クラインフェルター症候群症例は4例で，年齢は31－

43歳（平均38歳），染色体は全例が47XXYであった．

精巣容積は1～3m1（平均1．8　ml）と小さく，内分泌検

査ではFSHは高値（3360－3570　mlU／m1，平均3441

mIU／m1），テストステロンは低値（1．03～3．15　pg／mJ，

平均194pg／ml）であった．　Microdissection　TESE

は局所麻酔下に行なった．精巣白膜を切開して精巣組

織を露出，手術用顕微鏡下（10～25x）に精子の存在

しそうな太い精細管を切除し，直ちに挫滅，検鏡して

精子を検索した。精子が回収できれば凍結保存した．

【結果】4例中2例で精子の回収が可能であった．精子

が回収された2例は，凍結保存精子によるICSIで妊娠

に至った．全例で術後の精巣容積の減少，FSH・テス

トステロン値の変化はみられなかった．【まとめ】Mi－

crodissection　TESEにより，クラインフェルター症候

群においても半数の症例で精巣内精子の回収が可能で

あった．Microdisection　TESEは従来のTESEに比較

して組織の切除量が少ないと考えられ，より低侵襲で

有用な手技である．

15．先天性膀胱頸部閉鎖不全による完全型逆行

　　性射精の1例

　　　　○小松　潔，山口秋人

　　　　　　　　　　　　　（原三信病院・泌尿器科）

　【症例】24歳男性（妻：25歳）【主訴】高度乏精液

症，不妊治療【不妊期間】1年6カ月【既往歴】特記

すべきこと無し．【現病歴】生来，乏精液症．無精子症

の疑いにてH16年11月15日当科初診．【臨床所見】

理学的所見；精巣萎縮なし，静脈瘤なし，神経学的異

日不妊会誌50巻3号

常なし．検査所見；精液検査は液量　02m1，無精子症

で，射精後尿中に多数の運動精子を認めた．睾丸エコー

検査，血液ホルモン値染色体検査は正常．尿流測定；

異常なし．尿道膀胱造影；膀胱頸部の開大し尿道狭窄

の疑い．膀胱尿道鏡検査；膀胱頸部は著明に開大．後

部尿道弁様所見のみで狭窄の所見なし．【治療方針】逆

行性射精の診断にて，トフラニール（25）1～3T投与

したが効果なく，射精後膀胱内精子採取を用いたART

による不妊治療を計画した．【結果】3日前より重層6

g／日投与，排尿後，マスターべ一ション（オーガズム

を感じるまで）直ちにリンゲル液50mlにて膀胱洗浄

した．洗浄液を遠心（500回／分5分間）後05m1に調

整．精子数32x106／m1，運動率47％，奇形率72％の

運動精子が回収できた．【考察】今後，膀胱内精子～

ARTの予定である．先天性膀胱頸部閉鎖不全による完

全型逆行性射精は，稀な疾患である．原因は不明であ

るが，後部尿道弁様所見があり成長に伴って解除され，

膀胱頸部機能不全のみが残った為かと推測した．

16．NEVA　Meterによるヒト頸管粘液および卵

　　白牽糸性測定（第3報）

　　　　○吉田耕治　　　　　（産業医科大産婦人科）

　　　　　石川清光，井上義光　　　　（石川鉄工所）

　NEVA　Meterとはnew　equipment　for　viscosity　as．

sesmentの頭文字で，粘液や溶液の粘性，牽糸性を測定

する器械である（http：／／wwwjiw．cαjp／nevaOhtm）．周

知のようにヒト頸管粘液は排卵直前に最大量，最低粘

性，最大牽糸性を示し精子の頸管貫通性が最大になる

が，この頸管粘液の牽糸性を客観的・機械的に測定す

る装置は現在までなかった．北九州市八幡西区・則松

の石川鉄工所が，最初唾液の粘性を測定するために，

数年前に開発したNEVA　Meterを用いて，頸管粘液の

牽糸性も測定できることを，我々はこれまでに，第1～

2報で発表してきた．今回は，平成17年春にNEVA

Meterの改良器が発売されたので，旧型器による測定

とどのような違いが生じたかを，頸管粘液あるいは，

そのモデルとしての卵白を用いて比較検討した．また，

このNEVA　Meterによる計測は，高度先進医療のテー

マ「性腺機能不全の早期発見・早期治療」の一環とし

ても現在申請中である．

17．Yクロマチン陽性精子のFISH診断

○田中威づみ，田中　温，永吉　基

　粟田松一郎，姫野憲雄，竹本洋一・
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平成17年7月1日

　　　　　鍬田恵里　　（セントマザー産婦人科医院）

　　　　　渡邉誠二　　　　（弘前大医学部解剖学第2）

　　　　　楠比呂志

　　　　　　　　　（神戸大農学部附属食資センター）

　【目的】我々は伴性劣性遺伝を回避する為に赤外分光

法を用いたX・Y精子分離を試みている．今回はY

クロマチン陽性精子がはたしてY精子であるかの確

認をFISH法にて検討したので，その結果について報

告する．【方法】精液を各種法（メタノール，カルノァ

液，10％ホルマリン，なし）を用いて前処理後キナク

リンマスタード染色を行い，シグナル陽性精子を

FISH診断した．【結果】（1）キナクリンマスタード法

でのシグナル陽性の出現率は，メタノール固定では約

1％，カルノア液固定法では約2％，10％ホルマリン固

定法では約1％，固定なしでは約0．5％であった．

（2）浮遊状態でのシグナル陽性率はスライドグラス上

での観察より低下し，正確にピックアップするのは困

難だった．（3）FISH法でYクロマチンと思われるシ

グナル陽性精子の80％はY精子であった．20％は判

定不能であった．【結論】キナクリンマスタード法で陽

性となった精子は，FISH法でY精子である可能性が

高いことが判明した．これらの方法により，X・Y精子

の赤外分光の結果の差異よりX・Y精子の選別が可能

である事が示唆された．

18．自家製DNA　probeを用いたFISH法の検討

　　　　○竹本洋一，田中　温，永吉　基

　　　　　粟田松一郎，姫野憲雄，田中威づみ

　　　　　鍬田恵里，赤星孝子，馬原千春

　　　　　　　　　　　（セントマザー産婦人科医院）

　【目的】現在，市販されているDNA　probeを使用し

たFISHにおいて，その蛍光色素の種類により，同時に

使用できるprobeには限界がある．そのため同一一標本

に複数の同色のprobeを使用したFISHを行なうため

には，repeat　FISH法を行なう必要がある．今回我々

は，サブテロメアクローンを用いて市販されていない

色調の自家製DNA　probeを作製しFISHを行い，

様々な目的のためのFISHの可能性について検討した

ので報告する．【方法】（1）目的のDNAクローンをゲ

ノムデータベースより検索し，クローンを取り扱う業

者に精製を依頼する．（2）Vysis社製Nick　Translation

kitのプロトコールに従い，　DNAプローブを作製す

る．（3）Ethanol　precipitation法により，　DNAプロー

ブを回収し，FISHを行なう．【結果】市販されている
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FISH用DNA　probeと変わらない明瞭なシグナルが

観察された．【結論】自家製DNA　probeを作製するこ

とで，1回のFISHで，複数のprobeを同時に使用する

ことが可能となり，修飾する蛍光色素の種類を増やす

ことで，様々な色調でのシグナル観察が可能となると

思われる．ただし，どのクローンを使ってもFISH

probeが作製できるわけではなく，クロスハイブリダ

イゼーションの確認など，課題も多く残されている．

19．ARTにおけるNew　Risk　Manageme皿t　Sys－

　　tem

　　　　○杉岡美智代，江頭昭義，永渕恵美子

　　　　　大津加奈子，西垣明実，福田貴美子

　　　　　吉岡尚美，蔵本武志

　　　　　　　　　　　（蔵本ウイメンズクリニック）

　【目的】ARTでは成績向上のためTotal　Quality　con－

trolが重要である．当院では，国際基準の品質マネージ

メントシステムであるISO9001の認証取得に伴い，24

時間インキュベーター監視システム（ARMS）をRisk－

managementの一環として導入した．今回は，導入前

後で培養環境が改善できたか否かを調べた．【方法】

ARMSの記録をもとに，マルチガスインキュベーター

6台の温度，酸素および二酸化炭素濃度の気相を3カ

月毎に集計した．集計期間は平成15年10月から16

年12月の15カ月間とした．さらに，培養環境の良否

の一指標である胚盤胞への発生能をシステム導入前後

で比較した．【結果】新しいシステム導入後のインキュ

ベーターの気相を3カ月毎に集計した結果，温度は平

均3ag～371℃，酸素濃度4．9～5．1％，二酸化炭素濃度

59～6．1％と安定していた．システム導入前後で，胚盤

胞への発生率ならびに良好胚獲得率を比較した結果，

導入前はそれぞれ51．9％，20，2％であるのに対し，導入

後ではそれぞれ5軌3％，310％と改善された．【結論】

ARMSの導入により，インキュベーターが正常かつ安

定して稼動していることが確認できた．さらに胚盤胞

への発生能を調べることで培養環境の評価が可能であ

る．今後，培養の品質保証をより確実に行うための2

つの指標となると考えられる．

20．緩慢凍結一融解後にみられるce11一血sio皿の

　　誘発因子に関する検討

○大津加奈子，江頭昭義，杉岡美智代

　永渕恵美子，西垣明実，福田貴美子

　吉岡尚美，蔵本武志
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　　　　　　　　　　　（蔵本ウイメンズクリニック）

　　　　　宇賀昭二，木村大輔

　　　　　　　　　　　（神戸大大学院医学系研究科）

　【目的】分割胚を緩慢凍結・融解後に割球が融合する

現象（以下cen－fusion）が時々観察された．今回はその

cellイusionの誘発因子について検討した．【方法】1999

年1月から2004年12月の期間に凍結融解胚移植を

行った243症例，690個の分割胚を対象とした．細胞外

耐凍結剤であるSucrose濃度（0．l　M，α2　M）と最終冷

却温度（－30℃，－35℃，－40℃）の組み合わせによ

り5群に分け，celLfusionの発現率を比較した．さら

に，走査型電子顕微鏡を用いて一部の胚の割球表面を

観察した．【結果】凍結・融解した胚690個中91個

（13．2％）にcell－fusionが観察された。　S濃度別で比較す

ると，0．1MSで75％，α2　MSで21．1％とα2　MSで有

意に高く，冷却最終温度で比較すると，－30℃で

1α8％，－35℃で346％，－40℃で4．5％と一35℃で

有意に高率であった．S濃度と冷却最終温度の組み合

わせでは，02MS／－35℃の場合が448％と最も高率

であった．0．2MS／－35℃で凍結した胚を走査型電顕

で観察した結果，割球表面に傷害が観察された．【考

察】S濃度と冷却最終温度がcell－fusionを誘発する要

因として考えられたが，全ての組み合わせでcelL

fusionが観察されることから，他の因子も関与してい

る可能性が示唆された．

2L簡易な二重染色法によるヒト胚盤胞の品質

　　評価

　　　　○鍬田恵里，田中　温，永吉　基

　　　　　粟田松一郎，姫野憲雄，田中威づみ

　　　　　竹本洋一，赤星孝子，馬原千春

　　　　　中野絵梨，羽太三保子

　　　　　　　　　　　（セントマザー産婦人科医院）

　【目的】体外受精及びICSI後の卵子を胚盤胞期まで

発育させ，移植することにより着床率は高くなること

は広く認められている．この際，移植する胚の選定（評

価）は，光学顕微鏡を用いて，形態的に内細胞塊の充

実度や変性部の割合等によって行われている．この選

定を客観的に評価する方法として，胚盤胞を簡易に二

重染色出来る方法を用いて，高質と低質のヒト胚盤胞

を染色し，細胞数及び細胞比を形態学的と比較した．

【方法】染色は，Thoas（2001）の方法に準じて，供試

胚をαlmg／Propidium　lodide（PI）に30秒間浸積後，

25μg／mlヘキスト33342で2時間浸積することに

日不妊会誌50巻3号

よって染色した．染色後の胚盤胞をグリセロールで洗

浄後，胚をスライドガラスグラスに載せ，カバーグラ

スで固定し，蛍光顕微鏡のUVフィルタで，青く染まっ

た核を内細胞塊，ピンクに染まった核を栄養膜細胞の

核として計数した．【結果】（1）グレードの高い胚盤胞

では栄養膜と内細胞塊ともに細胞数が増加し，また

各々の比は高くなる傾向を示した．（2）グレードの低

い胚盤胞では栄養膜と内細胞塊ともに細胞数は減少し

各々の比は低くなる傾向を示した．（3）本法による胚

の評価は従来の細胞学的評価と食い違う場合が少数な

がら認められた．【結論】本法は従来法に比べより簡便

で高精度であることが解った．

22．前核期胚の形態評価の有用性に関する検討

　　　　○永山香理，竹内一一浩，釘宮まりこ

　　　　　利山由圭，池内文子，永井由美子

　　　　　竹内美穂

　　　（竹内レディースクリニック附設不妊センター）

　以前より核小体の分布や前核期胚の状態が胚の質に

関与しているとの報告が見られ，前回，我々は核小体

の形状とその後の胚の状態や妊娠率との関係について

報告した．（妊娠率に関しては子宮因子や内分泌因子が

考えられるものは除外した．）今回，核小体の形状に加

えてhaloの有無との関連についても検討したので報

告する．平成16年2月よりARTを施行した308周期

でスコアリングが可能であった1，074個の前核期胚を

対象とした．前核期にhaloを有する群をhalo（＋）群，

haloを認めない群をhalo（一）群とした．核小体が均

一で両前核の接合部に並列した前核を持つものをA

群，核小体が均一だが並列していない前核を持つもの

をB群，核小体が不均一で並列していない前核を持つ

ものをC群とした．核小体の形状に関係なく，halo（＋）

群ではgood　blastocyst到達率，妊娠率はそれぞれ

6L2％，41．2％でhalo（一）群の4＆7％，33．3％に比べ

て有意に高値であった．さらにhalo〈＋）群の中でA

群，B群，　C群のgood　blastocyst到達率，妊娠率はそ

れぞれ667％，571％，60．7％：40％，429％，40％で

有意差はみられなかった．今回の検討で，前回同様，

核小体の分布の違いによるその後の発育率や妊娠率と

の関係に有意差はみられなかった．むしろhaloの有無

が胚のqualityに関与している可能性が示唆された．

23．Day　3，不良胚1個移植における臨床報告

○大野恵里，江頭由佳子，野見山真理
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　　　　　山田耕平，西山和加子，松葉純子

　　　　　中村忠治，真崎暁子，松本ゆみ

　　　　　小島加代子　　（高木病院・不妊センター）

　　　　　岩坂　剛　　　　（佐賀大医学部産婦人科）

　【目的】当院では積極的に1個移植を行っている，1

個移植を行うことで，着床胚の特定ができ，不良胚の

妊娠例が明らかになってきた．今回不良胚1個移植に

おける妊娠例と非妊娠例の詳細を調査したので報告す

る．【方法】2001年1月から2004年12月までにDay

3新鮮胚移植で不良胚1個を移植した286周期を対象

とし，妊娠群（A群：62周期）と非妊娠群（B群：224

周期）に分け各々の年齢，移植回数，子宮内膜厚，ICSI

比率，採卵数，受精卵数，移植可能胚数，移植時細胞

数，移植胚のグレードを比較した．【結果】年齢はA

群333±41歳，B群369±4．9歳（p＜001），移植回数

はA群1．4±0、7，B群2．2±19（NS），子宮内膜厚

（mm）A群105±29，　B群9B±26（NS），採卵数A

群5．8±39，B群42±32（p＜001），受精卵数A群

37±26，B群22±17（p＜0．01），移植可能胚数A群

25±1．7，B群15±1．1（p＜α01），移植時細胞数A群

7潟±14，B群仕5±20（p＜αOl），移植胚のグレードは

A群37±L1，　B群37±1．3（NS），　ICSI比率には有意

差はなかった．【結論】妊娠例では年齢が低く，採卵数，

受精卵数，移植可能胚数，移植時細胞数は多い傾向が

認められた．

24未成熟卵における1日前培養後（1day　old）

　　のICSIの検討

　　　　○那須　恵，長木美幸，根岸広明

　　　　　宇津宮隆史　　　（セント・ルカ産婦人科）

　【目的】体外受精胚移植（IVF－ET）周期において採

卵時に未成熟卵が採取されることがある．当院では未

成熟卵を培養後，成熟卵に至った場合は採卵から1日

あるいは2日遅れて1day　old　lCSIを行っている．今

回我々は，未成熟卵における1day　old　ICSIの有効性

を検討した．【対象および方法】（1）2000年11月から

2004年1月までにIVF－ETを行い，採取された217

個の未成熟卵を対象とした．体外培養後1day　old　ICSI

を施行して胚盤胞期まで培養を行い，成熟等を検討し

た．（2）1994年6月から2004年12月までに採卵時

に未成熟卵のみが採取され，翌日成熟卵に至りlday

old　lCSIを施行した85周期について妊娠率および流

産率を検討した．【結果】（1）においてMII成熟率は

92％（200／217）であった．1day　old　ICSI後の生存率は

65（125）

99％（197／200），正常受精率は73％（144／197）であっ

た．分割率（正常受精を確認できず分割した胚を含む）

は85％（167／197），Hatching到達率は7％（11／167）で

あった．（2）において胚移植施行周期は66周期，妊娠

率は3％（2／66），流産率は100％（2／2）であった．【ま

とめ】体外受精胚移植で採取された未成熟卵のHatch．

ing到達率および妊娠率は，成熟卵で採取されたとき

に比べて低値であった．培養方法等の改良が必要と考

えられる．

25．体外受精における短時間媒精法の有効性

　　　　○永渕恵美子，江頭昭義，杉岡美智代

　　　　　大津加奈子，西垣明実，福田貴美子

　　　　　吉岡尚美，蔵本武志

　　　　　　　　　　　（蔵本ウイメンズクリニック）

　【目的】近年，体外受精（IVF）における短時間媒精

の有用性として受精率を低下させずに胚質，妊娠率な

らびに着床率が改善することが報告されている．そこ

で今回我々は，正常受精率，多精子受精率，胚質につ

いて検討した．【方法】H16年10月～12月の間に当

院にてIVFを希望した症例で，採卵数8個以上であっ

た45周期を対象とした．患者の同意のもと，同一症例

の卵子を3時間（A群）と，16～18時間（B群）の2群

に分け媒精し，正常受精率，多精子受精率ならびに体

外培養3日目における良好胚率について比較した．ま

た年齢別（～29歳・30～34歳・35～39歳・40歳～），

施行回数別（1～2回・3回以上）でも同様に調べた．

【結果】正常受精率，多精子受精率，良好胚率はA群で

は7α2％，166％，412％，B群では7aO％，170％，

3＆1％で有意差はなかった．年齢別においても両群間

に差はなかった．しかし，施行回数別で比較すると，

3回以上のグループにおいて多精子受精率がA群で

77％，B群で233％と有意差はなかったもののB群で

高値となった．また良好胚率においては，A群で

421％，B群で167％と有意差はなかったもののA

群で良好な結果が得られた．【結論】施行回数3回以上

のIVF反復不成功症例に対して短時間媒精を試みる

ことにより，多精子受精を軽減でき，かつ良好胚率が

向上する可能性が示唆された．

26．採精からの経過時間と胚発育

○小濱めぐみ，糸野陽子，川路珠美

　日高清美，園田里砂，下尾崎美奈

　松田和洋　　（松田ウイメンズクリニック）
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　【目的】精子は時間の経過とともに質の低下が懸念さ

れる．そこで採精からcJVF／ICSI実施までの経過時

間が胚発育へ及ぼす影響ついて検討を行なった．【対

象および方法】2002年から2004年におけるcJVF；

54症例57周期またはICSI；125症例179周期を対象

とした．（検討1）採精から精子処理までの時間，（検討

2）採精からc－IVF／ICSI開始までの時間，（検討3）精子

処理からc－IVF／ICSI開始までの時間に分け，各検討

において1時間毎にc－IVF周期またはICSI周期にお

ける正常受精率，分割率，良好胚発生率を比較した．

なお，良好胚はVeeckの分類に基づき，　Day　2に4

細胞以上のG1～2の胚とした．【結果】（検討1および

検討2）c－IVF周期またはICSI周期における1時間毎

の正常受精率，分割率，良好胚発生率に有意差は認め

られなかった．（検討3）c－IVF周期において精子処理

から6時間以上経過した精液を用いた周期では，6時

間以内にcJVFを実施した周期と比較して良好胚発

生率が有意に低下した．しかしICSI周期における正常

受精率，分割率，良好胚発生率に有意差は認められな

かった．【結論】今回の対象症例においてはICSIでは

採精からの経過時間による胚発育への影響は認められ

なかったが，c－IVFでは精子処理後の経過時間が胚発

育へ影響を与えている可能性が示唆された．

27．Day　3移植における年齢別1個移植の有用性

　　　　○真崎暁子，江頭由佳子，野見山真理

　　　　　西山和加子，山田耕平，松葉純子

　　　　　中村忠治，大野恵里，松本ゆみ

　　　　　小島加代子　　（高木病院・不妊センター）

　　　　　岩坂　剛　　　　（佐賀大医学部産婦人科）

　【目的】当院では積極的に1個移植を行っている．全

年齢において1個移植の有用性を検討した．【方法】

2001年1月から2004年12月までにDay　3新鮮胚移

植を行った移植回数2回以内及び移植可能胚数3個以

上を有した周期を対象とした．移植胚数1個（1：173

周期）と2個（II；201周期）を29歳以下（A群），30～

34歳（B群），35～39歳（C群），40歳以上（D群）に

分け，妊娠率，多胎率について比較検討した．【結果】各

群の年齢，移植回数，受精卵数に有意差はなかった．

各群の妊娠率及び多胎率は，AJ：625％（30／48），33％

（1／30），A・II：571％（12／21），417％（5／12），　B－1：

597％（46／77），0％（0／46），B－II：6生1％（41／64），

39．0％（16／41），　CJ：44．1％（15／34），　0％（0／15），　C－

II：433％（29／67），　172％（5／29），　DJ：71％（1／14），
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0％（0／1），D－II：22．4％（11／49），91％（1／11）であっ

た．A，　B群は1個と2個移植の妊娠率に有意差はな

かったが，多胎率に有意差が見られた．C群は妊娠率，

多胎率に有意差はなかったが，多胎率で1個移植が低

い傾向にあった．D群は妊娠率，多胎率に有意差はな

かった．【結論】以上の結果より上記対象症例の40歳未

満では1個移植の有用性が認められた．

28．ART反復不成功例に対するGnRH　antago－

　　nist法とEstmgen　Rebo皿d（ER）十sho「t

　　法の使用経験

　　　　○竹内一浩，竹内美穂，永井由美子

　　　　　永山香里，釘宮まりこ，利山由佳

　　　　　池内文子

　　　（竹内レディースクリニック附設不妊センター）

　多くの施設がART反復不成功例に対して苦慮して

いるのが現状である．われわれは過去に従来のGnRHa

法を試みるも妊娠に至らなかった反復不成功例に対し

てGnRH　antagonist法及びEstrogen　Rebound（ER）＋

short法（横田ら）を試み，妊娠に至った症例を経験し

たので報告する．GnRH　antagonist（cetrotide）の使用

にあたっては全員インフォームドコンセントを得て自

己購入してもらった．月経3日目より，clomidまたは

hMGを開始し，主席卵胞径が14　mmになった時点で

cetrotideα25　mgを皮下注射し，　hCG（or　GnRHa）投

与日まで続けた．ER＋short法は，月経周期5日目より

プレマリン2．5mg／dayを2週間投与し，プレマリン投

与終了後2日目よりGnRHa，600γ／day開始し，　hCG

投与日まで続けた．hMGはプレマリン投与終了後4

日目より開始した．Luteal　supportに関しては従来の

方法と同様であった．総hMG量，平均採卵個数はいず

れにおいても変化は見られなかった．受精率はGnRH

antagonist法で改善される傾向にあったが，　ER＋

short法では変化がみられなかった．胚のクオリ

ティーに関してはGnRH　antagonist法で565％，

ER＋short法では50％の周期で改善された．　ART反

復不成功例に対して，GnRH　antagonist法とEstrogen

Rebound（ER）＋short法において，それぞれ25％（18／

72ET周期），375％（3／8　ET周期）に妊娠が成立し，

従来のGnRHa法よりもこれらの方法に有効な例が存

在することが判明した．しかしながらART反復不成

功例のどの症例にどのような誘発法が適しているか，

次に試みる方法は何かについてはさらに検討を有する

と考えられる．
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29．多胎予防における単一胚盤胞移植の年齢別

　　検討

　　　　○吉岡尚美，江頭昭義，杉岡美智代

　　　　　福田貴美子，蔵本武志

　　　　　　　　　　　（蔵本ウイメンズクリニック）

　【目的】当院では多胎防止目的で単一胚盤胞移植

（SBT）を積極的に行っているが，何歳まで効果的に行

えるかを検討した．【対象及び方法】H10年1月～H

16年6月にIVF／ICSI後新鮮胚移植を施行した39歳

以下で採卵回数2回以内の症例を対象とし，SBT　121

周期（SBT群）と胚盤胞2個移植を行った196周期

（DBT群），及びDay　2－3で2個移植を施行した807

周期（D2－3群）で，年齢別に妊娠率，多胎率を検討し

た．【結果】妊娠率は，SBT，　DBT，　D2－3の順に66．1，

69．4，52．9％，流産238，140，17．1％，多胎率2．5，

3α0，23．4％であった．一絨毛膜性双胎は各群で認め

られDBTとD2－3群で各々1例に品胎を認めた．年齢

別では，SBT群の妊娠率は29歳以下で655％，30～

33歳67．4％，34～36歳67．6％，37～39歳55．6％，一絨

毛膜性双胎は30～33歳の群で2例にみられた．DBT

群の妊娠率は，年齢別に各々7＆6，72E　6仕7，6α5％，

多胎率6＆2，390，2＆1，261％，D2－3群の妊娠率は，

各々636，60．2，5m，359％，多胎率3α5，2仕4，2α6，

117％であった．【考察】33歳以下ではD2－3群で

30％近くに多胎を認め，また一絨毛膜性双胎を含む品

胎もみられ，多胎防止の観点からSBTを積極的に勧め

るべきと思われた．34～36歳でもSBT群の妊娠率は

高く，採卵回数が少ない症例で単胎妊娠希望例では積

極的に勧めて良いと考えられた．37歳以上では症例が

少ないためSBTの効果は判断できないが，　DBT群で

は多胎率が高く症例毎に判断する方がよいと思われ

た．

30．アディポネクチン測定によるインスリン抵

　　抗性の再評価

　　　　○徳永義光，佐久川政男

　　　　　　　（アドベンチストメディカルセンター）

　　　　　徳永季子　　（かみや母と子のクリニック）

　インスリン抵抗性は不妊症および習慣流産の原因の

一つである．メトフォルミンが治療に汎用されている

が，抵抗性症例も経験する．インスリン抵抗性を左右

する因子として肥大した脂肪細胞からはTNF一αや

FFA，レジスチン等のインスリン抵抗性惹起因子が分
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泌されるのに対して，小型脂肪細胞からはアディポネ

クチンが分泌されインスリン感受性元進に働いてい

る．メトフォルミンはアディポネクチンを介した作用

ではないため，アディポネクチン低値の症例では効果

が少ない．ピオグリタゾンは脂肪細胞のPPAR一γを刺

激し，その結果アディポネクチンを増量させる．今回

我々は糖負荷検査によるインスリン抵抗性の診断と血

清アディポネクチン値の測定を行い，治療薬の選択に

ついて検討したので報告する．平成16年7月から12

月までに同意の得られた50症例に，早朝空腹時75g

糖負荷を行い0分・60分・120分の血糖とインスリン

を計測，同時にアディポネクチンも計測した．血清ア

ディポネクチン値の平均は9．8±42μg／d～であった．

HOMA－IRの平均は1．63±IOであった．アディポネク

チンはHOMAJRと負の相関を示したが，　HOMA－IR

が低値の症例でもアディポネクチン分泌不良例も認め

た．アディポネクチン低値例に対してはピオグリタゾ

ン15mg／日を使用し良好な結果を得た．

3L　Latent　hypothyroidism（LHT）の臨床的意

　　義についての検討

　　　　○氏岡威史，田島朝宇，本田律生

　　　　　内野貴久子，岩政　仁，大場　隆

　　　　　岡村　均

　　　　　（熊本大大学院医学薬学研究部産科学分野）

　血清TSH基礎値，　free－T3，　free－T4は正常範囲であ

るが，TRH負荷後のTSH値が高値を呈するLHTの

臨床的意義の検討を行った．当科を挙児希望にて受診

し，free－T3，－T4が正常範囲内であった45症例を対

象とした．TSH＞46　mU／1をsubclinicalhypothyroid－

ism（以下SC，　n＝9）群とし，　TSH〈／＝46　mU／1かつ

TRH（025　mg）負荷30分後TSH＞／＝25　mU／1を

LHT（n＝20）群，　TSH〈25　mU／1をコントロール（C

群，n＝16）とした．年齢・経妊経産回数・およびBMI

に有意差はなかった．排卵障害症例はC群に比較して

SC群およびLHT群に有意に認められた（各1例，4

例，15例；p＜α05）．LH／FSH比，　DHEA－S，　free－

testosterone値はC群およびSC群に比較してLHT

群は有意に高値であった（各P＜α05）．また，PCOS

全12例のうち10例（83％）がLHT群に含まれ，卵巣

がPCO様を呈する全14例のうち11例（78％）がLHT

群に含まれた．LHT群において，　PCOS群（n＝10）お

よびnon－PCOS群（n＝10）間で，上記ホルモン値，

HOMA－IRに有意差はなかった．　hypothyroidismは卵
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巣機能低下をきたしうるが，以上より，特にLHTは

PCOSとの病態の関連が示唆され，またTSH基礎値が

正常範囲内である不妊症症例にTRH負荷試験を行う

有用性が示された．

32．酢酸リュープロレリン投与により一過性甲

　　状腺機能尤進症を認めた1例

　　　　○中島　章，古賀文敏，岩下弘子

　　　　　藤本剛史，堀　大蔵，嘉村敏治

　　　　　　　　　　　　　（久留米大産科婦人科学）

　【緒言】酢酸リュープロレリンをはじめとするGnRH

agonistは，長期間の使用により更年期症状が出現し，

体重減少や発汗など時として甲状腺機能元進症状との

鑑別が必要な時がある．今回GnRH　agonistの使用と

甲状腺機能異常の関連が示唆される症例を経験したた

めに文献学的考察を含めて報告する．【症例】症例は，

31歳の女性で未経妊．既往歴として29歳時に子宮内

膜症のため酢酸ナファレリンの治療歴あり．挙児希望

にて当科不妊外来受診となり，原発性不妊症，子宮内

膜症性嚢胞疑いのため腹腔鏡手術を予定した．酢酸

リュープロレリン先行後，腹腔鏡下卵巣嚢腫切除術施

行し，子宮内膜症rAFS42の診断で，術後も酢酸リュー

プロレリンを続行した．術前より甲状腺の腫大認めて

いたが，機能異常を認めなかった．酢酸リュープロレ

リン4クール施行時に体重減少，甲状腺腫大のため再

検し，FT364　pg／ml，　FT4220　ng／ml，　TSHαOl4

μIU／mlと甲状腺機能充進を認め，抗Tg，抗TPO抗

体陽性を示した．Aspiration　biopsyにて異型細胞認め

ず，経過観察とした．酢酸リュープロレリン中止後，

2カ月で甲状腺機能は正常化し，抗TPO抗体も陰性化

した。【考察】本例では，酢酸リュープロレリン投与に

より無痛性甲状腺炎を発症した可能性が考えられる．

33．卵管におけるchemo㎞e産生は寸するLPS

　　の影響

　　　　○伊東裕子，奈須家栄，河野康志

　　　　　宇津宮隆史，楢原久司，宮川勇生

　　　　　　　　　　　　（大分大医学部産科婦人科）

　【目的】正常卵管は無菌であるが，上行性感染が起こ

ると，卵管閉塞・卵管留水腫などの不可逆的変化を生

じる、今回，細菌感染に対する卵管の免疫機構につい

て検討した．【方法】患者の同意を得て手術時に採取し

た卵管より，卵管上皮細胞および間質細胞を分離，培

養した．卵管上皮細胞と卵管間質細胞のそれぞれに，
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LPS，　IL－1β，　TNFαで24時間刺激した後，培養上清を

回収，培養上清中のCXC－chemokine（GCP－2，　GROα，

ENA78）をELISA法で測定した．また，　western　blot－

ting法により，tolHike　receptor（TLR）4，　IL－1R，　TNF－R

蛋白を測定し，さらにLPS，　IL－1β，　TNF一αで5分間刺

激後の非リン酸化kB一α（non－plxB一α），リン酸化

（plKB一α）蛋白も測定した．【結果】卵管上皮，間質細

胞ともに無刺激でCXC・chemokineの産生を認めた．

卵管上皮細胞および間質細胞では，TNF・αまたは

IL1βの刺激によりCXCchemokine産生が有意に増

加した．LPS刺激により，卵管間質細胞では
chemokineの産生増加が認められたが，卵管上皮細胞

では認められなかった．卵管上皮細胞にはLPSのre－

ceptorであるTLR　4の発現が認められなかった．【結

論】正常卵管上皮細胞では，LPSによるchemokine

の産生増加が認められなかった．これはTLR　4が存在

しないことによると考えられた．卵管に感染が生じ上

皮が傷害されると，間質のLPSに対する強い炎症性反

応が惹起されることが推測された．

34．均衡型相互転座より発生する不均衡型転座

　　胚（児）の重篤性に関する判定法の検討

　　　　○田中　温，永吉　基，粟田松一郎

　　　　　姫野憲雄，田中威づみ，竹本洋一

　　　　　鍬田恵里

　　　　　　　　　　　（セントマザー産婦人科医院）

　【目的】均衡型相互転座保因者の着床前診断が適応と

なるか否かは，重篤性の有無によって決定される．不

均衡型となった胎児（胚）の中には，出生後長期間の

生存可能な症例や短期間の後に死亡する症例が認めら

れ，重篤さの判断が難しい．今日我々は，不均衡となっ

た胎児（胚）の出生の可能性を各症例における切断点

から遠位端までのセグメントの大きさおよび染色体の

番号より算出する判定法を用いて検討したので，その

結果について報告する．【方法】Stengel－Rutkowski

らの判定法，HC－Foramの判定法，　Schinzelの方法で

判定した．習慣流産患者4仕XX，t（1；8）（p13；p21），

46，XX，t（6；12）（p112，　p11，2），4〈元XYJ　（3；10）（p23；

q22），46XXよ（1；4）（q23；p15．1）を対象とした，【結果】

4症例の3法による不均衡児の出生の確率は，（0，

213％，　0），（0，　367％，　0），（0．4，　9．06％，　0），（03，

2．13％，0）であり4症例とも不均衡型転座児は全て流

産することを予測している．【結論】習慣流産の着床前

診断の必要性を判断する際に，各種方法を用いること

●
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●
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により重篤性を客観的に予測できることが示唆され
た．

35．体外受精妊娠のVanishing　twinの検討

　　　　○永吉　基，田中　温，粟田松一郎

　　　　　姫野憲雄，田中威づみ

　　　　　　　　　　　（セントマザー産婦人科医院）

　胚移植前のPGS（preimplantation　genetic　selection）

は，年齢の上昇に伴い卵のaneuploidyが増加するた

め，必要であるとする報告がある．また，PGSの必要

性の根拠の一つとして，最近Vanishing　twinの原因が

染色体異常卵であるという報告がある．今回私たちは，

当院で体外受精施行双胎妊娠のVanishing　twinの頻

度と妊娠経過について，検討し報告する．Vanishing

twinとは，（1）胎嚢が2個，胎児心拍2個が1個に消

失したもの，（2）胎嚢が2個，胎児心拍が初めから1

個のものと定義する．Complete　abortionとは，胎嚢2

個，胎児心拍が1個ないし2個あったものがすべ消失

したものとする．【結果】a．（1）胎嚢2個，胎児心拍2

個が1個になった24／34（7α6％）（2）胎嚢2個，胎児

心拍1個10／34（294％）b．胎児心拍消失期間：Van－

ishing　twin　8～13週，　Complete　abortion　8～10週

c．Vanishing　twinの頻度34／278（12．2％）Complete

abortionの頻度8／278（29％）d．予後28週子宮内胎

児死亡の一例以外は，正期産および妊娠経過は順調で

ある．【結論】体外受精妊娠の双胎におけるVanishing

twinは122％，　Complete　abortion　29％と低く，妊娠

経過も順調である．

36．当院における過去5年間の子宮外妊娠症例

　　に対する検討一ART症例を中心として一

　　　　○姫野憲雄，田中　温，永吉　基

　　　　　粟田松一郎，田中威づみ，竹本洋一

　　　　　　　　　　　（セントマザー産婦人科医院）

　ARTに起因する子宮外妊娠は，　ART普及やSTD

の増加等で増加傾向にあるといわれている．そこで当

院で過去5年間に経験した87例の子宮外妊娠を検討

し，ARTに起因する28例に関しても臨床的検討を加

えた．87例の全子宮外妊娠の中で，卵管因子としたも

のは54例（61％），非卵管因子としたものは33例

（39％）であった．ART起因のものでは卵管因子18

例（64％）と，全体と同様の傾向であった．子宮卵管

造影や腹腔鏡，開腹所見を参考に，卵管周囲に炎症や

癒着を認めたものを卵管因子とした．それぞれの内訳
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は，（ART起因／全体）とすると，卵管水腫（5例／10

例），子宮内膜症（4例／11例），クラミジア感染（4

例／9例）であり，子宮外妊娠の再発（3例／5例）を含

め開腹既往も（6例／11例）みられた．子宮因子につい

ては，ART起因では胚移植時の子宮内膜の厚さは，平

均79mmと非薄化傾向を示していた．子宮筋腫や腺

筋症，流産，中絶の既往も（8例／15例）認めた．ART

に起因するもので胚の質という観点からは，良好な胚

を移植し得たものは12例で，普通程度が16例であり，

平均胚移植数はa7個であった．今回の検討からART

に起因する子宮外妊娠は，非ARTによるものと同様

卵管因子の関与が強く，移植した胚因子の影響は少な

いものと考えられた．また，子宮内膜の厚さ等子宮因

子の関与の可能性も示唆された．

37．r冊一ETによる子宮外妊娠例に関する検討

　　　　○神山　茂，山城貴恵，照屋陽子

　　　　　金澤浩二

　　　　　　　　（琉球大医学部器官病態医科学講座

　　　　　　　　　　　　　　　　女性・生殖医学）

　【目的】当科で施行したIVF－ETによる子宮外妊娠成

立症例について，その後の治療成績も含めて検討した．

【方法】1988年9月から2004年6月の期間に，当科で

IVF－ET施行にて発症した子宮外妊娠症例11例を対

象とした．子宮外妊娠の診断は，腹腔鏡あるいは経膣

超音波検査による胎嚢確認により行った．【成績】子宮

外妊娠の発症率は3．O％（11／365）であり，その平均年

齢は353±48歳であった．IVFの適応が卵管因子で

あったのは9例（81β％）であり，卵管留水症が3例

（2例は両側性）あった．子宮外妊娠既往例は2例（1

例は両側卵管切除例）であった．子宮外妊娠部位は，

卵管10例（両側同時2例），頸管1例であった．1例は

子宮内外同時妊娠例であった．hCG投与前の子宮内膜

厚が10mm未満の症例は10例中5例であった．外妊

手術後，IVF－ETを継続したのは9例あり，その妊娠率

は，胚移植当たり1丘7％（4／24），患者当たり444％

（4／9）であった．【結論】（1）IVF－ETにより子宮外妊

娠となった症例においては，その適応は卵管因子が高

率であった．（2）子宮内膜厚が薄い症例が，多い傾向に

あった．（3）IVF－ETによる子宮外妊娠後のIVFの妊

娠率は，IVF－ETによる自然流産後のそれに比してや

や低率であると思われた．



70（130）

38．不妊症および卵巣チョコレート嚢胞でフォ

　　ロー中に発見された悪性腫瘍の3例

　　　　○北島道夫，藤下　晃，今村健仁

　　　　　森山伸吾，増崎英明，石丸忠之

　　　　　　　　　　　　　（長崎大医学部産婦人科）

　今回，当科で不妊症の精査加療中および40歳以下で

チョコレート嚢胞としてフォロー中に発見された悪性

腫瘍3例をretrospectiveに検討した．【症例1】36歳，

原発不妊症にて平成2年3月から当科で精査・加療中

であった．子宮内膜症1期の診断で，待機療法，GnRH－

a療法およびDanazol膣錠などで治療したが妊娠成立

せず，14年10月の再診時，超音波で充実部分を認め，

15年3月には腫瘍径が増大（最大径6cm）し，　CA125

値も上昇した．悪性腫瘍を疑い右附属器摘出術を施行

した．卵巣癌Ia期で混合性上皮性腫瘍であり，内膜症

との移行像がみられ，悪性転化例であった．【症例2】40

歳，未婚，平成6年下腹痛を主訴に近医を受診，骨盤

内腫瘤を指摘され，2月当科へ紹介された．卵巣チョコ

レート嚢胞とPIDの合併として治療したが，その後，

右附属器の腫瘤径は5cm大であったが，充実部分お

よび腫瘍マーカーの上昇がみられ，11月開腹後に根治

術を施行．類内膜腺癌Ic期であり，共存例であった．

【症例3】26歳未婚卵巣チョコレート嚢胞の診断で，

前医でGnRH－a治療が行われたが腫瘍マーカーが上昇

傾向にあるため平成9年9月，当科へ紹介．その後，

11月下旬下腹痛が出現，腫瘤径6cm大であり，チョコ

レート嚢胞の破裂を疑い腹腔鏡を施行したが，悪性腫

瘍であり，開腹後に左附属器摘出術を施行した．漿液

性腺癌Ic期で術後化学療法を追加した．卵巣チョコ

レート嚢胞と悪性腫瘍との共存例や悪性転化は稀では

あるが，ときに遭遇する．卵巣癌共存および妊孕能温

存の観点から，私たち教室の嚢胞径を指標としたチョ

コレート嚢胞の取り扱い基準について言及する予定で

ある．

39．ART採卵術前の卵巣内膜症性嚢胞に対する

　　内容除去アルコール固定術の有用性に関す

　　る検討

　　　○詠田由美，本庄　考，池上芳美

　　　　守田道由，石田弘美，渡辺久美

　　　　奥野加奈子，愛甲恵利子

　　　　　　　　　　　　（IVF詠田クリニック）

【目的】卵巣内膜症嚢胞（EC）内容の培養系への混入
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は胚発生に影響を及ぼすことが報告されており，それ

を避けるためART採卵術前にはECに対して摘出あ

るいは除去が必要となる．ECに対してART採卵術前

に内容除去アルコール固定術を行ったので，その治療

成績を報告する．【方法】当院にてアルコール固定術施

行後にARTを行った24例47採卵周期（アルコール

群，350±2．7歳）とECの摘出既往のあるART症例

23例52採卵周期（摘出群，34．6±37歳）とのART

治療成績を比較した．【成績】アルコール群／摘出群の

E2値1，636±1，161／1233±821　pg／ml，　hMG投与量

2，169±732／1，918±7191U，採卵数70±40／45±3．1個，

正常受精卵数48±3．1／3．6±22個，hCG拡散率は

0β2±0．13／058±0．15であった．ET数は両群ともに

2．5±α8個で，ET胚に良好分割形態胚を含む周期は，

アルコール群で10周期，摘出群で4周期であった．ア

ルコール群では13症例17周期（対症例妊娠率54％，

対採卵周期妊娠率36％）に妊娠成立し，摘出群の7

症例7周期妊娠（対症例30％，対採卵周期13％）に比

較し有意に高い妊娠率であった．【結論】ART採卵術

前のECに対する治療として，内容除去アルコール固

定術は有用な方法であると考えられた．

40．月経困難症を主訴とした子宮内膜症例に対

　　する維持療法としての低用量経ロ避妊薬の

　　意義

　　　　○讃井絢子，井上善仁，園田桃代

　　　　　田村理子，瓦林達比古

　　　　　　　　　　　　　（福岡大医学部産婦人科）

　近年少子化や晩婚化に伴い子宮内膜症は増加傾向に

あり，それに伴って未婚で初診時には挙児希望がなく，

月経痛を主訴として来院する症例に遭遇する機会も増

えている．このような症例ではQOLを損なわない治

療が求められる．そこで低用量経口避妊薬（OC）が子

宮内膜症の維持療法として有効であるか否かを検討し

た．過去3年間で月経痛を主訴として当科を初診した

子宮内膜症患者のうち維持療法としてOCの投与を

行った27例（平均年齢26．8±45歳）で，投与前後の経

膣超音波検査によるチョコレート嚢胞の平均径の変

化，CA125値の変化，月経痛のvisual　analog　scale

（VAS）の変化を後方視的に検討した．チョコレート嚢

胞は27例中11例に認め，OC投与前の平均径は

27．4±80mmであった．投与1年後には25！7±90

mm，2年後は2α5±99　mmと有意な変化は認められ

なかった．CA125はOC投与前444±55．3　U／ml，1年

4
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後39±299U／m1，2年後358±58βU／mlで低下傾

向はあるが有意な変化はなかった．一方月経痛のVAS

は投与前は＆0±1．5と高値であったが，投与初回の消

退出血時に43±2．4と有意に低下し，さらに1年後に

は1潟±18，2年後にはα9±13とさらに低下してい

た．以上からOC投与は月経痛を主訴とする未婚子宮

内膜症患者の維持療法としては有用な方法であると考

えられた．

41．不育症に対する低用量アスピリン療法の効

　　果に関する検討

　　　　○内田聡子，田中義弘，中村博子

　　　　　古賀美保，野崎雅裕　　　　　　（九州大）

　抗リン脂質抗体が反復流早産，原因不明の子宮内胎

児死亡，子宮内胎児発達遅延，重症妊娠中毒症などの

原因となることはよく知られており，凝固系への障害

作用や着床時の絨毛細胞に直接細胞障害作用を及ぼし

て着床障害の原因になると考えられている．抗リン脂

質抗体には保険診療で測定が認められていないものが

多く，不育症の患者に抗リン脂質抗体症候群を疑って

も，検査・診断に苦慮することがしばしばである．今

回当科不妊外来を受診した挙児希望のある不育症の患

者に対して低用量アスピリン療法を行い，この2年内

に妊娠が成立した10例について検討を行った．初診時

の平均年齢は325歳，治療前の平均妊娠回数は40回，

平均分娩回数は06回であった．抗カルジオリピン抗

体陽性例が1例，抗核抗体陽性例が2例，LAC陽性例

が2例，いずれも陰性であった例が5例であった．妊

娠前，もしくは妊娠判明時より患者の同意を得て低用

量アスピリン81mgを連日投与した．10例中8例で生

児を獲得し，その中で7例は正期産，1例は妊娠34

週で胎児仮死のため帝王切開術となった．他の1例は

妊娠継続中，1例はその後の受診がなく帰結は不明で

ある．不育症の診療において抗リン脂質抗体の測定は

不可欠であるが，保険診療で認められた抗カルジオリ

ピン抗体，抗核抗体，LAC陽性例のみならず，陰性例

でも反復流早産患者に対して，低用量アスピリン療法

は効果的であると考えられた．

42．病診・診診連携のための不妊治療後妊娠例

　　の解析

○本庄　考，池上芳美，守田道由

　渡辺久美，奥野加奈子，石田弘美

　愛甲恵利子，詠田由美
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　　　　　　　　　　　　　　（IVF詠田クリニック）

　【目的】ARTを中心とした無床診療所の開設が多く

見られ，無床診療所では妊娠成立後は産科施設に患者

を紹介，管理を委ねることとなる．不妊専門診療所か

ら病診・診診連携を円滑に行うための情報を解析する

目的で，不妊治療で妊娠に至った症例を対象に，その

背景ならびに妊娠転帰に関しての検討を行った．【方

法】当院での不妊治療にて妊娠に至った750症例（延

べ869妊娠）を対象とした．【結果】869妊娠中35歳以

上が25％を占め，全体の4％は40歳以上であった．

治療の内訳は，ART　292，　AIH　164，排卵誘発285，その

他の治療88であった．182妊娠は初期に妊娠が完結

し，687妊娠が他医院へ転院となった．転院先医療機関

は，単科の病院診療所（診療所），複数科でなる病院

（病院），大学病院ならびに周産期センター（周産期C）

の3群に分類し検討した結果，ART症例では周産期C

での分娩が30％と高く，5％が28週未満の早産で

あった．また687妊娠中，単胎87％，双胎12％，品胎

1％で，双胎の57％が周産期C分娩となった．また40

歳以上の症例では早産との関連は認めなかったが，

25％が周産期Cでの分娩であり，婦人科及び内科合併

症を有する症例は35％が周産期Cでの分娩となっ

た．分娩が終了した429例は，診療所69％，病院12％，

周産期C19％の分娩であった．その背景には，多胎妊

娠，高齢妊娠，合併症との関連が示唆された．【考察】不

妊治療では患者の状態を的確に把握し，患者ならびに

転院医療機関に患者情報を提供し，より合併症の少な

い治療への更なる努力が必要であると考えられた．

平成17年度日本不妊学会中部支部学術集会

日時　平成17年6月11日（土）

会場　アクトシティ浜松コングレスセンター5階会議

　　　室

特別講演（16130～17：30）

座長　浜松医科大学産婦人科　金山尚裕

「黄体における血管網の構築」

　　　　○杉野法広　　　（山口大医学部生殖・発達・

　　　　　　　　　　感染医科学講座（産科婦人科））

　黄体は，成熟した卵胞が排卵した後に，願粒膜細胞

が黄体細胞に分化して形成される器官で，機能的にも

形態学的にも卵胞とは全く異なった実質臓器となる．

この黄体の形成には，他の臓器と同じように，血管の
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新生による血管網の構築が重要である．正常な血管網

の構築には，血管新生のほかに血管の質的変化，すな

わち血管の成熟や安定性も重要である．血管新生は，

血管内皮細胞の増殖因子であるVascular　Endothelial

Growth　Factor（VEGF）により調節されていることが

知られている．しかし，近年，この血管新生には，血

管の安定化や脱安定化が必要であることがわかってき

た．血管の安定化には，Angiopoietin（Ang）による血

管内皮細胞と血管支持細胞の相互作用が関与する．す

なわち，血管の安定化にはAng－1がAng－2に比べ優位

になり，脱安定化にはAng－2が優位になる必要があ

る．一般的には，血管新生には，Ang－2優位による血管

支持細胞の脱安定化と共にVEGFによる血管内皮細

胞の増殖が必要であり，血管成熟には，Ang－1優位によ

る血管内皮細胞と血管支持細胞の相互作用による血管

の安定化が必要とされている．一方，血管の退縮には，

血管支持細胞の脱安定化と共にVEGF作用の欠如に

よる血管内皮細胞の細胞死が必要とされている．ヒト

の黄体についてみると，黄体期初期はAng－2が優位な

環境であるため血管は脱安定化，すなわち未熟である

が，VEGFの存在で血管新生がおこっている．中期に

はAng－1が優位となり血管は安定化し，　VEGF発現も

初期と比べ増加しないため血管新生はとまるが，血管

は成熟している．妊娠が成立せず退縮に向かうと，

Ang－2が優位となり血管は脱安定化し，　VEGF発現も

低下するので血管は退縮する．興味深いことに．妊娠

が成立するとAng・1優位となるほかVEGF発現も中

期に比べ増加し，結果として血管新生は充進していた．

すなわち，妊娠黄体では血管新生と血管の安定化・成

熟が同時におこっていると考えられる．そこで，実際

に黄体における，血管新生と血管の安定化・成熟過程

を動物モデル（妊娠ラット）を用い詳細に検討した．

黄体血管の安定性は，黄体内血管からのEvans　Blue

色素の漏出度を定量することにより評価した．黄体期

初期は，黄体内の血管は未熟であるが，妊娠が成立し

胎盤性黄体刺激ホルモンで黄体が維持される時期（中

期）には，Evans　Blueの血管漏出性は低く血管は安定

化しており，さらにAng－1優位であるほかVEGF発現

の増加とともに血管新生が充進しており，やはり，血

管新生と血管の安定化・成熟が同時におこっているも

のと考えられた．そして，退縮期には黄体内の血管は

脆弱化することがわかった．血管網の構築は，全身す

べての臓器の形態形成や機能維持にきわめて重要な

ファクターである．黄体の発育に伴う正常な血管網の

日不妊会誌50巻3号

構築過程を明らかにすることは，単に黄体機能の調節

機構の解明だけでなく，臓器再生や血管再生医学の分

野にも有用な情報を提供するものと考えている．

1－1．不妊治療開始後結合型エストロゲン内服増

　　　量によりFSHの低下を認め妊娠に至った

　　POFの1症例

　　　　○渋谷伸一，尾崎智哉

　　　　　　　　　　　（聖隷浜松病院不妊内分泌科）

　POFは40歳未満で無月経となり，内分泌学的に高

ゴナドトロピン性低エストロゲン血症となる症候群で

あり，原因は多岐にわたるが，明らかでないことが多

い．挙児を希望する場合の治療としてエストロゲン療

法やGnRHa療法が挙げられるが，一般的に妊娠は容

易ではないといわれている．今回我々は22歳頃に続発

性無月経となり，近医にて治療開始．その後精査希望

にて24歳6カ月より当科受診，橋本病を合併してお

り，FSH　662　mIU／ml，　LH　31．1　mlU／mlと上昇してい

た．当科にて結合型エストロゲン0β25mgによる

Kaufmann療法を開始．2周期施行したところでFSH

12＆8mlU／mlとさらに上昇していた．挙児希望あり，

24歳11カ月より当院不妊外来通院．結合型エストロ

ゲン1．25mgに増量し，3周期施行したところFSH

173mIU／mlと低下したため，一時Kaufmann療法を

中止し排卵を期待したが，排卵せず，4カ月後にはFSH

676mIU／mlと上昇を認めた．25歳8カ月より再度

Kaufmann療法を開始．2カ月目にはFSH　40C　mIU／

mlと低下，6回施行したところでKaufmann療法を中

止．26歳3カ月より再度Kaufmann療法を開始．1

コース施行したところでFSH　98　mlU／mlと低下を認

め，2コース目を開始したその後消退出血なく，2コー

ス目終了後1週間目に妊娠反応陽性を確認．翌日外来

受診し，経膣超音波にて胎嚢を確認した．一般的には

POFでは排卵・妊娠は容易ではなく，　GnRHa療法や

hMG療法のうえAIHやIVEETを施行し，少ない
チャンスを逃さないようにする事が必要であるといわ

れている．今回の症例では結合型エストロゲン0625

mgを使用したKaufamnn療法ではFSHは低下せず，

結合型エストロゲン1．25mgにてFSHは低下し，自然

排卵により自然妊娠に至ったが，POFの治療にはエス

トロゲンの補充量も重要であると思われた．
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1－2．アッシャーマン症候群TCR後に内外同時

　　　妊娠を来した1症例

　　　　○辰巳佳史，大沢政巳，篠原有美

　　　　　佐藤真知子，伊藤知華子，都築知代

　　　　　上條浩子，山田礼子，浅井正子＊

　　　　　成田　収

　　　　　　　　　　　　　　（成田育成会成田病院，

　　　　　　　レディスクリニックセントソフィア＊）

　近年クラミジアなどの性感染症の流行，不妊治療の

進歩に伴い子宮外妊娠は増加の傾向にある．特に不妊

治療においては排卵誘発剤の使用やARTの結果，内

外同時妊娠のような特殊な子宮外妊娠が起きることが

ある．今回アッシャーマン症候群TCR後に内外同時

妊娠を来した1症例を経験したので報告する．症例は

40歳の1経妊0経産．既往歴として平成6年に流産の

ため子宮内容除去術を受けている．平成16年7月8

日不妊症精査のため当院に紹介され，HSGと子宮鏡検

査を行ないアッシャーマン症候群と診断した．平成16

年9月9日にTCRを行い子宮内腔の癒着を剥離，術

後にカウフマン療法を2クール行なった．その後クエ

ン酸クロミフェン50mgを5日間投与したところ，タ

イミングのみで妊娠が成立した．妊娠4週4日に妊娠

反応陽性，5週4日に子宮内にGSを確認した．しかし

6週4日になってもFHB（一）であったため稽留流産

を疑っていたところ，翌日の6週5日に腹痛を訴え来

院したため経膣超音波断層法を施行した．エコー所見

で腹腔内出血を疑わせるEFSと右卵管の腫大を認め

たため内外同時妊娠を疑い腹腔鏡を施行した．腹腔内

に50mlの出血，右卵管の腫大，卵管采からの凝血塊の

排出があり，右卵管妊娠流産と診断したので右卵管切

除術を行なった．子宮内妊娠は稽留流産であったので

子宮内容除去術も施行した．当院においては，これま

で過去5年間に5例の内外同時妊娠を経験しているが

すべてART後の症例であり，その発生率はα29％（5／

1，719）であった．今回の症例はART以外の不妊治療に

よって初めて発生した内外同時妊娠である．文献的に

は内外同時妊娠の発生率は自然妊娠において003％，

ART後妊娠では約1％と稀であるが，排卵誘発剤を使

用した症例，複数個の胚を移植した症例の場合は内外

同時妊娠の可能性があることを念頭に置いた経過観察

が必要である．
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1－3．不妊治療前後に発症した膀胱／直腸／胸腔内

　　　子宮内膜症の3例

　　　　○原田統子，岸上靖幸，後藤真紀

　　　　　下村裕司，柴田大二郎，岩瀬　明

　　　　　安藤寿夫，吉川史隆

　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋大産婦人科）

　子宮内膜症が不妊症に多く合併し妊孕性の低下をも

たらすことは，良く知られている．子宮内膜症は全身

何れの部位にも発生しうる疾患であるが，その大部分

は骨盤腔内に発生する．最近我々は当院での不妊治療

前後に発症した，それぞれ異なる部位の子宮内膜症を

経験したので報告する．【症例1】G（0）P（0）．初経13

歳．月経周期不整．月経量中等度．月経痛軽度．36

歳の時，ART目的目的で当院紹介．男性因子にて

IVF／ICSIのための採卵を13回行うも妊娠に至らず．

40歳の時，月経前後に下腹部痛あり経膣エコーにて膀

胱壁の肥厚が認められたため，泌尿器科依頼したとこ

ろ，尿潜血（3＋）であった．膀胱鏡にて隆起病変認め

られTUR－BT施行，病理診断は膀胱子宮内膜症だっ

た．術後は症状改善し本人との相談にて不妊治療再開

した．現在術後8カ月に至るまで再発は認めていない．

【症例2】G（0）P（0）．初経12歳．月経周期整．月経量

中等度．月経痛軽度．33歳の時，月経痛のためA病院

受診し，不妊治療を開始した．34歳頃月経前より下血

と発熱があり，B病院消化器内科受診．大腸ファイバー

にて隆起病変あり．生検をにて直腸子宮内膜症の診断

となる．その後当院受診．GnRHa治療で病変縮小を認

め，引き続きIVF施行となったが，現在（35歳）も不

妊治療中．【症例3】G（0）P（0）．初経14歳．月経周期整．

月経量中等度．月経痛軽度．32歳頃より月経随伴性気

胸あり，C病院呼吸器内科受診．臨床症状より胸腔内子

宮内膜症と診断．不妊治療を希望しD病院受診．子宮

筋腫が認められ筋腫核出術施行．34歳の時，C病院呼

吸器外科にて胸腔鏡施行．その当院紹介受診となった

が，受診直後の月経時により気胸となり当院呼吸器内

科入院となった．その後は月経時に呼吸苦軽度出現す

る周期あるも入院とならず，外国長期滞在を経て37

歳で融解胚移植により妊娠に至ったが稽留流産とな

る．

仁4．腹腔鏡を用いた早発卵巣不全のマネージメ

　　　ント

○吉田麻里子，廣田　穣，松岡美杉
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　　　　　中村あずみ，西尾永司，西澤春紀

　　　　　塚田和彦，多田　伸，宇田川康博

　　　　　　　　　　　　（藤田保健衛生大産婦人科）

　【目的1早発卵巣不全の患者に対し腹腔鏡を用いて，

卵巣の形態や，採取した卵巣の組織学的所見を評価し

た．それらと治療予後との関連につき後方視的に検討

した．【方法】早発卵巣不全と診断し治療を行った19

名を対象とした．無月経発症年齢の平均は2＆5歳（20

歳～38歳）であった．19名のうち12名に対し腹腔鏡

を行い，観察した卵巣の肉眼的所見によって硬化型，

萎縮型，低形成型の3群に分類した．各卵巣の組織標

本より原始卵胞の有無を調べ，治療予後との関連につ

いて検討した．【結果】19例のうち8例において排卵誘

発に成功した（42．1％）．腹腔鏡を施行した12例のうち

4例で排卵誘発に成功した．残りの8例は治療に抵抗

し排卵しなかった．排卵に成功した4例のうち組織中

に原始卵胞を認めたのは2例（50％）であった．排卵

不成功に終わった8例のうち，原始卵胞を認めたもの

は1例のみ（142％）であった．卵巣の肉眼所見からの

検討では，硬化型にのみ原始卵胞を認めた．また，排

卵誘発法に関しては，結合型エストロゲンとプロゲス

テロンの周期投与の後GnRHa（long　protocol）＋llMG－

hCGを行った症例において高い排卵率が得られた．

【結語】早発卵巣不全に対し卵巣の形態や組織を検討す

ることにより治療予後の推定が可能であり，腹腔鏡は

そのための有用な手段となり得るものと思われた．

1－5。原因不明不妊症に対する腹腔鏡検査の有用

　　　性について

　　　　○森　稔高，浅井光興，新美　眞

　　　　　野口靖之，若槻明彦

　　　　　　　　　　　　　　（愛知医科大産婦人科）

　【目的】外来における通常の不妊症に対する検査で異

常を認めない，いわゆる“原因不明不妊症”（クラミジ

ア抗体陽性例を含む）に対し，腹腔鏡により腹腔内異

常の有無について精査した結果と妊娠予後について検

討した．【対象および方法】対象は平成7年1月から平

成15年12月までの9年間に，原因不明不妊症の腹腔

内精査のために腹腔鏡検査を施行し，6カ月以上経過

観察を行えた53例である．年齢は3m±29歳で，平均

不妊期間は53β±24．7カ月であった．44名が原発性不

妊症であり，9名が続発性不妊症であった．検討した項

目は子宮内膜症，付属器癒着，クラミジア抗体の有無

などと妊娠予後についてである．【結果】腹腔鏡検査に

日不妊会誌50巻3号

より腹腔内に異常を認めなかった症例は，19例

（35B％）であった．異常を認めた34例中，付属器癒着

を伴う子宮内膜症を認めたのが10例，癒着のない内膜

症を認めたのが11例で，内膜症のない付属器癒着が

13例（245％）に認められた．クラミジア抗体検査を施

行した39症例中11例がIgG陽性であり，このうち内

膜症のない癒着症例は5例（455％）に認められたが，

IgG陰性例では内膜症のない癒着は4例（4／28：

143％）のみ（p＜005）であった．術後，体外受精以外

の妊娠例は13例（13／53：245％）に認められたが，内

膜症のない癒着症例では1例（1／13：7．7％）のみで

あった．体外受精を含めた全妊娠例は28例であった

が，内膜症や癒着の有無とは関連を認めなかった．【結

論】外来で行う諸検査では異常を認めない原因不明不

妊症に対し，腹腔鏡検査を行うことにより約2／3に異

常が認められた．また本法のみで約25％が妊娠するこ

とから積極的に腹腔鏡を行うべきである．

1－6．ゴナドトロピン療法後の妊娠に合併した卵

　　　巣過剰刺激に伴う卵巣茎捻転の1例

　　　　○竹内茂人，菅谷　健，鈴木孝明

　　　　　森本　誠，野田直美，高倉哲司

　　　　　　　　　　（済生会松阪総合病院産婦人科）

　卵巣過剰刺激症候群（OHSS）は，排卵誘発剤投与後

に発生する医原性疾患であり，卵巣腫大，血液濃縮，

腹水・胸水の貯留などを引き起こす．OHSSに伴う卵

巣腫大による卵巣茎捻転は，非常に稀ではあるが，血

行障害が進行している場合は，卵巣を摘出せざるをえ

ない場合もある．今回我々は，hMG／hCG／子宮内人工

授精（IUI）により妊娠成立（単胎）し，　OHSS（卵巣

腫大，腹水貯留1中等症）を発症するも，軽快傾向で

あったが，妊娠10週時に卵巣茎捻転を発症し，外科的

に嚢胞を穿刺・捻転解除を施行し，卵巣を温存しえた

症例を経験したので報告する．【症例】不妊歴：4年の

35歳．［OHSS発症時の治療］平成16年12月5日

hMG／hCG／IUI（hCG投与時：LH：3．l　mlU／ml，　E2：

1，012pg／ml，　P4：0、37　ng／ml）を施行．12月20日（妊

娠4週1日），妊娠反応陽性，両側卵巣腫大（80－90

mm），腹水貯留がみられ，　OHSS（中等症）と診断，12

月21日，入院管理となった．入院後，安静・水分制限

のみで，ほぼ腹水の消失を認めたため，12月30日退院

となった．平成17年1月27日（妊娠9週4日），CRL

26Bmm（9週5日相当），両側卵巣縮小傾向（60－70

mm），腹水（一），特に腹痛はみられなかった．2月2
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日（妊娠10週3日）突然，左下腹部痛がみられ緊急入

院．［入院時所見］超音波所見：胎児心拍（＋），左卵巣：

89mm，右卵巣：50　mm，子宮筋腫：27　mm，腹水：ご

く少量．血液検査所見：WBC：11，600μ1／ml，　CRP：

α0．左卵巣腫大部に一致して，圧痛がみられたため，左

卵巣茎捻転と診断し，緊急腹式手術を施行した．［手術

所見］左卵巣：約90mm大，暗紫色，90－180度捻転，

子宮前方に偏位．右卵巣：約50mm大．左卵巣の捻転

を解除し，嚢腫部2カ所を穿刺・内容液を排出し，卵

巣をダグラス窩に静置し，手術を終了．［術後］術後左

下腹部痛は消失，超音波検査（術後2日目）で，左卵

巣の血流を確認し，胎児心拍も確認した．【結語】OHSS

に伴う卵巣腫大による卵巣茎捻転は，血行障害がみら

れる場合でも，早期に診断し，迅速に外科的治療を行

えぱ，卵巣温存の可能なことが示唆された．

2－1．当院における体外受精胚移植の過排卵刺激

　　　直前のチョコレート嚢胞穿刺術の試み

　　　　○羽柴良樹，佐々木美緒，清水　望

　　　　　北坂浩也，太田亜希，内藤真弓

　　　　　服部久美子，永井利佳，長嶋有希子

　　　　　立木　都，園原めぐみ，浅田義正

　　　　　　　　　　　（浅田レディースクリニック）

　チョコレート嚢胞に対して手術療法が行われるが，

その後再発する症例も存在する．チョコレート嚢胞の

治療法のひとつとして経膣的穿刺術があるが，再発は

ほぼ必発にて穿刺のみの単独治療では効果が期待でき

ない．今回，私たちは，チョコレート嚢胞を有する体

外受精胚移植予定者で，過排卵刺激の直前で嚢胞穿刺

術を施行し，良好な結果を得たので報告する．2004

年4月から2005年2月までの間に，体外受精胚移植予

定者の中で，チョコレート嚢胞が卵胞の発育の妨げに

なると考えられた症例，または嚢胞が採卵の妨げにな

ると考えられた症例は7例であった．7例の年齢は，

30～35歳（平均33歳）で，うち6例が未経妊であった．

この7例のうち，開腹術，腹腔鏡手術や穿刺術の既往

がある症例は6例で1例が4回，3例が2回の手術既

往であった．手術方法につき十分説明し同意を得た後，

過排卵刺激開始の直前に，経膣的穿刺術を施行した．

チョコレート嚢胞を両側に認めるもの3例，片側のも

の4例であった．症例あたりの嚢胞内容量は23～85

ml（平均49．3　ml）であった．穿刺後，直ちに細胞診検

査を行い悪性像なきを確認した．7例のうち，6例が

GnRHアゴニストを用いたlong法を，1例がGnRH
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アンタゴニスト法を行った．採卵数は9～27個（平均

17．9個），M2卵数9～23個（平均143個）で，すべて

の症例で両側の卵巣から採卵することができた．7例

中5例でICSIを施行した．2PNの受精卵は7～19個

（平均1L1個）得られ，採卵2～3日後に2～3個（平均

29個）を胚移植した．その後，4例で単胎妊娠，1例で

双胎妊娠が成立し，この5例は妊娠フォローアップの

ため，他院へ紹介となった．残り2例は，余剰受精卵

を凍結保存しており，融解胚移植を予定している．チョ

コレート嚢腫合併の体外受精胚移植予定症例におい

て，卵巣過排卵刺激直前の経膣的な嚢胞穿刺術は，有

効な治療法の選択肢のひとつであることが示唆され
た．

2－2．選択的単一胚移植（eSET）により双胎妊娠

　　　を回避した1症例

　　　　○杉本利幸，弘島大輔，塩沢直美

　　　　　鈴木玲奈，高林香代子，安部正和

　　　　　井深京子，望月　修

　　　　　　　　　　（聖隷三方原病院不妊センター）

　ARTの大きな問題点として多胎妊娠が報告されて

から久しくなるが，最近になりようやく選択的単一胚

移植（eSET）で，妊娠率を低下させずに双胎妊娠の頻

度を減らす試みを実施する施設が本邦でも増加してき

た．ARTによる多胎妊娠で新生児集中治療室（NICU）

の加重負担と周産期罹患率の著しい上昇から，ART

の成果は単胎の生児率で評価すべきであるとの意見は

傾聴すべきであろう．そこで当センターでも今年から

双胎妊娠の頻度を減らす目的でeSETを導入し，これ

により単胎妊娠例を得たので若干の考察を加え報告す

る．【症例】卵管／男性因子：30歳，原発不妊8年　平成

17年2月に初回ICSIをlong法で計画し，採卵数9

個，成熟卵8個にICSIを行い7個が受精した．初回

ARTで年齢が若いことを考慮し，独自のTop　quality

embryo評価方法に準じday　3でeSETを行い単胎妊

娠が成立した．現在10週で順調に妊娠継続中である．

今回の症例は，もし従来通りの2個移植を行っていれ

ば双胎妊娠の可能性が十分示唆されeSETの導入は双

胎妊娠回避の有効な手段であったと思われる．今後も

妊娠率への影響の有無に注意を払いながら，さらに

eSETを積極的に採用していく方針である．
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2－3．若年性子宮体癌合併不妊におけるART妊

　　　娠の2例

　　　　○安部正和，望月　修，弘島大輔

　　　　　杉本利幸，鈴木玲奈，井深京子

　　　　　大西雄一，宇津正二，野田恒夫

　　　　　　　　　　（聖隷三方原病院不妊センター）

　緒言：40歳未満の若年性体癌は体癌全体の約5％

を占め，今後増加するものと考えられる．本疾患は

90％に月経周期異常，60％にPCOSが合併するとさ

れ，挙児希望例では寛解後に不妊治療の果たす役割は

大きい．今回，若年性体癌合併の原発性不妊に対しホ

ルモン療法後，速やかにARTで妊娠が成立した2例

を報告する．【症例1】33歳，2年間の原発性不妊

（PCOS，男性因子），子宮体癌にてH14／10紹介，高分

化型腺癌1a期と診断した．挙児希望強く十分なイン

フォームドコンセントの後，高用量MPA療法で

pathological　CRとなった．再発の危険性を考慮し，直

ちにICSIで不妊治療を開始．1回目のICSIで妊娠に

至らず，2回目のICSIをlong法で実施．単胎妊娠成

立，現在妊娠25週で順調な経過である．【症例2】37

歳，4年間の原発性不妊（黄体機能不全）．H12／11他

院で高分化型腺癌1a期の診断で高用量MPA療法で

寛解，再発を繰り返し，途中Clomiphen／AIH　4周期で

妊娠に至らず．3回目の再発後，H16／3紹介，高分化

型腺癌1a期と診断した．挙児希望強く十分なイン

フォームドコンセントの後，高用量MPA療法で

pathological　CRとなりlong法でIVF施行．現在1個

のGS確認したところである．【結論】若年性体癌の子

宮温存療法としてホルモン療法は多くの症例に有効で

あるが，寛解しても再発する症例も少なからずある．

不妊症が背景にあることが多く，不妊の治療期間を長

引かせるのは賢明ではない．そこでより確実な治療で

高い妊娠率が期待できるARTは，本症例に適した方

法と思われる．特に今回の症例1では男性因子もあり

ICSIを選択したが，このように不妊原因に適した最良

のARTを提供することにより最短の期間で不妊治療

を完結することは若年性体癌合併の不妊症の治療に際

し極めて重要である．

2－4．第2極体非放出卵におけるレスキュー

　　　ICSIの有効性に関する検討

○平林由佳，石井美都，俵　史子

　　　　　　（竹内病院トヨタ不妊センター）

日不妊会誌　50巻3号

　【目的】体外受精（IVF）における難治性受精障害の

救済処置として媒精翌日に行う顕微授精（lday　old

ICSI）があるが，報告によると妊娠率が15％～12．5％

と低値である．当院ではIVFにおいて媒精6時間後の

第2極体放出の有無により受精を予測し，第2極体の

みられない卵に対してICSIを施行している（レス

キューICSI）．今回，レスキューICSIの有効性につい

て検討した．【方法】2004年1月から10月に採卵を

行った443症例を，「IVF群」「ICSI群」「レスキュー

ICSI群」に分類し，受精率，胚盤胞発生率，妊娠率等

を比較検討した．【結果】受精率はIVF群446／633

（705％），ICSI群293／387（757％），レスキューICSI

群194／280（6α3％）．胚盤胞発生率はそれぞれ161／234

（6＆8％），88／170（51B％），43／75（573％），妊娠率は

60／150（4α0％），35／85（41刀％），18／56（32．1％）で

あった．レスキューICSI群にはIVFでの受精卵とレ

スキューICSIを施行した受精卵が含まれており，レス

キューICSI単独を検討した場合の妊娠率は6／19

（3L6％）であった．またレスキューICSIを行った例で

分娩に至った例では全例健児を得た．【結論】受精率，

胚盤胞発生率においては，IVF群，　ICSI群，レスキュー

ICSI群との間に差はみられなかった．妊娠率は多少低

いものの，今までの1day　old　ICSIでの報告と比較す

ると十分臨床応用が可能な値であると考えられた．初

回IVFでは受精障害を予測するのは困難であるが，レ

スキューICSIを行うことにより未受精および1day

old　lCSIを回避できることが示唆された．今回の結果

より，媒精6時間後に行うレスキューICSIは有効な治

療方法と考えられた．

2－5．凍結融解胚移植時の子宮血管抵抗について

　　　の検討

　　　　○俵　史子，石井美都，平林由佳

　　　　　佐橋愛子，森奈美江，山口　恵

　　　　　金山尚裕＊

　　　　　　　　　　（竹内病院トヨタ不妊センター，

　　　　　　　　　　　　　　浜松医大産婦人科つ

　【目的】近年，着床障害の一因として子宮内膜の血流

障害が指摘されている．体外受精の排卵周期における

子宮血管の血流に関しての報告は散見されるが，ホル

モン補充周期における子宮血管の血流に関する報告は

ほとんどない．ホルモン補充周期における変化は自然

周期や刺激周期とは異なり卵胞数の影響を受けず，一

律のホルモン量による血流の変化を検討することにな

4
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るため本来の子宮での血流変化を検出できると予想さ

れる．さらにホルモン補充周期でエストロゲン増加に

伴い，卵巣と同様に子宮の血流が増加するか否かにつ

いても興味がもたれる．今回ホルモン補充周期におけ

る，月経時および凍結融解胚移植前の子宮内膜周辺の

血流の変化を検討し，妊娠との関連について検討した，

【方法】凍結融解胚移植治療周期において，GnRHaにて

ダウンレギュレーション後E2貼布剤にて内膜形成を

行った．月経時（E2貼布剤開始時），および凍結融解胚

移植前（E2貼布剤最大投与時）の2点において，子宮

筋層内に認められる子宮動脈の分枝である子宮放射状

動脈のPulsatility　Index（PI）値，　Resistance　index

（RI）値を測定した．妊娠群（化学的妊娠を含む）44

例，非妊娠群39例について，それぞれの群で月経時お

よび胚移植前の子宮放射状動脈PI，　RIの変化について

検討した．【成績】妊娠群では月経時PI　148±α53　RI

α75±0．12，胚移植前PIl65±α57RIO78±0．11で変化

には有意差を認めなかったが，非妊娠群においては月

経時PI　1．13±041　RI　O68±α14，に比べ胚移植前PI

l42±0．48　RIα76±α13で有意に上昇した（p＜0015）．

なお，胚移植前の内膜厚，血中E2レベルには両群間で

有意差を認めなかった．【結論】月経時から胚移植時に

かけて，妊娠群では子宮放射状動脈の血管抵抗に変化

は認められなかったが，非妊娠群では血管抵抗が上昇

することが判明した．子宮の血流がホルモン変動に

よって変化せず定常状態にあることが着床環境として

必要なことが示唆された．

3－1．Vitr迅catio皿による胚盤胞凍結胚移植の成

　　　績（培養期間の差違について）

　　　　○藤田智久，松井有紀，西村　満

　　　　　　　　　　　（西村ウイメンズクリニック）

　【目的】当院では，胚移植後の余剰胚盤胞の凍結およ

び選択的全胚凍結の胚盤胞凍結を高い生存率や妊娠率

が期待できるVitri丘cation法で行っている．そこで，

『媒精5日目（D5）発生の胚盤胞』と『媒精6日目（D6）

発生の胚盤胞』とで，融解後の生存率や回復率，妊娠

率を比較検討した．【対象・方法】2003年1月から

2005年3月に行った凍結融解胚移植のうち，D5胚盤

胞（D5群：138症例152周期）およびD6胚盤胞（D6

群：44症例45周期）をVitr迅cation（CRYO－TOP：KI－

TAZATO）したものを，胚移植日の午前9時に融解

し，同日14時に胚移植を行った．年齢，胚の生存率，

移植胚数，妊娠率（化学的妊娠を含む），回復培養後の

77（137）

胚グレードの回復状況を①凍結前よりも進んだ，②凍

結前と同様，③凍結前よりも悪化，の3つに分類し検

討した．なお，凍結に供した胚盤胞は，Gardnerらの分

類で，ICMとTEが『B』までを対象とした．【結果】D

5群とD6群では，平均年齢：33β（25～44）歳，345

（27～41）歳，平均移植胚数：1．68個，1．75個，妊娠率：

454％，333％［P＝0076］，でともに有意差は見られな

かった．しかし，融解胚の生存率は934％，763％［P＝

0工｝15］とD5群の方が有意に高かった．また，胚移植時

における回復培養後の胚グレードの状況は①：

342％，222％，②：520％，40D％，③：132％，37β％

［P＝＆57］とD6群の方が悪化する傾向であった．【結

論】D5群とD6群では，　D5胚盤胞の生存率が有意に高

かった．また，D6胚盤胞は回復しにくい傾向であった

が妊娠率は333％と高く，D5で胚盤胞が得られない

場合，もう1日追加培養しD6で胚盤胞が得られれば

これを凍結保存し，凍結胚移植に供する価値があるこ

とを見出し得た．

3－2．経子宮筋層的胚移植法（Towako法）を検証

　　　する

　　　　○西村　満，松井有紀，藤田智久

　　　　　　　　　　　（西村ウイメンズクリニック）

　【目的】胚移植は，通常，経子宮頸管的に施行される

が，時にその操作に困難を極める症例に遭遇する．そ

のような症例に対しては，経子宮筋層的胚移植法（い

わゆるTowako法）が有力な選択肢となるが，当クリ

ニックにおけるその現状と問題点を明らかにすべく，

retrospectiveに検討したので報告する．【方法】2003

年1月から2004年12月までの2年間に新鮮胚および

凍結胚の胚移植を施行した1，062周期を対象とした．

なお，Towako法での穿刺針および胚移植カテーテル

は，北里サプライ社製FS－N1831ET－2Fr（針18　G×32

cm，カテーテル2Fr）を使用した．刺入の際，穿刺針

のカット面が子宮底部に向くようにして，針の先端を

一旦対面の内膜内に達するまで刺入し，カット面が子

宮内腔に位置する程度にやや引くようにすることを心

がけた．【成績】胚移植に占めるTowako法の割合は，

新鮮胚移植では886周期中64周期（72％）〔43症例〕，

凍結胚移植では176周期中18周期（102％）〔17症

例〕であった．Towako法による妊娠は，新鮮胚移植で

は10症例，11周期〔妊娠率：23．3％／症例，17．2％／周

期〕，凍結胚移植では7症例，8周期〔妊娠率：412％／

症例，44．4％／周期〕であった．新鮮胚および凍結胚で
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の症例の重複があり，Towako法による胚移植46症

例，82周期中，15症例，19周期で妊娠が成立した〔妊

娠率：326％／症例，23．2％／周期〕．流産が4症例，5

周期〔流産率：2a7％／症例，263％／周期〕に認められ

た．また，Towako法施行時に麻酔を必要とした症例は

皆無であった．【結論】経子宮頸管的胚移植法に比し，

Towako法での妊娠率は低下傾向にあったが，胚盤胞

移植を主としている凍結胚移植では高い妊娠率を得て

いることより，胚移植法のひとつとしての存在意義が

認められ，その技術は習得しておくべきものと考える．

3－3．受精胚のFragmentationのDay　2から

　　　Day　3にかけての変化について

　　　　○服部久美子，長嶋有希子，永井利佳

　　　　　太田亜希，内藤真弓，北坂浩也

　　　　　佐々木美緒，清水　望，立木　都

　　　　　園原めぐみ，羽柴良樹，浅田義正

　　　　　　　　　　　（浅田レディースクリニック）

　【目的】体外受精において，治療に苦慮するリピー

ターの多くはほとんどの胚においてGradeが悪く，

Fragmentation（以下Fragとします）が多く認められ

る．特に，Day　2～Day　3にかけてFragが増える印象

があり，このような場合体外で長く培養することが胚

にとって良い条件とはならず，選別する目的でDay　3

まで培養する必要があるのか疑問が生じてきた．そこ

で今回我々は1日培養日数を延ばすことで，胚のFrag

がどのように変化するかを検討した．【対象・方法】

2004年11月～2005年4月の期間，Day　3以降に新鮮

胚移植または融解胚移植を施行した患者の2前核培養

胚1，924個，403周期を対象とした．患者の平均年齢は

337歳であった．培養は単独drop培養とし，　Day　2

およびDay　3胚のFrag量を当院の分類に従い1～V

の5段階で評価した．【結果】Day　2よりDay　3にFrag

の評価が下がる確率は，Day　2に1だった胚が20％，　II

だった胚が21％，IIIだった胚が38％，　IVだった胚が

44％であった．【考察】Frag量が多い胚は，　Day　2から

Day　3に1日培養i日数を増やすと，さらにFrag量が増

加する傾向が認められた．通常Day　2の時点で良い胚

を選別することは難しいため，長く培養して移植する

胚を選別するが，今回の結果から，すでにFrag量が多

い胚の場合はさらに培養してもFrag量が増加する可

能性が強いといえる．毎回Frag量が増加する患者で，

Day　2ですでに移植胚を選択できるのであれば，培養

条件を変える意味で早く体内へ移植するDay　2移植

日不妊会誌50巻3号

も選択肢のひとつと思われる．

3－4多胎に関する患者の意識調査

　　　　○園原めぐみ，長嶋有希子，永井利佳

　　　　　服部久美子，太田亜希，内藤真弓

　　　　　佐々木美緒，清水　望，北坂浩也

　　　　　立木　都，羽柴良樹，浅田義正

　　　　　　　　　　　（浅田レディースクリニック）

　【目的】体外受精一胚移植（以下IVFET）のリスク

の…つに多胎妊娠の発生があげられる．しかし，双胎

を希望している患者は少なくなく，また多胎がどのよ

うな状態なのかというイメージはつかみにくい．そこ

で，IVF－ETを受ける患者の多胎に関する意識を調査

し，どのような情報を提供すべきかを検討した．【方法】

2005年1月以降，IVF－ET施行前に夫婦それぞれにア

ンケートを配布し，調査に同意が得られた場合，無記

名で回収した．性別，IVFET施行回数，多胎に関して

何人まで妊娠してもよいか，多胎が及ぼす影響に対す

る認知，多胎になった場合の妊娠継続について，どの

ような情報が欲しいか，IVF－ETについて知りたいこ

と，病院に望むことを質問した．【結果】2005年1月か

ら3月までに回収できたアンケートは男女合計144名

であった．妊娠してもよい人数は，「双胎まで」が535％

で男女ともに最も多かった．多胎が及ぼす影響につい

ては，61β％が「知っている」と答えた．双胎の場合は，

979％とほとんどの人が継続を望んでいる．品胎の場

合は68．8％が「継続する」であるが，「減胎」希望が

132％見られた．多胎について知りたい情報について，

男性において「母体への影響」が，女性では「胎児へ

の影響」がそれぞれ一番多く，男女間で相違が見られ

た．また，移植胚数と多胎の関係があげられていた．

病院に望むことでは，①妊娠率347％，②安全な治療

299％，③十分な説明1＆8％であった．【考察】多胎を心

配するよりは，まず妊娠することを考えたい意思が強

く現れており，リスクととらえていない患者側と医療

者側との意識の相違があることが分かった．また，患

者の自己決定を促すうえで，移植胚数と多胎・妊娠の

関係や確率の集計及び提示の必要性が示唆された．

3－5．愛知県内の生殖補助医療登録施設における

　　　不妊カウンセリングの現状

　　○篠原宏枝，中西芳美，白井直美

　　　岡田けい子，菅沼信彦

（豊橋市民病院看護局産婦人科外来不妊センター）
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　【緒言】不妊治療は，専門医・エンブリオロジストと

もに，不妊カウンセラーのような患者の心理的サポー

トを行う職種が，協力して診療に当たるべき統合医療

である．昨今，生殖医療の高度化には目を見張るもの

があるが，患者のQOLを見据えたケアの重要性も同

時に考えなければならない．しかしながら，不妊カウ

ンセリングの現状については，正確に把握されていな

い．そこで我々は，愛知県の状況をアンケート調査に

より解析した．【方法】平成16年10月31日現在におけ

る，日本産婦人科学会の見解に基づく45の生殖補助医

療（ART）登録施設（大学附属病院；5，総合病院：17，

医院・診療所：23）に対し，電話による聞き取り調査

を行った．アンケート内容は，不妊カウンセリング施

行の有無などで，回答は直接，不妊診療担当医より得

た．【結果】有効回答率は100％であったが，45の登録

施設中，現在ARTを行っていない施設が6施設あっ

た．39のART施行施設のうち，日本生殖医療研究協

会認定の体外受精コーディネーター・不妊カウンセ

ラー，ならびに日本看護協会認定の不妊看護認定看護

師の資格を有するスタッフが常駐する施設は18施設

（46％）であった．さらに，臨床心理士・精神科医によ

るカウンセリングも受けられる施設が4施設（10％）存

在した．相談にあたる専門職員の人数は1施設当たり

1～7名（平均1．8名）で，これらの施設では医師をはじ

めエンブリオロジスト，看護師などによる不妊相談は

行なわれているが，不妊カウンセリングを特別な診療

枠として設けている施設は7施設のみであった．【結

論】上記のアンケート結果より，資格を有するスタッ

フが在籍しても，不妊症患者の心理的ケアが充分に行

われていない可能性が示唆された．すなわち，不妊治

療を受ける患者の身体的援助だけではなく，心理的援

助も含めたサポート体制の整備が早急に求められると

考えられた．

3－6．豊橋市における特定不妊治療補助金制度の

　　　利用状況一平成16年度分の総括一

　　　○菅沼信彦，中原辰夫，大須賀智子

　　　　真野由紀雄，久野恵子，伊藤充彰

　　　　若原靖典，柿原正樹，榊原重久

　　　　鈴木範子，篠原宏枝，中西芳美

　　　　白井直美，岡田けい子，若原文世＊

　　　　　　　　　　（豊橋市民病院不妊センタ「

　　　　　　　つつじが丘ウィメンズクリニック＊）

【緒言】近年，不妊治療は急速に発展し，体外受精
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（IVF）を中心とする生殖補助医療（ART）がわが国で

も広く行われている．しかしながら，その治療費に対

する健康保険適応は未だ認められておらず，患者の自

己負担のままである．これに対し，経済的サポートを

求める声も強く，平成16年度より特定不妊治療の医療

費の一部補助制度が全国的に開始された．豊橋市も愛

知県下の中核都市として，自治体による補助金の給付

が始まり1年が経過した．そこで豊橋市内の，日本産

婦人科学会の見解に基づくART登録施設における平

成16年度の申請状況を解析した．【方法】平成16年4

月1日より平成17年3月31日までの間のIVF・顕

微授精（ICSI）の施行数，特定不妊治療の補助金申請

書類を作成した症例数を調査した．申請対象はIVF・

ICSI・凍結胚一融解移植を受けた法律上の夫婦で，夫

婦の前年度の所得合計が650万円未満，夫婦共に国民

健康保険又は社会保険加入者であった．【結果】ART

登録施設におけるIVF，　ICSI，ならびに同時に両者を

施行（IVF／ICSI）した数は，各々113症例（153周期），

42症例（57周期），ならびに10症例（17周期）であっ

た．内，補助金申請書類を作成した例数は，IVFで53

（47％），ICSIで26（62％），IVF／ICSIで6（60％）で

あり，全体では52％（85／165）と半数以上に及んだ．

また凍結胚一融解移植でも3例が申請を行った．この

中で，81％（71／88）が豊橋市内在住者であった．豊橋

市民病院におけるART治療費は，～20万円が5例，

20～25万円が7例，25～30万円が13例，30～35万円

が16例，35～40万円が16例で，平均額は約30万円で

あった．【結論】これらの結果より，我々が予想した以

上に特定不妊治療費補助金申請者が多く，不妊治療に

おける経済的負担の大きさや医療費サポートの必要性

が示された．このような医療現場の声を行政に反映さ

せ得るよう，積極的な情報公開を含めた努力が必要で

あると考えられた．

4－1．膀胱内精子を用いた顕微授精により妊娠成

　　　立した逆行性射精の1例

　　　　○牧野亜衣子，佐藤　剛，服部幸雄

　　　　　杉浦真弓，佐々木昌一・＊

　　（名古屋市立大生殖発生医学，腎・泌尿器科学＊）

　逆行性射精は射精感があるが，実際は精液が尿道口

から射出されない疾患で，脊髄損傷や糖尿病など末梢

神経障害症例に合併することが多いとされており，自

然妊娠が期待できない症例が多い．しかし，膀胱内精

子を良好な状態で採取することができれば人工授精や
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体外受精もしくは顕微授精による妊娠が期待できる．

今回我々は逆行性射精の症例で膀胱内の精子を用いて

顕微授精を行い，妊娠成立した症例を経験したので報

告する．症例は妻33歳夫33歳の不妊症カップルで，

不妊期間は5年であった．夫は糖尿病にてインスリン

投与を受けており，妻は既往歴に特記すべきことはな

かった．夫が射精時精液の排出を認めなくなったこと

を自覚し，当院泌尿器科受診した．泌尿器科での精査

にて射精後排尿した尿沈渣に精子を認め逆行性射精と

診断した．より良好な状態での膀胱内精子を採取する

ため，重曹1日6g，3日間内服した後膀胱内を生理食

塩水にて洗浄，膀胱内にM－HTF　50　mlを注入した．そ

の後射精，排尿により膀胱内の精液を含むHTFを採

取し，遠心，洗浄により精子を回収した．回収精子数

より，人工授精による妊娠は不可能と判断し，顕微授

精を施行することとした．妻にはlong　protocolによる

過排卵刺激を行い，10個の卵子を経膣採卵により回収

した．同日8個のMII卵に対し顕微授精を施行し，2

個の受精卵を得た．Day　2の7細胞胚1個及び2細胞

胚1個を子宮内に移植した．採卵後14日目に尿中

hCG陽性となり，22日目に子宮内に胎嚢を認め，38

日目に児心拍動を確認した．現在妊娠経過順調である．

4－2．TESE，　MESAにおける精子所見と妊娠率

　　　について

　　　　○清水　望，長嶋有希子，永井利佳

　　　　　服部久美子，太田亜希，内藤真弓

　　　　　北坂浩也，佐々木美緒，立木　都

　　　　　園原めぐみ，羽柴良樹，浅田義正

　　　　　日比初紀＊

　　　　　　　　　　　（浅田レディースクリニック，

　　　　　　　　　　　　　協立総合病院泌尿器科つ

　【目的】閉塞性無精子症患者や非閉塞性無精子症患者

であっても，TESE，　MESAにより精子採取ができれ

ばICSIによって妊娠，出産は可能である．しかし，

TESE，　MESAにおいても精子所見は様々であり，精

子所見は妊娠率に影響を与える大きな要因であると考

えられる．そこで今回，TESE，　MESAにおける精子所

見と妊娠率を比較し，ICSIへの適応について検討し

た．【対象および方法】2001年10月から2004年9月の

間に当院で行ったTESE，　MESAのうち，凍結精子を

用いてICSIを実施した66症例を対象とした．妊娠率

は45．5％（30／66）であり，妊娠（＋）と妊娠（一）の

2群にわけてTESE，　MESA手術時の精子所見および

日不妊会誌50巻3号

融解後ICSI時の精子所見を比較検討した．手術時の精

子所見は，1群：運動精子1視野に1精子以上，II群：

全体で運動精子20精子以上1視野に1精子未満，III

群：全体で運動精子20精子未満，IV群：微動精子の

み，V群：不動精子のみの5群に分類した．またICSI

時の精子所見は，運動精子の見つけやすさで分類し，

A群：すぐ見つかる，B群：5分以内に見つかる，　C

群：10分以内に見つかる，D群：30分以内に見つか

る，E群：30分以上かかる，　F群：運動精子は見つか

らず，不動精子のみの6群にわけた．【結果】妊娠（＋），

妊娠（一）の間でTESE，　MESA手術時および融解後

ICSI時の精子所見の比率に大きな差が認められた．ま

た，TESE，　MESA手術時に不動精子のみ回収できた

場合に妊娠例はなかった．【結語】TESE，　MESA手術

時の精子所見および融解後ICSI時の精子所見は妊娠

率に影響することが示唆された．また，TESE，　MESA

手術時に運動精子が回収できず不動精子のみ回収でき

た場合は，ICSIの実施を検討すべきであると考えられ

た．

4－3．高度精巣萎縮症例に対するMicrodissec－

　　　tion　TESEの有用性と安全性

　　　　○金子朋功，佐々木昌一，神谷浩行

　　　　　梅本幸裕，矢内良昌，窪田泰江

　　　　　窪田裕樹，郡健二郎

　　　　　（名古屋市立大大学院腎・泌尿器科学分野）

　【目的】非閉塞性無精子症に対する精巣内精子採取法

（TESE）の有用性は補助生殖技術（ART）の発達，特

に卵細胞質内精子注入法（ISCI）の出現以降確立され

つつある．同時に，精子回収の可否の予測，手術手技

に伴う精子回収率，精巣への侵襲などの問題も生じて

きている．最近，精細管を手術用顕微鏡で観察しなが

ら，より太い精細管を選択し精子を回収するMicrodis－

section　TESEが行われており，従来のTESEより高

い精子回収率が報告されている．我々は高度精巣萎縮

症例に対するMicrodissection　TESEの安全性と有用

性について検討したので報告する．【対象と方法】2004

年4月から2005年4月までに当院で採精を試みた精

巣容量10ml以下の5例（29～38歳）を対象とした，

採精の可否，治療前後での精巣容量の変化，抗精子抗

体の出現，ホルモンレベルの変化を検討した．【結果】

染色体検査は1例で47，XXYであり，他の4例は

46，XYであった．全例にて精子の回収が可能であり，

ICSIを行った．1例に妊娠が成立した．治療前のFSH

●

晴
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●

は219～819mlU／ml，テストステロン値は245～pg／

mlで，治療後に優位な変化はみられなかった．精巣サ

イズは27～75mlであったが，治療後に萎縮したもの

はなかった．術後に抗精子抗体の出現は認めなかった．

【考察】我々の症例では，全例採精が可能であったため，

術前に精子回収の可否を予測できる因子は明らかにな

らなかった．Microdissection　TESEは組織の侵襲をよ

り軽減することができるという点で有用かつ安全であ

ると思われた．

●
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